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    　──勇者。


    　人類の脅威に剣と勇気で挑いどむ者。


    　絶望の世界に希望の光を灯ともす者。


    　そして勇者は英雄となり、賛辞と富が与えられる。


    　しかし絶望がなければ勇者の灯す光も必要はない。


    　賛辞も富も勇者のもとから消失する。


    　絶望が消えても勇者は消えない。


    　こうして勇者は旅に出る。


    　新たなる絶望を求めて。新たなる栄光を求めて。


    　山へと。海へと。代理店の会議室へと。


    　地下へと。塔へと。地方の営業先へと。


    　勇者の旅は終わることはない。


    　朝あさ陽ひに向かって。夕ゆう陽ひに向かって。養成所のワークショップに向かって。


    　つまり──。

  


  
    ──大勇者時代の裏側である。
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    　──ルディ・シュミットは勇者である。


    　しかも勇者の中の勇者であるドラゴン・キラーの称号を申請中の身である。まさに前途が開かれようとする上り調子の勇者なのである。


    　にもかかわらずルディの機嫌はすこぶる悪かった。


    　火竜討伐成功を祝ってのささやかなパーティーの翌日。


    　ルディはリビングのソファーで目を覚ました。


    　別にはしゃぎすぎてそのままソファーで眠ってしまったわけではない。


    　自称大賢者のソニアが原因である。


    　パーティーのさ中に現れたソニア。


    　火竜の討伐に無関係であるにもかかわらず誰よりも食べ、誰よりもパーティーを楽しみ、そして当たり前のようにルディの部屋で就寝したのだ。


    　その結果、以前、ソニアが勝手に居い候そうろうしたときと同様にルディはソファーで眠ることを余儀なくされたのだった。


    「どこだー？　どこにあるんだー？」


    　その上、ルディの眠りを覚ましたのもまたソニアだった。


    　窓から差し込む爽さわやかな朝日。どうやらまだ早朝のようである。早朝に起こされること自体ルディは大嫌いなのであるが、ソファーでの睡眠ではちっとも体力が回復しない。


    　やはりベッドで眠って、体力を全回復してこそ勇者である。


    　ルディのねぼけ眼まなこに映るナディーネの後ろ姿。キッチンのシンクの前に立ち、洗い物をしているようだ。昨日のパーティーで使った皿を洗っているのだろう。


    　他のメンバーはまだ眠っているのだろう、リビングに姿はない。


    「ここかー？　どこなんだー？」


    「うるせえよ……」


    　ルディの抗議の声などまったく気に留めることなく、自称大賢者は「どこだー？」を連呼し続けながらリビングを引っかきまわしていた。ソファーのクッションをめくっては放り投げ、本棚から豪快に本を引っ張り出しては床に放置し、そうかと思えば、這はいつくばってテーブルの下に潜もぐり込む。


    「どこだー？　どこだったらどこだー？」


    　まるで子供がなくしてしまった計算ドリルを捜すかのように、無軌道で乱雑。とてもではないが、賢い者であるようには見えない。


    　控えめに表現しても賢くない者。控えめに言わなければ馬ば鹿か者ものそのものの姿である。


    「おい、馬鹿。他人の家でなにやってんだ？」


    　ルディはちょうど顔を出したソニアのフードを掴つかみ、テーブルの下から引っ張り出す。


    「どこ……おや、君は誰だー？」


    「誰だ？　じゃねーよ！　ルディだ。一緒に遺跡を探索したろ」


    　勇者にとって一度パーティーを組んだ相手から忘れられるのは大変な屈辱なのである。


    　しかしソニアは自みずから与えた屈辱にまったく気がついていない。


    「おお、本当だー。君じゃないかー」


    　ソニアは改めてルディの方に向き直ると、なにを確認しているのか肩から二の腕あたりをペタペタと触る。


    　ルディはそれほど特徴的な二の腕を持った覚えはないのだが、とにかくそれで思い出したらしい。


    「おい、馬ば鹿か賢者。散らかしてんじゃねーよ。どうすんだ、なにもかもひっくり返しやがって、どうせ片づけもしねーのに。……ナディーネがかわいそうだろ！」


    「ちょっと、なんで私なのっ！」


    　──ナディーネ・クラーンもまた勇者である。


    　おっとりとした性格。そしてその性格そのものを表すかのような穏おだやかな外がい貌ぼう。


    　しかし、いまはその穏やかな目を懸命に吊つり上げ、抗議の意を示している。


    「まあ、言葉のアヤだ。とにかくこの馬鹿が片づけをしないことだけは確かだ」


    　ルディがそう言っている間にも、ソニアは食器棚へと接近している。


    　ルディはソニアの腕を引き、無理矢理ソファーに座らせる。


    「ちょっとー！　調査中だよ──！」


    「だから人の家を勝手に調査するなと言っているんだ！」


    　ルディは至極当然の指摘をしているのだが、ソニアはまったく引かない。


    「重大な調査なの──！！　すごいやつなんだからー。すごーいのだよー！」


    　ルディを真っすぐに睨にらみ返すと、毅き然ぜんと反論をする。


    　本人は本気も本気なのだろうが、口調からその重大さとやらがまったく感じられない。子供の探検ごっこのレベル。まさに馬鹿賢者である。


    「すごいじゃわかんねーだろ。この馬鹿賢者！」


    「あー！　馬鹿って言ったねー！　馬鹿って言う方が馬鹿なんだよー！　馬鹿馬鹿バーカ！」


    「それが賢者の反論かよ！　子供かお前は」


    「お前の方がバ──！カ！　はーげ！　はーげ！」


    「はげてないわ！　チービ！　ぶーす！　ぶす！」


    　低レベル、あまりに低レベルである。


    　もはや口論と呼ぶのも憚はばかられる。しかしソニアに悪口であることを理解してもらおうと思えばこのレベルでやり合うしかないのだ。


    　ひたすら大きな声で罵ば倒とうの言葉をぶつけ合うのみ。


    　このレベルの口くち喧げん嘩かはちょっとでもひるんだら負けである。


    「ブス！　若作りのブス！　馬ば鹿かブス賢者！　あっ、蹴けるんじゃねーよ！　反則だろ！」


    「蹴るのありだもーん！　馬鹿馬鹿バーカ！　喰くらえー！　賢者キーック！」


    　執しつ拗ようにルディの脛すねを蹴りつけるソニア。こんなものが賢者であっていいはずがない。賢者は脛を蹴らない。


    「ちょっと、ふたりとも！　落ち着いて！　あの、ソニアさん。訳を聞かせてもらえないですか？」


    　あまりの事態にナディーネがふたりの間に割って入る。


    　ソニアをなだめながらも少し呆あきれている様子。


    「まったく馬鹿の人につき合うのも疲れるよー。やれやれ」


    　なぜかソニアも呆れている！


    「お前が言うな！」


    　ルディは口論を再開させたい気持ちをグッとこらえる。


    　ここは大人になるべきだ。自分よりもはるかに年上であるソニアを睨にらみつけながら、ルディは思う。


    　本物の馬鹿と本気で言い合いしてもいいことはないのである。


    「それでなにを調査してるのですか？　重要な調査とのことですが」


    　ナディーネはまさに大賢者に接するかのような口調。
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    　ソニアはそれに気をよくして、急速に機嫌を直している。


    　誇らしげにエヘンエヘンとわざとらしい咳せき払ばらいをしてみせる。


    「君たちー、喜びたまえー。歴史に残る大発見に立ち会えるんだよー！」


    　そう断言すると、大きく手を広げ、ぴょんと飛び跳ねるソニア。


    　まだなにも見つけていないにもかかわらず、もう発見したかのようである。


    「大発見ですか……。なにをですか？」


    　ナディーネの問いに一度咳払いをするソニア。


    「えーとねー、それはねー、なんとねー。魔王のねー、お城だよー！」


    　そう言えば、ソニアは魔王の復活を信じ、その痕こん跡せきを求めて、調査を続けているのだった。


    　そのために古代遺跡を共に冒険したのだが、そのときは残念ながら、なんの成果も得られなかった。しかしソニアはまだ諦あきらめていないらしい。


    「前もー、魔王のお城、探してたらここに帰ってきちゃったでしょー。やっぱねー、合ってたんだよー。ここにーお城はあるよー！　あるんだよー！」


    　ソニアは近隣全域に聞かそうとしているかのように絶叫する。


    　その目はキラキラと輝いている。


    　本当にここに魔王の城があると信じて疑わない目だ。


    「あのなあ。ここはな、売れない勇者が住んでいる家賃が格安の賃貸物件だぞ」


    　ルディは念のためものすごく基本的な情報をソニアに与える。


    　改めて言うまでもないが、コーポ勇者は明日を夢見る売れない勇者がシェアハウスする賃貸物件である。


    　家賃が安いだけあって、築年数は古く、決して快適な住環境とは言えない。


    　水回りの調子が悪く、湿気が溜たまりやすい魔王城があっていいものだろうか？


    　レンジと同時にドライヤーを使うとブレーカーが落ちる魔王城があっていいものだろうか？


    　ルディにはとてもじゃないが信じられない説である。


    「そんなの関係ないよー！　この私がー！　調査した結果なんだからねー」


    　ソニアは堂々と宣言する。


    　ルディにとってはそれが一番信用ならない理由なのだが……。


    　しかしソニアはそんなルディの猜さい疑ぎ心しんたっぷりの表情など気にも留めない。


    　リビングの隅に転がっていたひのきのぼうを手に取る。


    「見なよー、これ、魔王が使ったやつに違いないよー」


    「それはヴォルフの私物だ。そもそも魔王の装備がひのきのぼうはないだろ。もっと凄すごそうな装備持ってるわ」


    　──ヴォルフ・ロルフェスもまた勇者である。


    　勇者でありながらアイドル的女子勇者の追っかけに精を出す男。


    　転がっていたひのきのぼうは、以前に追っかけていた人気アイドル勇者、エリたんのグッズだろう。


    　その後、エリたんへの熱が冷めて、適当に置きっぱなしにしているらしい。


    「でも、これすごい数あるよー。きっと部下に配ってたんだよー！　絶対にそーだよー！　普通はこんなに買わないもーん」


    　ソニアは小さい身体からだに何本ものひのきのぼうを抱えている。


    「ヴォルフは何本も買っちゃうやつなの。そういう特殊な人なの」


    　エリたんのファンはひのきのぼうの購入本数で様々な特典をゲットすることができる。


    　ツーショットでのチェキや握手、そんな権利を得るために、低品質のひのきのぼうを大量購入するのだ。そもそも本当に素材がひのきなのかすら怪あやしい。おそらくもっと安い木材の切れ端のようなもので出来ている。


    「えー？　そーなのー？　ちぇーっ」


    　ソニアはひのきのぼうをそのまま乱暴に投げ捨てると、調査を再開する。


    　今度はルディが先ほどまで寝ていたソファーをゴソゴソと探りはじめたが……。


    「やったー！　見つけたー！　おーい君ぃー、やったよー！　これは魔王のヤツに違いないよ！　魔王がなにか食べたあとだよ」


    　ソニアはソファーのクッションの隙すき間まから目ざとくお菓子の袋を見つける。


    　ごくごく一般的に見かけるスナック系の駄菓子の袋だ。


    「魔王は駄菓子食わねーだろ。多分ネネだな、こういうところに捨てちゃうのは。あいつはどうしようもねーな」


    　──ネネ・コンティもまた勇者である。


    　現在は天然系の勇者として、なんだかんだで事務所にも所属し、コーポ勇者では順調に勇者生活を送っている部類に入る。


    　田舎いなか出身の勇者で、よく言えば、天てん真しん爛らん漫まん。悪く言えばただの粗暴な馬ば鹿か。


    　つまりはお菓子の包みをソファーにねじ込むタイプの勇者なのだ。


    「そうかなー？　だってこんなにいっぱいだよー。こんなに食べるのは魔王だよー」


    　ソニアは次々とソファーの隙間から駄菓子の袋を発掘する。


    　その数は数十はあるだろうか。相当な期間にわたってここにゴミを捨て続けたらしい。


    　実に馬鹿馬鹿しい環境。これこそがコーポ勇者。こんな居住空間としても馬鹿丸出しのスペースが魔王の城なわけがない。


    「あいつ……。なにやってんだよ。ここはみんなの共同スペースだぞ。片づけるナディーネの身に……！」


    「だから、なんで私っ！」


    　ルディに最後まで言わさず、すかさずナディーネが抗議する。


    　……目が笑っていない。


    「えー、これも違うのー？」


    　ソニアはせっかく拾い上げた駄菓子の包装紙をそのまま床に投げ捨てる。


    　ルディはナディーネの視線に負けて、しぶしぶそれを拾い上げてゴミ箱へと捨てる。


    「じゃあ、これは絶対！　魔王が使ったブラだよー」


    　ソニアはいつのまにかブラを手にしている。ソニアの手にぶら下がっているそれは深みのある赤。かなり大人っぽいテイストのブラである。


    　こんなものをリビングに放置するだらしなさ。そしてなによりこのサイズ……。アーニャのブラに違いない。


    　──アーニャ・フォスもまた勇者である。


    　性格は非常に怠たい惰だ。屋外で活動することを嫌い、日の出ている間はほぼ寝ていて、夕方ごろにもそもそと起きてくる。勇者にあるまじき生活態度を持つ女子。それでいて寝る子は育つのか身体からだは非常に成熟しているのだ。


    　そしてブラは身体の成熟に比例するもの。惚ほれ惚ぼれとする立派なブラである。


    「やった、魔王のブラを発見したぞー！」


    　ソニアはその立派なブラをライブで盛り上がっている観客のようにブンブンと頭上で振り回している。


    「あのなあ、魔王はブラしねーだろ」


    「ええー？　魔王ノーブラ？」


    「ノーブラとかそういう問題でもねーよ。前より馬ば鹿かになってねーか？」


    「失礼なー。馬鹿じゃないよー。ここは魔王のお城なのー。だから、これは魔王のブラだよー。ほらー、よく調べてみなー」


    　ソニアは自信満々の態度でルディの鼻の先にぐいっとブラを押しつける。


    　シェアハウスで共同生活する身としては、最低限のマナーがある。女子の洗濯物に手を出すのはご法度ではあるのだが……、しかし念のため調べるのも勇者としての責務とも言える。


    「そこまで言うなら仕方ない……」


    　ルディはそっとブラに手を伸ばそうとするが……。


    　すんでのところで目の前から消えるブラ。


    　立派なブラはナディーネの手の中。直前で回収されてしまった。


    「ルディ、調べなくていいから！　ソニアさんもやめてくださいっ！　まったくアーニャちゃんもだらしないんだからっ！」


    「俺が片づけようか？」


    「これはいいっ！」


    　ナディーネはまるで自分の所有物であるかのように顔を真っ赤にして、洗濯機のある浴室へと消えていった。


    　一方のソニアはそんなルディとナディーネのやり取りなど一切気にしていない。


    　調査という名の家捜しを再開している。


    「おおー！　見つけたー！　やったぁー！　大発見だー」


    　またしてもソニアが絶叫する。


    「今度はなんだよ」


    「これはねー、えーとねー、うーんとねー、なんだー？」


    　ソニアの手に握られているのは、ビニール袋でパッケージされたお茶の葉の様なものだった。


    　かなり細かく刻まれているので、断定できないが、おそらくこれは毒消し草。それを天日で乾燥させたものだ。


    　そして、その使用目的は毒を消すためではない。


    「それはクリストフのダメなどくけし草だ」


    　──クリストフ・パーカーもまた勇者である。


    　コーポ勇者の住人では最年長。それでいながらまったく頼りにならない男。いつも怪あやしい笑みを絶やさず、変態的な性的志向を隠すことなく、あまつさえ、薬草、毒消し草、その他諸々のアイテムを快楽のために使用する、最低としか言いようのない勇者なのである。


    「なにー？　ダメなのー？」


    「詳しくは俺も知らん。とにかくクリストフの所有物で、子供は触っちゃダメなの。ほらよこせ、捨てるから」


    「嫌いやだっ！」


    　ソニアは身をよじって、ルディの手をはねのける。


    「だから、魔王とは関係ないんだって」


    「なんだかわかんないって言ったのに、なんでそれだけわかるんだよー」


    「なんとなくだよ。それはクリストフのなにかだ」


    「君ぃー、それが勇者の態度かなー。いいー？　わかんないものはー、ちゃんと調べなきゃダメだよー。なんとなくで世界の真理にはとーたつできないよー！」


    　人差し指を立てて、急にお姉さん然とした態度でルディにお説教するソニア。


    　舌足らずで、子供のような見た目、実際のところはルディよりもはるかに年上ではあるのだが……。


    「馬ば鹿かのくせになにちゃんとしたこと言ってんだよ」


    「こらー、また馬鹿って言ったなー！　大賢者に向かってー！　すごいんだからねー！　すっごいすっごい賢いんだからねー」


    「わかった、わかった、すごいんだな。でもそれはクリストフのよからぬなにかだ」


    「それをちゃんと調べるのが大事なのー」


    　ソニアはしげしげとあらゆる角度から、木の根をチェックし……、そのままぱくりと口に運んだ！


    「おいっ、食べるな」


    「味を調べてるのー」


    「馬ば鹿か、毒かもしれないだろ！　子供じゃないんだから、なんでも口に入れるんじゃない！　ほら、ばっちいから、ペッしなさい」


    「えー、大丈夫だよー。うむむ、この味はー、魔王のやつだな」


    「だったらなおさら味見するな！　ほら、出せ！　この馬鹿！　お腹なか壊すぞ」


    「んん、もぐっ」


    　ルディはソニアの口から強引に木の根を引っ張り出す。


    　これのどこが賢者なのか……。完全に子供以下、もはや赤ちゃんである！


    　しかし、この赤ちゃんレベルの賢者は意思だけは強い。


    　なおもコーポ勇者中を駆け回りながら、探索を続ける。


    「やったー！　見つけたー！　これこそ、決定的なやつだよー、見なよー、このぐにゃっとしてつるんとして、そしてぐるんとなってて……なにこれー？」


    　お風呂の方に走り去ったソニアがしばらくして持ち帰ったものは……。


    「だから、これは……、なんだこれ？」


    　それはルディもはじめて見る物体だった。


    　ツヤツヤしたプラスチックのような素材で作られたオブジェのような物体。リング状の部分から枝のようなものが伸びている。


    「……ソレハ、ノリオノ、大切ナ、ナニカ」


    　ルディに代わって答えたのはノリオであった。


    　──ノリオはペット的ななにかである。


    　ネネがこっそりダンジョンから連れ帰り、コーポ勇者に住み着いたなにかなのだ。


    「ソレ、オ前ラニハ、関係ナイ、ナニカ、ノリオノ、私物ノ、ナニカ」


    「だからなんなんだよ！」


    　ルディの言葉を無視してノリオはソニアの手からそのなにかをむしり取り、そのままリビングを出て行ってしまった。


    「そっかー、これは関係ないなにかなのかー」


    　なぜか、それはそれで納得しているソニア！


    　いままで一番引っかかるポイントだったはずだが……。とにかく調査続行のようだ。


    「あー、もう、じゃあー魔王の痕こん跡せきはどこなんだよー」


    「だから、そんなものはねーよ。もう散らかすんじゃねーぞ」


    　とはいえ、もはやリビングは調べつくされたというか、散らかしつくされた。


    　この辺でソニアもそろそろ飽きてくれることだろう。


    　ルディはそう思ったのだが……。


    　意外と言うべきか、それとも賢者として当然と言うべきか、ここから粘ねばり強かった。


    　まだまだ執しつ拗ように調査を続けるソニア。


    　床に這はいつくばって、ちょっとずつ進みながら、拳こぶしで床をノックして、音を確かめている。


    　なんだかんだで、この辺はただの子供ではない。


    　床を少しずつ叩たたいては進み、叩いては進み、螺ら旋せん階段の下の辺りへと到達した。


    　そこでソニアの前進がピタリと止まる。


    　何度も何度も床の同じ場所をノックする。


    　ソニアがノックを繰り返している場所は床石を外すと地下へと続く階段が現れる場所。そしてそこはルディが自分のエッチなコレクションを隠した場所でもある。


    　──すっかり忘れていた！


    　たしかエリたんとの抗争後のドタバタの中、緊急避難的にルディはエッチなコレクションをあそこに隠した。それ以来、そのまま放置してしまっていたのだ。


    「君ぃー、君ぃー！　ここ音が違うよー！」


    　──マズい。実にマズい。


    　ソニアは賢者である前に馬ば鹿かである。もしエッチなコレクションを発見したら、大騒ぎすることだろう。魔王のエッチな本を発見したと、コーポ勇者の住民全員に触れ回るだろう。誰もが魔王の所有物だとは信じない。そうすれば必然的に持ち主捜しがはじまる。


    　ルディとしては絶対に避けたい展開である。


    「……違わないな」


    　ルディはきっぱりと答える。


    「えーっ！　ほらほらー、こっちはドンドンで、こっちはコンコンだよ」


    「まったく同じだな。空耳じゃねーか」


    「ひどーい。ほら、ドンドン、コンコン」


    　ソニアは再度床を叩いて見せる。


    　露骨に音は変わっている。というか、床石がズレてちょっと隙すき間まさえある。誰が見ても地下になにかある状況。


    　しかしそれでもルディとしてはとぼけるしかないのだ。


    「……わからない。なんだったらなんにも聞こえないな。音なんてしてない。無音だ」


    「ひどーい！　なんでー？　絶対なにかあるよー。ほらー、君ぃー、この床持ち上げてよー！　早くー！」


    「いや、ちょっと指のさかむけが痛いから」


    　我ながら酷ひどい言い訳だと思うが、事情が事情なのだ。


    　ソニアは必死になって自分で床の石を持ち上げようとするが、非力でかすかに動くだけ。


    　恨めしそうな視線をルディに送り続けているが、その要求だけは応こたえるわけにはいかない。


    「あ──！っ！　さてはー」


    　ルディを指さし、突如絶叫するソニア。いったいなにがあったのか……。


    「ど、どうした？」


    　──まさか、俺のコレクションに感づいたか……。


    「君ぃー、さては魔王の手下だなー！　魔王のお城、隠してるでしょー！」


    「そんなもん、隠してねーよ！」


    「嘘うそだ。隠してるよ！」


    「隠してねー！　たとえ隠してるとしてもそれじゃねー！」


    「この手下めー！　出せー！　城を出せー！　床を持ち上げろー！」


    　ソニアの視線にこもる警戒心と憎しみ。


    　もはや完全にルディを手下として見ている。


    「あのなあ。手下だったらなんでお前を手伝わなきゃいけないんだよ。よく考えろよ。そもそも部屋を貸してやってるの俺だし、一緒に遺跡も冒険したろ。仲間を疑うのは格好悪いぞ」


    　──こんな推理力でよく賢者を名乗れたものだ……。


    　ルディは半ば呆あきれながらも、子供の相手をするかのように丁てい寧ねいに優しく説明して聞かせる。


    「そうかー。仲間を疑うのはダメかー。そうだよねー」


    　ようやくソニアも態度を軟化させてくれる。


    「な、またあとで一緒に調べてやるから、まずはお片づけからだ。ちゃんとお片づけできたら、ご褒ほう美びをあげるぞ」


    「わーい」


    　賢者のはずだが、ほぼほぼ子供と同じ。


    　ヘソを曲げたら、なだめて、ご機嫌をとれば操作は容易なのである。


    　喜々として自分の散らかしたものを片づけはじめる。


    　──とりあえず、ご飯でも食べさせて、満腹になったら、お昼寝させて、その隙すきに地下のエッチなコレクションを回収しよう。


    　ルディは脳裏で回収プランを組み立てる。


    　馬ば鹿かの賢者などに、恥をかかされるわけにはいかない。なにせルディはドラゴンを討伐した期待の若手勇者なのだ。地下にエッチな本を隠していることなどが発覚してはイメージが悪くなってしまうのだ。


    　そんなルディの思いを知らずに、ソニアはものすごいペースで片づけを続行する。


    　本棚から出した本をまったく元の状態など気にも留めず、ただ乱雑に押し込んでいく。ついでに散らかしたゴミまでも押し込んで……、ダメ押しとばかりにヴォルフのひのきのぼうを突き刺す。まるで本棚から枝が伸びているかのようだ。


    「ふー、片づけかんりょーだよー！　ご褒ほう美びはー」


    　本人はそれでもちゃんと片づけをしたつもりらしい。誇らしげに額ひたいの汗を拭ぬぐっている。


    　──まったく、これではあとで一から片づけ直さなければいけないじゃないか。


    　……ナディーネが。


    「ご褒美は朝ご飯だ。特別にこの俺がご飯を作ってやろう。食べ終わったらお昼寝しよう」


    　ルディに作れる料理と言えば目玉焼きくらいであるが、ソニアにはそれで十分だろう。それにガキは目玉焼きが大好きなものである。小躍りするに決まっている。


    　しかしソニアのリアクションはルディの予想に反したものだった。


    「えー、もうさっき、食べたよー」


    「なに？」


    「だからーさっき食べたよー。ブラを隠すお姉ちゃんが作ってくれたよー」


    　どうやらすでにナディーネがソニアに朝ご飯を作って与えていたようだ。


    　早くも崩れる計画！


    　昼寝をさせて、その隙すきにエッチなコレクションを回収するはずが……。


    　例の外れる床石の前から動こうとしない。


    　期待の若手勇者のイメージが損なわれるピンチである。そんなときはどうするべきか。


    　しかしルディとて創意と工夫で数々のピンチを切り抜けてきた自負がある。


    　──火竜との闘いに比べればこの程度……。あのときはどう切り抜けた……？


    　……ただ単に正面突破だった気が。


    「……もう一回食べなさい」


    　今回もまた正面突破である。


    「やだよー」


    　あっさり拒否するソニア。正面突破失敗！


    「いいから、もう一回食べて、昼寝しなさい」


    「お腹なか減ってないし、眠くないよー！」


    「じゃあ、昼寝だけでもしなさい。いいから、来い！」


    　ルディは強引に手を引き、ルディのベッドに引っ張っていこうとする。


    　しかしその手を振り切るソニア。


    　再び猜さい疑ぎ心しんと敵対心がたっぷりの目つきに戻っている。


    　ルディをじっと睨にらみつけるソニア。


    「さてはー、コックさんだなー！　魔王の手下のコックさんだ！」


    「だからどういう推理力なんだよ！　この馬ば鹿か賢者！」


    　ルディはそう言いながらも、内心、馬鹿で助かったと思ったのであった。
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    　──ルディ・シュミットは勇者である。


    　決して魔王の手下でもなければ、コックでもない。そもそも料理は苦手であるし、もし魔王が復活したら、ルディこそがそれを倒す存在でありたい。公言するのは恥ずかしいが、密ひそかにその思いを抱いている。


    　そんなルディを魔王の手下呼ばわりなど、ソニアくらいのもの。


    　このときはそう思っていたのだが……。


    　とにかくソニアは執しつ拗ようにルディを魔王の手下のコックだと疑い続けた。


    　ナディーネも巻き込んで、ルディは手下ではないこと。そもそもコックですらないことを熱弁したのだが……。


    　ソニアは「だったらここを開けてー！」の一点張り。


    　これ以上、断り続けると、ナディーネに不審がられる。


    　結局は身の潔白を晴らすために、地下への入り口となっている石板を外すことになった。


    　螺ら旋せん階段の真下の石いし畳だたみを外すと、そこからさらに螺旋階段は地下へと延びている。


    　リビングからの灯あかりはそれほど届かず、階段の先はすぐに見えなくなっている。緩ゆるやかに弧こを描いて闇やみへと消えていく。


    　ルディにとっては久しぶりに見る光景だ。


    「まず、俺が行く！　なにがあるかわからないからな。まずは男の俺が！」


    　ルディはソニアとナディーネをリビングに残し、率先して床下へと進む。片手には懐中電灯、そしてもう片方の手には勇者袋。


    　ルディにはもちろんなにがあるかわかっているのであるが……。


    　しかしここはそんなそぶりを見せてはいけない。


    　──それにしても、意外とダンジョンっぽいな……。


    　ルディはこの地下を使用されてない収納スペースぐらいに思っていたのだが、想定よりもはるかに広い。


    　前回、ここに入ったときはエッチなコレクションを如い何かに隠すかに気がいって、地下の状況はほとんどなにも気に留めていなかったが、自分たちの暮らすリビングの真下だとは思えないほど、重々しい空気をまとっている。


    　ルディは進行方向へと懐中電灯を向ける。


    　その灯りに照らされて浮かび上がる不気味な壁画。


    　以前、ソニアと冒険した古代遺跡のそれに似ている気もするが、それよりもどこか禍まが々まがしい印象を受ける。


    　ルディにはなにが描かれているのかはわからないが、温かみを感じないというか、まるで人間以外の存在が描いたような、そんな印象を受ける。


    　ルディとて勇者。本来であれば、ここがなんなのか多少の興味を持つのであるが、いまはとてもそんな気にはならない。ルディには先に始末しなければいけない重大な問題があるのだ。


    　その重大な問題はすでに懐中電灯の灯あかりに照らされ、その姿を浮かび上がらせている。


    　螺ら旋せん階段を何段か下ったところ。懐なつかしいコレクションがひっそりと鎮座している。


    　日が当たらず湿度も適度であったせいか、まさにルディがここに隠した当時のままの瑞みず々みずしさを保っている。


    　再使用可能であることは喜ばしいが、壁や階段の古びた感じとおもいっきりミスマッチ。これは誰がどうみても最近ここに置かれたことがはっきりとわかる。


    　しかも、つい先ほどこの床を開けることを散々拒否ったばかり。さすがのソニアでもルディの所有物であると気づくだろう。


    　──せめて、もう少しかわいげのあるエッチなコレクションなら……。


    　ルディはそっとそのブツに近づき、改めてラインナップを確認する。それはルディの記憶とぴったり合致していた。


    　ルディのお気に入りのコレクション。それはそこそこマニアックであった。


    　女子にバレて、「健康な男子なら持っててもしょうがないよね」、的に許してもらえるタイプのエロさではない。


    　がっつりエロく、ドギツいラインナップである。


    　これの所有者であることがバレたら、もはや恥ずかしさでお天道様の下を歩けない。


    　この前倒した火竜のように洞どう窟くつに引きこもるレベルである。


    　──さてどうするか……。


    　リビングにはソニアとナディーネが待機している。もちろんこのままこのコレクションを上へと運ぶわけにはいかない。


    　ならばこの地下でこれを処理してしまわなければいけない。


    　これからはじまるソニアの調査とやら、それを少なくとも今日一日はしのげるレベルの隠し場所が必要だ。


    　──まずは状況を確認しないと。


    　ルディは自分の勇者袋にコレクションを詰め込み、さらに進む。


    　螺旋階段を慎重に下る。想像よりも随分と長い。


    　一周、二周と円を描きながら下っていく。三周目でようやく地下のフロアへと到達。


    「なんだ、ここは……」


    　ルディは思わず驚きの声を漏もらす。


    　目の前に広がる広大な空間。一階にあるすべてのスペース、リビング、キッチン、浴室、そしてルディたちの部屋、それをすべて足したよりもさらに広い。


    　区切りはなく、ガランとした空間に天井を支える円い柱が規則的に配置されている。


    　想定していた収納スペースなどではない。


    　それにしてもこの柱の重厚さはなんだ？　一本一本に文字とも絵ともつかない複雑な彫刻が施ほどこされている。どれか一本切り出して売り払えば、一生分の家賃を払えることだろう。


    　しかも驚くことにこのフロアで地下は終わりではないようだ。螺ら旋せん階段はさらに地下へと延びている。


    　ルディは螺旋階段をさらに下り、地下二階へと向かう。


    　地下二階は先ほどまでルディがいた地下一階とがらりと雰囲気が変わっていた


    　柱には分厚い金属が打ちつけられ、壁には巨大な歯車が埋め込まれている。


    　機械仕掛けの要よう塞さい。そんなイメージがルディの脳裏に浮かび上がる。


    「なんてことだ……」


    　再び誰に聞かせるでもなく呟つぶやくルディ。


    　荘厳な宮殿風のフロアの下が要塞風のフロア。


    　この造りは……。


    　──非常にエッチなコレクションが廃棄しやすいじゃないか！


    　ぐっと拳こぶしを握りしめるルディ。


    　自分の住んでいた格安物件の下にこのようなダンジョンがあったことはたしかに衝撃的。いったいなんの目的でいつ作られたのか、そういったことが気になるのが勇者の性さがではある。


    　しかしいまのルディにとって問題なのは勇者の性ではなく、単なる性である。ダイレクトなそのままの意味での性なのだ。


    「ねえ、ルディ、大丈夫？」


    　頭上からかすかに聞こえるナディーネの心配そうな声。


    　もうそれほど時間に猶ゆう予よはない。


    　早くこの性についての問題を解決しないと。


    　ルディは壁に駆け寄ると、詳しく歯車をチェックする。


    　歯車の奥にさらに歯車。そしてその下にも歯車。


    　そうとう複雑かつ巨大な装置の一部らしい。


    　──ここの奥に隠せば当分は見つかるまい。


    　まさに天の助け。


    　ルディは袋からエッチなコレクションを取り出すと、自分の手の届くギリギリにある歯車の上へと載せる。


    　一冊、二冊、三冊、テンポよく作業を進めるルディ。


    　瞬またたく間にエッチなミニ本棚ができあがる。


    　おそらくソニアは地下一階の荘厳なスペースの調査だけでも何日も必要とするだろう。


    　この歯車に到達するまでには時間的余裕がある。その隙すきにこっそり回収すれば、ルディの名誉は守られるのだ。


    　そんなことを考えながら最後の一冊を歯車の上に積んだときだった。


    　小さな金属音を立て、歯車がわずかに回転する。


    　その直後、バランスを崩したミニ本棚が崩壊する。


    　バサバサと音を立て、地下深くへと消えていくルディのコレクション。


    　ルディは慌あわてて手を伸ばすが、虚むなしく空を掴つかむだけ。元々手の届くギリギリに置いたために届くはずもない。


    　顔を突っ込んで覗のぞき込んでみても、その姿はない。どうやらかなり奥の方へと落ちてしまったようだ。こうなると、コーポ勇者を解体でもしない限り、取り出すことはできないだろう。


    「ルディー？　大丈夫？　怪け我がとかしてないー？」


    　ナディーネの声が先ほどよりも少し大きくなっている。


    「ああ、大丈夫だ。なんの問題もない！」


    　ルディは大声で返事をする。


    　そう、予定に多少の変更はあったが、なんの問題もない。


    　回収には失敗したものの、エッチなコレクションは誰の手にも届かない場所へと消えた。


    　ルディの名誉を守り、深い闇やみの中へ。


    　二度と見ることができないのは非常に残念ではあるが……。


    　さらば俺のドギツいコレクション……。地下の奥深くで永遠に眠れ。
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    「おお……」


    　ナディーネに付き添われて地下へと下りてきたソニアは感嘆の声を漏もらしていた。


    　地下一階の豪華な宮殿風のフロア。


    　そこの柱を一本見ては感嘆のため息を漏らし、その柱の裏に回って改めて感動に身を震わせている。


    　まだ柱一本しか見ていない。


    　この状態ですでに一時間以上は経過している。


    　ルディの想定よりもはるかに時間がかかりそうだ。


    「ソニアさん。随分慎重に調査してるね……」


    　ナディーネがルディに小声で話しかける。


    「調査って言うか、ただ見てるだけじゃねーか？」


    「なんだか、ずっと同じ柱しか見てないんだけど……、私たちどうしたらいいかな？　そろそろバイトに行かないと。今日は昼勤だから」


    　ナディーネは申し訳なさそうに言う。


    「置いていくわけにもいかないだろ、勇者的に。賢者が調査している途中でバイトって」


    　ルディとナディーネも学んだ勇者専門学校。


    　そこで受けた授業によると、賢者とパーティーを組んだときは調査の間、勇者は必ず警護に回ることとされている。


    　とはいえ、自宅の地下で警護もなにもないが……。


    　ルディの本心としてはソニアの行動は予想がつかない。突然ルディがコレクションを廃棄した場所へと向かう恐れもある。念のためもう少し監視していたいのだ。


    　そんなルディの思惑とナディーネのバイトのシフトのことなど構うことなくソニアは相変わらず柱の前で惚ほうけている。


    　いい加減ルディも飽きてきた。


    「それでどうなんだ？」


    「おお……おおお……ふへぇ……」


    　ルディの問いにもため息しか返ってこない。


    　ピンチを切り抜けたルディには勇者らしい探求心が戻っていた。


    　ソニアの説である魔王城を鵜う呑のみにはできないが、なにかしら価値のある施設の跡地くらいなら可能性はある気もする。


    「おい、落ち着け。結局なんなんだ？」


    　ソニアの肩を揺さぶり、正気に戻す。


    「……これはねー。ずばり柱だねー。天井を支えるやつなんだよー」


    「知ってるわ！　ちょっとは賢者らしいこと言ったらどうだ」


    「うるさいなー。柱は柱でしょー。いまから調査するの！」


    　ソニアはムッとしながらそう反論すると、また柱へと視線を戻す。その後はまた「おお……」の繰り返し……。


    　相当この柱が気に入ったらしい。


    　当分はこの柱の前から離れないだろう。


    　そんなソニアの様子を見守りながらナディーネがルディに耳打ちする。


    「ねえ、ルディ、本当に魔王の城なのかな？」


    「そんなわけねーだろ」


    「でも本当に地下にこんなのあったわけだし……ソニアさんの推理が……」


    　ナディーネはソニアの説を半ば信じはじめているようだ。


    　実に素直な性格である。


    「あのなあ、あいつの推理を真に受けたら俺も魔王の手下だぞ」


    「それは間違いだと思うけど……。でも普通の地下室とは思えないし……」


    「まあ、なにかしらの歴史的建造物だとは思うけどさ。だからって魔王城は飛躍しすぎだろ」


    「……それはそうかも」


    「いずれにせよ、俺たちが推測しても答えが出るわけじゃねーし。ちょっと待とうぜ。一応、あいつも賢者らしいから、なんらかの結論が出るだろ」


    　ルディはそう言うと、床に積もったホコリを足で適当にはらい、腰を下ろす。


    　それにならってナディーネもルディの傍かたわらに腰を下ろす。


    　勇者も様々な物を〝調べる〟ことは多いが、このような専門的な調査は賢者の仕事である。


    　ふたりで他た愛わいもない話をしながら、ソニアの調査をなんとなく見守る……。


    　…………………………………………………………………………………………………。


    　……なにかしらの結論は出なかった！


    　というか、最初の柱から動かない！


    「おい、いつまでその柱を調べてるんだ！」


    　ルディはついに痺しびれを切らし、ソニアを怒鳴りつける。


    　ソニアは最初に感嘆の声を漏もらした柱の前からまったく動いていなかった。


    　まったく進展がないのだ。


    「おお……ほへぇ……」


    「ほへぇ、じゃねーよ！　さっきからただ感動してるだけじゃねーか。なんなのか、ちゃんと調べてるのかよ！」


    「うるさいなー！　いまいいとこなのにー！」


    　ソニアはルディを睨にらみつけながら、子供のように頬ほおを膨ふくらませる。


    「なにがいいとこなんだよ！　ここがなんなのか早く言えよ。この馬ば鹿か賢者！」


    　ソニアは頬を膨らませたまま、つかつかとルディに歩み寄る。


    　顔がルディの胸にぶつかりそうなほど接近すると、大声で宣言する。


    「それは決まってるよ。ここは魔王のお城！」


    　ソニアには絶対的な自信があるようだ。


    　それだけ言うと、大おお股またで柱の前へと戻っていく。


    　そしてまたうっとりとした表情で柱を眺めるだけ。


    　ルディとナディーネは結局それを見つめるしかない。


    「ルディ、どうする？」


    「置いていこう。ナディーネもバイトだろ」


    　──勇者の前言撤回は早い。


    　ルディはそう言うと、ソニアを残し、リビングへと戻ったのであった。
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    　それから数日の間、ソニアはほとんどすべての時間を地下ですごすようになった。まさに寝食を忘れて、と表現するに相応ふさわしい力の入れ具合である。


    　といいつつ、食事と睡眠はきっちり取るのだが……。


    　しかも睡眠は絶対にルディの部屋で取るので、ルディはリビング暮らしからは解放されていないのだが……。


    「ソニアさーん。ご飯ですよー戻ってきてくださーい」


    　ナディーネが螺ら旋せん階段の下に向かって叫ぶ。


    　すでに夕ご飯はできあがっている。


    　食卓にはコーポ勇者の住人が勢ぞろい。


    「結局、あの地下はなんなんだろうねえ」


    　ネネはソニアを待つことなくすでにご飯を食べはじめている。


    「さあねえ。なんにしろスペースが増えたのはいいことだね」


    　眼鏡をクイッと上げながら、ものすごく軽い見解を述べたのはヴォルフだ。


    「本当さぁ。私の部屋狭いから、助かってるさぁ」


    　ふたりは完全にただの収納スペースとしか認識していないようだ。


    「ちょっとー！　魔王のお城に変な段ボールあったよ。うちわとかＴシャツとか入ってるの。置いたのだれー！」


    　ソニアの顔が螺旋階段の下からちょこんと出ている。


    　その顔は怒り心頭といった様子。


    「ああ、エリたん推おしうちわね。捨てたんじゃないよ。置いただけ。かさばるから」


    　ヴォルフが平然と答える。


    「あと変な鎧よろいはー！」


    「それは私のさぁ。いらないから使っていいよぉ」


    　ネネの変な鎧といえばたしか呪のろわれている粗悪品。


    　それを平然と使っていいとは神経が図太い。


    「おいおい、君たち、勝手に使ってズルいよ。僕だって置きたい物があるんだから」


    　クリストフは逆にこれから物置にするつもりらしい。


    「物置じゃないんだからねー！」


    　ソニアはカンカンになっているが、誰ひとりとしてまともに取り合わない。ルディもまた相手をするのに疲れてしまった。


    　すっかり拗すねてしまうソニア。


    「せっかく君たちがー、私の調査を手伝ってるって協会の人に教えてあげてたのにー！」


    「協会の人って？」


    　ルディの眉まゆがぴくりと動く。


    「君がすっごい言ってたでしょー。勇者の偉い人に自分のこと教えろって。だからソニアねー、君たちの頑張りについて教えてあげたんだよー」


    　以前、遺跡を冒険したときに、ソニアは勇者協会の会長とのコネクションがあると言っていた。そしてその別れ際にルディはしつこいくらい会長に自分たちの存在をアピールするようにと伝えておいたのだ。


    　その後、結局音おと沙さ汰たなし、ただ美容協会から化粧品のお試しセットが届くようになっただけ。ソニアが馬ば鹿かですっかり忘れているものだとばかり思っていたのだが……。


    「なんだ、ちゃんと伝えてくれていたのか」


    「当たり前でしょ、君たちは世界の秘密に迫る勇者でー、私の優秀な部下だって教えてあげたんだよー」


    　……仲間じゃなくて部下なのか。


    　そこはまあいい。なにはともあれ協会の偉い人に自分の名が届いたことが重要なのだ。


    「ソニア、俺はお前のことを誤解していたのかもしれない。よくよく見ると、全然馬鹿っぽくないな。むしろ賢そうだ。その口にご飯粒つけてるのも、逆にインテリジェンスを感じる」


    　まったく恥じることなく堂々と態度を豹ひよう変へんさせるルディ。


    　はじめからそう信じていたかのように、完全に真顔である。


    　その表情のままソニアの手を両手でがっしりと握り、信頼の証あかしとする。


    　お互いを認め合う深い絆きずなで結ばれた勇者と賢者のコンビ。そんな信頼感を演出しているつもりなのだが……。


    　いつの間にかヴォルフとネネもキリッとした顔を作っている！


    　しかもルディよりもはるかにわざとらしいキリッ具合！


    「さすがはソニアさんだ。まさに賢者。こんな人の前で眼鏡をかけてると恥ずかしい気すらするね」


    「ほんとうさぁ。私は最初から賢い人だと思ってたのさぁ。目を見たらわかるのさぁ。賢そうな目だよぉ。それに賢そうな髪型。そして賢そうな右肘ひじなのさぁ」


    　そのキリッとした顔のまま、そっと自分のコロッケを半分ソニアの前に差し出すネネ。


    　媚びの売り方は非常に低レベル。顔を作っても頭の中身は伴わないのだ。


    　しかし、ヴォルフとネネは以前ソニアと冒険したときは事務所の仕事を優先してそんなに絡からんでいないはずだ。


    　──なんだったら迷惑だとか言ってたくせに……。


    「おい、俺のソニアだぞ。お前らはそんなに関係ないだろ」


    　ルディはネネが差し出したおかずを勝手に突き返す。


    「ルディのケチ。細かいことはいいのさぁ。大好きなコロッケあげるんだよぉ、まさに苦渋の決断ってやつなのさぁ」


    「レベルが違う！　こっちは、戦闘用ゴーレムとも戦わされたんだぞ！　死にかけたわ」


    「私もいたことにしてよぉ。ゴーレム倒したの、私にしてぇ」


    「ダメだ！」


    「ケチ！　ほら、ルディにもコロッケあげるよぉ」


    　ネネは突き返されたコロッケをさらに半分に割り、小皿に分ける。


    　ソニアの分とルディの分ということなのだろうが、命がけの戦いとコロッケの切れ端では間尺が合わない。


    　ルディは躊ちゆう躇ちよなく突き返す。


    「ルディは仲間ってものがわかってないのさぁ。私たちは仲間だよねえ。だからソニアちゃんとも仲間だよぉ。ねえヴォルフ」


    　ネネの言葉にヴォルフは深々とうなずく。


    「そうだよ。こっちなんかキャラが迷走してよくわかんないことになってるんだぞ！　大目に見てくれてもいいじゃないか」


    「そもそもキャラを固めろよ」


    「ルディのクセに正論はやめてもらおうか。僕だってコネは欲しい。わかるだろ」


    「ダメだね。ソニアを助けたのは主に俺。お前は関係ない！　ソニアの右腕と言えば俺！」


    「じゃあ、私、左肘ひじねー。ヴォルフはつむじ」


    　ネネは勝手なポジションを宣言すると、またコロッケを差し出そうとする。


    　しかし右腕であるルディはそのような謎なぞの部位への就任をまったく認めていない。


    　コロッケを取り上げ、ネネの前へと突き返す。


    　しかし、左肘ことネネが、突き返されたコロッケを素早くつむじことヴォルフに手渡し、ヴォルフはそれをソニアへと回そうとする。


    「変なコンビネーション見せてんじゃねーよ！」


    「僕たちだって必死なんだ！　絶対に僕はソニアさんの部下だ！」


    　眼鏡の奥のヴォルフの目は真剣そのもの。コロッケをのせた小鉢を持つ者の目つきとは到底思えない。


    「ここはソニアさんの下半身こと、この僕も忘れないでほしいな。ゴーレム戦ではなかなか活躍したよね」


    「……右半身こと私も」


    　クリストフとアーニャまでが参戦！　ふたりはたしかにいたけれども……。


    「いろんな部位を名乗るな！　もはや、ソニア本人に身体からだが残ってねーじゃねーか！」


    　ぶつかり合うお互いのプライド、及び、出世欲、及び、卑いやしさ、及び、お互いをちょっと下に見ている心。


    　悪い意味で一歩も譲ゆずることのできない戦いである。


    　さすがのソニアもそれを見かねたのかルディたちの間に割って入る。


    「まあ、まあ、君たちー。落ち着きたまえー。君たちの気持ちもわかるよー。ちゃんとしてあげるからー、いいよー。みんなソニアの部下たちだよー」


    　結局、アーニャとクリストフはともかく、ネネとヴォルフも部下に認定してしまった。


    　椅子いすの中でふんぞり返って、献上品のコロッケを口に運んでいるソニア。


    「とにかく、イナーカさんとメガーネ君も、偉い人に教えといてあげるよー」


    「ちゃんと名前覚えてくださいよ。ヴォルフですよ。そしてこっちがネネ」


    「ヴォ……えーと、えーと、うーん。そんなにいっぺんに言われても覚えられないよー」


    「ふたつしか言ってないですよ！　どんな賢者なんですか。ヴォルフとネネ、ヴォルフとネネです」


    「えーと。これがナディーネちゃん、ルディなんとか君、それからおっぱーいさん、それからそれから変態君、メガーネ君、イナーカ君」


    　──ふふふ。馬ば鹿かに取り入ることの難しさ。じっくりと味わうがいい。


    　ルディはこの中でソニアともっとも長い時間を過ごした身。


    　あの変わり者の賢者に勇者として認められるのがどれほど大変か身に染みている。


    　ソニアは興味のないことには、一切関心を示さない。取り入ったところで、そう簡単には名前すら覚えてもらえないのだ。


    　いまのところ名前を覚えてもらっているのはルディとナディーネだけ。


    　一緒に冒険すらしていない、ネネとヴォルフには百年早いのである。


    「大丈夫だよ。これから仲よくすればきっと名前も覚えてもらえるよ。それに嘘うそで偉い人に紹介してもらっても、あんまり意味はないと思うよ。焦らずじっくりいこうよ」


    　ふたりを優しく諭さとしたのは食事の支度を終えたナディーネだった。


    　これほど普通の慰なぐさめ方をされては反論もしづらい。しぶしぶうなずくふたり。


    「そうだねえ。焦ってもしかたがないさぁ。ソニアちゃん、まずは仲よく一緒にご飯食べよう！」


    　ネネはそう言うと改めて手を合わせ、食事を再開する。


    　──甘いな……。


    　ルディは心の中でそう呟つぶやく。


    　ソニアは圧倒的に他人に興味がない。そう簡単に名前を覚えてもらえるはずがない。


    　なにせ一緒に冒険したクリストフですら覚えてもらっていないのだから。
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    　相変わらずナディーネのご飯は美う味まい。


    　ご飯の美う味まさの助けもあって、ネネの機嫌もすぐに直る。


    　競い合うかのように口いっぱいにご飯をかき込むソニアとネネ。


    　子供っぽい食べ方はそっくりである。


    「ところでさー。最近さぁ、怪あやしい人がこの辺をウロウロしてるのさぁ。私のストーカーに違いないのさぁ。かわいいのも困り物なのさぁ」


    　ネネはご飯粒を頬ほっぺたにつけたまま、驚くべき発言をする。


    　やたらと自己評価が高い点もソニアと似ているのかもしれない。


    　だからといって気が合うとは限らないのだが……。


    「そんなのいるわけねーだろ」


    　ルディは念のためツッコんでおく。


    「いるよぉ。あのねえ、がっちりした男の人なんだよぉ。かなり鍛きたえてる感じで、ツンツンヘアー。たぶん同じ勇者なのさぁ、どこかで私のこと見かけて恋に落ちたんだよぉ」


    　ネネは「困る」「困る」と呟つぶやきながらもなんだかまんざらでもなさそうな様子である。


    　妄想にしては随分と具体的だ。


    　いったいなにと間違っているのだろうか……。


    「それはねーたぶんねー私のこと邪魔してる人たちだよー」


    　その問いに答えを出したのはソニアだった。


    「どういうことだ？」


    「協会の人がねー、私の研究邪魔してるの。魔王のお城探すのやめろってー、それで勇者の人が私のことずっと見張ってるんだよー」


    　ルディの問いに即答するソニア。


    　ソニアは平然と答えているが、聞き捨てならない話だ。


    「協会って勇者協会だよな。美容協会じゃなくて……」


    「そうに決まってるでしょー。でもねーソニアねー絶対に諦あきらめないんだよー」


    　ソニアは大げさな身振り手振りでいかに勇者協会が自分の研究を邪魔しようとしてきたか、とうとうと語り出す。


    　理由はわからないが勇者協会の上層部はソニアの研究をよく思っていないこと。


    　何度も活動方針を変えるようにお願いされたのだが、ソニアは何度となくそれを突っぱねたこと。


    　その結果、以前は賢者として要職にあったソニアだが、いまはすべて解任され、在野の賢者であること。


    　それだけでなく、行く先々で嫌いやがらせを受けてきたこと。


    「でもねー。どれだけ意地悪されたって、平気なんだもんねー。気にしないもーん」


    　ソニアが誇らしげにそう宣言する。


    「……ということは」


    　ルディの持つフォークはコロッケを刺したまま、まったく動いていない。もはや食事の気分ではなくなっているのだ。


    　──ソニアは俺を偉い人に紹介してくれた。そしてそのソニアが協会の指示に一切したがっていない。ってことは……。


    「なんか協会の人がねー、干すとか言ってたけど、そんなんで引き下がるソニアとルディじゃないって言ってやったよー。世界の真理を解き明かすもんねー、ねー、ルディ」


    　ソニアになんど「ねー」と言われても、ルディの反応はない。


    　ルディの背中を伝わる冷たい汗。


    　──こんなときだけはっきりと名前を出しやがって……。


    　ついにルディの名が協会の上層部に届いたと思ったら……。勇者としての実力はエリたんをしのぎ、火竜と渡りあう。まさに埋もれた才能、ルディ・シュミットの名がついに上層部に届いたと思ったら……。


    　──思いっきり悪名じゃねーか！　俺ごと干されるだろ！


    　ルディ・シュミットは干されそうになったら引き下がるタイプの勇者なのである。


    「おいおい、馬ば鹿か馬ば鹿か……なにやってんだこの馬鹿賢者」


    「あー、また馬鹿って言った！　ひどーい。酷ひどいと思わない？　えーと、たしかヴォルなんとか……」


    「僕はメガーネ君です！」


    　ヴォルフのヤツ、名前を伏せやがった！


    　──なんて変わり身の早い男なんだ！


    　ついさっきまであれほど自分をアピールしておきながら……。


    「こいつはヴォルフだ！　お前の忠実な部下、重要ポスト、つむじを担になう男だ」


    「ちょっとルディ、やめてもらえるかな！　僕は名もなき眼鏡さ」


    「謙けん遜そんするな。ヴォルフ、お前は優秀な勇者だ。ヴォルフよ。その眼鏡の輝き、前からただ者じゃないと思ってたよ。ヴォルフ、ああヴォルフよ」


    「連呼しないでもらえるかな！」


    「いいじゃないか、ヴォルフ。せっかくだから大賢者様にしっかり名前を憶おぼえてもらえ、ヴォルフよ」


    「やめろよ、ルディ！　僕には名前などない！　両親がつけ忘れたんだ」


    　無茶を言い出すヴォルフ。


    　ルディとてこんなことをしても意味がないことなど理解している。


    　しかし、コネどころか悪名を得てしまった、そのショックとやるせない気持ちがルディを八つ当たりへと走らせるのだった。


    　ただ仲間を巻き添えにするだけで、まったく自分にメリットのない行為。


    　まったくもって勇者らしくない行動ではあるが、しかしこうでもしないとやり切れないのだ。


    　火竜を討伐してせっかく調子が出てきたところで、まさかの業界から干されるピンチ。


    　こんなときは勇者といえども八つ当たりするのである！


    　誰でもいいから自分と同じ目に遭わせてやりたい！


    　そんなささくれだった気分なのだ。


    　しかしソニアはそんなルディの気持ちを察する程のコミュニケーション能力を持ち合わせてはいない。


    「ソニアねー。知ってるんだよ。ルディ君はねー、いっつも馬ば鹿か馬ば鹿か言ってくるけど、本当はいい勇者なんだよー。協会の人になにを言われても、やることはやるんだよー」


    　ソニアはまったく動じることなく平然と食事を続けながら言う。


    　自分の性格については自分が一番理解している。


    　──断じて俺はそういうタイプではない！


    　ルディは確信を持って思う。自分はそんな反権力的なタイプではないと！


    　コネで上う手まいことやっている人間を口汚く罵ののしりながらも、自分は効率よくコネを利用したいタイプであると！


    　勇者協会の上層部に睨にらまれるなんてまっぴらごめんであると！


    「なあ、ソニア、ひとつ誤解があるから、この際説明しておきたいんだが……」


    　ルディはことさら真剣な表情を作ってソニアを見つめる。


    「えー、なにー？　大賢者は誤解しないと思うけどなー」


    「実はな。ルディはこいつなんだ」


    　ルディはまっすぐにヴォルフを指さす。


    「ちょっと！　なに言ってるんだよ！　僕は名もなき眼鏡だよ」


    　あまりの急な展開にヴォルフの声も上うわずっている。しかしルディは真剣な表情を崩さない。


    「いや、名もなき眼鏡は俺なんだ」


    「ルディは眼鏡かけてないでしょ！」


    「ルディじゃないし、眼鏡もかけてる。心の眼鏡を！」


    「なんだそれ！　眼鏡は僕だろ！」


    「いつから、それを眼鏡と錯覚していた？」


    「錯覚じゃない！　ちゃんと気球の写真を見て度を調節した眼鏡だよ！」


    　もはや意味不明の言い合いをするルディとヴォルフ。ソニアはその様子をポカンと口を開けてただ見つめるばかり。


    　その言い合いの主旨は大賢者であるソニアにもまったく理解できないのであった。
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    　かつて、といってもたかだか数週間前だが、ルディは勇者としていかに生きるべきか迷っていた時期があった。


    　そんな折にルディはロットと出会った。


    　そしてロットの自由奔放でなにものにもとらわれない古き良き勇者のスタイルに憧あこがれ、行動を共にした。他人の家に勝手に上がり込み、クローゼットをあさり、道具屋の宝箱を無断で開ける。そんな日々……。


    　その結果、かなりの速度で憧れは消え、むしろ軽けい蔑べつの念すら湧わき起こったのだった。


    　古きオッサン勇者、ロット。ルディは当分会うつもりはなかったのだが……。


    　ソニアによって自分が干される危機にあることを知った翌日。


    　ルディはロットのいきつけの酒場、そのカウンターに腰掛けていた。


    　突然、ロットから呼び出しを受けたのだ。


    　相変わらず適当で小汚く、貧乏そうなオッサンであった。なんだったら以前よりもさらに小汚く、より貧乏そうに見える。


    「風の噂うわさで聞いたんだけどよ。お前さ、なんかヤバいやつと関わってないか？」


    　そう言いながら、ロットは自分のポケットから小銭をかき集めると、酒を一杯注文する。


    　ヤバいやつ……。


    　ルディにはロットの言わんとしていることは理解できる。


    　もちろんソニアのことだ。


    「いやあ、そんなつもりはないんですけどね……。本当に巻き込まれたというか、勝手に関わったことにされたっていうか……」


    　ルディにとってはまったくもって本心である。


    　巻き込まれた、その表現がぴったりの事態なのだ。


    「お前の性格からして、どうせそんなことだろうとは思ってんだけどさ、まあ、大人の世界ではそういう言い訳はなかなか通用しないな。お前、協会の上の方に目をつけられてるぞ」


    　──やはりそうか……。それにしても、ロットがこのことを知っているとは……。


    　ロットは以前、協会の会長と知り合い的な話をしていたことがあったが、ルディは落ちぶれたオッサンのたわごととして聞き流していたのだ。


    　オッサンは落ちぶれれば落ちぶれるほど自分を大きく見せようと、知り合い自慢をする。


    　そして名前の挙がるビッグネームとの関係は実際のところ挨あい拶さつをしたことがある程度、本人は知り合いのつもりでも、名前を出された方はまったく知らない。


    　よってロットにその話を出されたときも、「会長と知り合いなのか、すごい！」と思うどころか、むしろ哀れに思ったものだが……。


    　そのようなことを素直にロットに伝えてみる。


    「お前なあ……本当に性格が悪いぞ。こっちはよかれと思って教えてやってるんだからな」


    　さすがのロットも、地味にショックを受けたらしく、苦い顔でグラスに残った酒を一気に飲み干す。


    「俺もよかれと思って正直な印象を伝えたまでですよ」


    「ルディ、全然わかってないな」


    　ロットはひと際シブい声で言う。


    「なにがですか？」


    「お前は全然わかってない。勇者業界のことを、そしてオッサンのことを！」


    　……別にオッサンについてわかりたくもないが。


    　しかしルディがそう口に出す前にロットは話を続ける。


    「教えてやろう。いいか、オッサンはな、自慢が大好きなんだ。オッサンはなぜキャバクラに行くと思う？　若い女が好きだから？　いや、それは半分の要素でしかねえ。残りの半分は自慢をするためだ！　金を払ってでも自慢がしたい。それがオッサン。オッサンの三大欲求といえば、自慢欲、説教欲、昔はよかった欲だ！　覚えとけ」


    「教えるなら勇者業界についてでしょ。なんでオッサンについて教えてるんですか」


    　ルディはロットの無駄な熱弁に露骨にウンザリした顔をする。


    「先に勇者業界について教えたら、オッサンについて聞かないだろ！　いいか、オッサンになれば失う物も多い。清潔感を失い、毛髪を失い、健康な身体からだを失う。だがしかし、オッサンになればなるほど増えるモノがある。それが経験だ。オッサンになれば、誰しもいろんなことを体験し、いろんな人に知り合う。オッサンはそれを若者に伝えようとする。若者が望んでないタイミングと言い回しで。いいか、ルディ……、それが説教であり、知り合い自慢なんだっ！」


    「なにを断言してるんですか！　わかってやってるんなら、余計にタチが悪い！」


    　実にくだらない熱弁である。しかし、ルディはその熱弁に耐える。


    　それはオッサンについての情報の次にもたらされる、勇者業界情報のためだ。


    　なおも続く、オッサン情報。


    　オッサンはなぜ歴史が好きなのか。オッサンはなぜいまの流行をクサすのか……。


    　ロットの何ターンも続くオッサン情報の連撃をじっと堪こらえ続ける。


    「そろそろ……、勇者業界の情報を」


    「ああ、そうだな。そもそも。お前を呼び出した理由がそれだったな。忘れるところだった」


    　ロットは恐ろしいことを忘れようとしている。


    　オッサン情報だけで呼び出されたのではたまったものではない。


    「ソニアってそんなにヤバいんですか？」


    　なぜソニアが勇者協会と対立しているのか、さらには賢者としての仕事も干されているのか。


    　ルディはその点について詳しく知らない。


    　ソニア本人に聞いても、なにを言っているのかさっぱりわからないのだ。


    「なあ、ルディ、まさか深入りするつもりはないだろうな」


    「そんなつもりはないですけど、でもなんで協会の上層部の人がこんなことで……。別にあんな馬ば鹿か賢者のこと放っておけばいいでしょ」


    「お前、どこまで知ってる？」


    　探るような目でルディの顔を見るロット。


    　声もワントーン低くなり、冗談の雰囲気ではないようだ。


    「どこまでもなにも……。あの馬鹿が突然戻ってきて、急にここが魔王城だって」


    　ルディはいままで起こったことをありのままに、なるべく丁てい寧ねいに報告する。


    「へえ、本当になにも知らないんだな」


    　それをじっと聞いていたロットは、ルディの報告を聞き終えると、かすかに驚きの表情を浮かべる。


    　──なんだこの思わせぶりな言い回しは。


    「俺はいったいなにを知らないんすか？」


    　冷静な性格のルディであるが、さすがに身を乗り出す。


    　そんなルディの姿を見て、ロットはなんだか得意満面である。


    　まさにオッサンの人脈が力を発揮しているのだ。


    「そろそろ、オッサンの話にも興味が出てきたようだな。いいぞ。その目だ。オッサンはな、そうやって真剣な目をして聞く若者がいるとついつい口を滑すべらすもんだぜ。外に出しちゃいけない極秘の情報までね」


    　──それを自分で言うかね……。


    　どうもその点は気になるが、いまは口を滑らしてもらうしかない。


    　ルディは思い出す。


    　はじめて会ったころのロットに抱いた尊敬の気持ちを。


    　自由奔放かつ、経験豊富、そして顔も広いベテラン勇者。それがロットだ。


    　なんだったらちょっと偽造気味に強調してイメージする。


    　そのイメージを視線に乗せて、キラキラとした目でロットを見つめる。


    　どうやらその視線をロットはお気に召したようだ。


    「そう、それ。大人が若者に求めているのは、その尊敬の籠こもった視線！」


    　自分でそういうことを言っちゃうから、結果尊敬されないのでは……。


    　ルディの脳裏にそんな思いがよぎるが、いまは口に出さずに我慢する。


    「それで、おれはなにを知らないんですか？」


    　ルディの問いにロットは即答しない。


    　じっと腕組みして難しい顔をしている。


    　ルディとしては答えをただ待つしかできない。


    　十分に難しい顔をし終えてのち、ようやくロットは口を開く。


    「喉のどが渇いたな。口を滑すべらすには、もうひとつ重要なアイテムがあるな……」


    「もしかして酒を奢おごれと？」


    「たしか、君、ドラゴン倒して懐ふところに余裕できたよね」


    　──クソ野郎じゃねーか！


    　やはりルディにとってロットは尊敬に値する男ではなかった。


    　年下に、そして未成年に酒代をせびるとは……。


    　ルディのキラキラした視線はすでに濁にごっている。


    　普段のルディなら年齢関係なしに、剣よりも得意な罵ば倒とうの言葉を思う存分振るったはずだが、ぐっとこらえて、店員を呼ぶ。


    　年下から奢られた酒を実に美う味まそうにあおるロット。


    　ルディはそれを苦々しく見つめる。


    「それで？」


    「……重要な情報を話すにはミックスナッツが不足してるな。ミックスナッツがないと正確な話ができない体質でね」


    「おい、恥ずかしくないのか！」


    　年下に平気でタカっておいて、それでいて尊敬されたい。そんな人間に食われるのではナッツもミックスされがいがないだろう。


    「ケチケチするな。ミックスナッツもくれよ。儲もうかってるんだろ。オッサンってのはさ、ミックスナッツが大好きな生き物なんだぜ」


    「滞納していた家賃払ったらなくなりましたよ。酒飲んだんだから、もういいでしょ」


    　これ以上、カシューナッツひと粒たりとも絶対に奢らない。


    　そんな断固たる決意をルディは態度で示す。


    「わかった。わかった。しょうがねえな。若いからわかんないかもしれないけど、情報ってのはタダじゃないんだぜ。むしろ形のあるものよりも高いくらいのもんだ」


    「自分のセコさに理由をつける上う手まさだけは大人っすね」


    「相変わらず、クソ生意気だな。まあいいや……」


    　ロットは一いつ旦たん、酒で喉を潤うるおし、言葉を続ける。


    「ルディ、お前が思っているよりも、面倒なことに巻き込まれてるぞ」


    　いつの間にかロットは真顔に戻っている。


    「面倒なことって？」


    「ルディ、勇者協会ってなにしてるところだと思う？」


    「……ダンジョンの管理とか、勇者のランク付けとか、あと役人の天下り先？」


    　ルディもまた勇者の端くれである。冒険とモンスターとの戦いに関してはそれなりの知識を有しているが、協会に関しては、なんだか偉いっぽい人が事務仕事をしているところくらいの知識しかないのだ。


    「まあ、お前はまだ若いからな。ただお前が思っているよりも、協会はいろいろと影響力を持っているし、複雑な利権があって、大人たちは大人のスタイルでバトルしてるってことだ」


    　……大人のバトル。


    　おそらく剣で戦うのではなく、お金や人脈、地位などでの戦いなのだろう。


    　まだルディにとっては想像もつかない世界だ。


    「なるほど……。それで」


    「まあ、そういう大人の世界にとって、あの賢者さんは邪魔な存在ってところだ」


    「どういう風に？」


    「だから、……あれだ。若いやつからは汚いと思われるような、大人のリアルなゴタゴタだ」


    「具体的には？」


    「……とにかく、……大人のそういったアレだ」


    「……詳しく知らないな？」


    「…………」


    　急に押し黙るロット。ワザとらしく渋しぶい顔を作って、酒を飲むばかり。


    　どうやら図星のようだ。


    「おい、さては大人の戦いに交ぜてもらえてないだろ。それで詳しいことは教えてもらってないんだろ」


    「ルディ、言葉を慎め！　交ぜてもらうとかそういうんじゃないし！　俺は権力闘争とかそういうの嫌いでアウトサイダーっぽいスタイルだし！」


    　ロットの酒を飲むペースが上がる。


    　おそらく協会の偉い人たちとは昔馴な染じみではあるのだろう。しかしロットだけは出世できず、どこの業界にもいる、なんだかわからないけど、偉い人の周りでフラフラしているフリーのおじさん的ポジションなのだ。


    　おそらくソニアに関する情報も仕事ではなく、飲み会などで噂うわさ話ばなし的に耳に入ったのだろう。


    　ルディは思う。偉い人の周りでフラフラしているフリーのおじさんは、細々とした仕事は貰もらえるけど、重要な仕事は貰えないので、案外お金は持っていないと。


    　そしてその辺りがコンプレックスとなってついつい人脈自慢をしてしまうのだと。


    「おい、ルディ、なんだその憐あわれむような目は！　俺はお前を助けるためにわざわざ教えてあげたんだぞ！　とにかくあの賢者はマジでヤバいからな。協会はあいつをずっと監視してる。下手へたなことはやめとけ」


    　ロットはそこまで言うと、勝手にミックスナッツを注文する。


    　一度は憧あこがれた古き良き時代の勇者、ロット。


    　勇者として自由に生き、同年代の出世競争からは外れた男。


    　ルディと同じく、出世ではなく冒険を愛する男。


    　人ひと懐なつっこく顔は広いが、お金は持っていないおじさん。


    　嫌いにはなれないが……。


    　とはいえ、協会の偉い人が本当にソニアのことを邪魔がっていて、監視対象になっている。裏が取れただけでも酒とミックスナッツくらいの価値はある。


    　──監視されているなら、逆にソニアの調査を止やめさせて、協会に恩を売る手もあるか……。悪くない。むしろ、上う手まい手じゃないか。


    　ルディは自みずからの打開策に満足し、届いたばかりのミックスナッツに手を伸ばす。


    　奪い合うようにミックスナッツを頬ほお張ばるルディとロット。


    　ルディもまた冒険と同じくミックスナッツが大好きな生き物なのであった。
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    　ソニアは相変わらずコーポ勇者の地下に籠こもりっぱなしだった。


    　自称ではあるものの大賢者が、ここが魔王に関する重要な施設であると断言し、自称ではあるものの勇者協会の上層部に人脈を持つロットが「深入りするな」とアドバイスする調査。


    　普通に考えればなにかしら大きな秘密があることは間違いないのだが……。


    　しかし、ここは住み慣れた格安賃貸物件の地下。どうにもルディにとって重要な施設がある場所だとは思えないのだ。それにこれ以上、このことについて考えると、それは「深入り」につながる。この地下がなんであるにせよ、ソニアの調査をストップさせ、監視している協会に秘密裏に恩を売る。


    　それがいまのルディの目標である。


    「おい、ソニア、どこにいる？」


    　数日ぶりに下りたコーポ勇者の地下空間。


    　以前は真まっ暗くら闇だったのだが、驚くことに灯あかりがあった。


    　壁面、床に埋め込まれた照明がぼんやりと赤黒い光を放っている。


    　ムーディーな飲食店の間接照明のようなシステムではあるが、壁の彫刻と相まって、なんとも不気味な印象を受ける。


    「おーい、ソニア、なんで灯りがついてるんだ？」


    　ルディは大声でソニアを呼ぶが、返事はない。


    　どうやら、このフロアにはいないようだ。


    　ルディはソニアを探し、さらに地下へと階段を下りる。


    　地下二階、歯車がいっぱいの機械仕掛けのフロア。


    　そこにソニアの姿はあった。


    　壁に埋め込まれた巨大な歯車のひとつの前で胡坐をかき、似たような歯車の描かれた古文書のようなものと見比べている。


    　至近距離で何度も名前を呼び、あげく肩をゆすると、ようやくソニアはルディの存在に気づいた。


    「おー、君かねー。ご飯かなー？」


    「飯めしじゃねーよ。ちょっと話があるんだけどさ」


    「えー、ソニア忙しいのにー」


    　そうは言いつつ、ソニアはルディの方に向き直ると、かけていた眼鏡をおでこの上にあげる。


    　どうやら話を聞いてはくれるようだ。


    「あのさあ。この調査止やめてくれないかな？」


    　ルディは単刀直入に切り出す。


    　なにせソニアは馬ば鹿か賢者である。回りくどい話し方では内容を理解してくれない。


    「えー、なんでー？」


    「ある人から聞いたんだけど、やっぱり、この調査を勇者協会の偉い人が嫌いやがってるらしいからさ。お前と関わらない方が身のためだって言ってたぜ」


    「なんだとー、ある人めー！　死んじゃえ、ある人ー！」


    「いやいや、そうじゃなくてさ。ソニアも自分で言ってたろ、偉い人に嫌がらせされているって。かなりマズいっぽいからさ。中止ってわけにはいかないかな？」


    「やだーっ！」


    　シンプルに絶叫するソニア。理由もなにもなしである。


    「いやいや……、こっちの都合も考えてくれよ。ここは俺たちの家なんだぞ」


    「誰の家とか関係ないよー！　ここは魔王のお城だよー！　だから調査するんだよー」


    「俺はまだ勇者業界から干されたくねーの！」


    「そんなの知らないよー。あのねー、ソニアはねー、やるって決めたらやる人なんだよー。だから、なに言われても関係ないんだよー」


    　ソニアはそう言うと、ルディに背を向け、再び古文書へと目を落とす。


    　一切、交渉には応じない、との意思表示だろうが、ルディも引き下がるわけにはいかない。


    　ソニアが頑かたくなであることはルディも想定内。ならば多少は強引な手段に出るしかない。


    「ダメッたら、ダメ！」


    　ルディは子供から玩具おもちやを取り上げるように、古文書を奪い取る。


    　ソニアは必死に取り返そうとするが、ルディが頭上に上げれば、背の低いソニアは届かない。


    　ルディの周りでピョンピョンと飛び跳ねるばかり。


    「ちょっと、返してよー。酷ひどいよー。大事なやつなんだよー」


    「お前が話を聞かないからだろ。こっちの都合も考えろよ。俺たちは勇者だぞ。勇者が勇者協会から睨にらまれたらやっていけないだろ」


    　ルディはドラゴン・キラーの称号を申請中。ようやくステップアップのチャンスが訪れた大事なタイミングだ。


    　専門学校を卒業して以来、ほぼほぼ、無職と変わらない日々を送って来たルディ。そのルディが勇者として飯めしを食っていける可能性をはじめて感じているのだ。


    　ドラゴン・キラーの子供剣術教室。ドラゴン・キラーの二の腕痩やせエクササイズ……。


    　やはりソニアの調査を止めるしかない。


    「こっちの状況も理解しろよ！」


    　真っ赤な顔でピョンピョン低いジャンプを繰り返すソニアにルディは自みずからの立場を切々と語って聞かせる。


    　相手は一応、賢者。これくらいの話は理解できるはずだが……。


    「あのねー、状況がわかってないのは君だよー！　魔王のお城だよー。偉い人とかー、干されるとかー、そんなの関係ないよー。大発見だよー。歴史的なやつだよ。すっごい、すっごいやつなんだからー」


    　ソニアは自分の主張を一切曲げようとしない。ルディを上回る熱量でこの発見の凄すごさを訴えかける。


    「だからさ、いまはそんな夢みたいなこと言ってられないんだ。俺は着実な……」


    「君ぃー！　ブレイズみたいになりたくないのー？」


    　ソニアはルディの目を真っすぐに見つめる。


    「……」


    　ブレイズとは魔王を倒したとされる伝説の勇者の名である。


    　もし、万が一だが、魔王の城の発見者となることができたら、ルディの名は英雄的勇者として、ブレイズの次に挙げられる存在になることだろう。


    　ただし、それが本当の魔王城であればだが……。


    　とてもじゃないが、ソニアの言うことが信じられない。


    　とくに干されるリスクを冒してまでは……。


    「あー、信じてなーい。君ぃー、助手として、最低だよー。しょうがないなー。ソニアが教えてあげるよー」


    　ソニアはそう言うと、とことこと歩きはじめる。


    　向かった先はフロア中央の螺ら旋せん階段。


    　ルディの同意を求めることなく勝手に下の階へと消えていく。


    　ルディは慌あわててソニアを追う。


    　交渉もまだ途中。それに、もしかしたら、本当にもしかしたら、ここが本当の魔王城だとしたら……。一応、ソニアの説を聞いてから判断しても……。


    　もちろん干されるのはごめんだが、魔王城じゃないとしても、魔王関係のなんらかの遺跡の可能性もゼロではない。


    　ルディの心の片隅で湧わき上がる、新発見を求める好奇心と冒険心。


    　本来の勇者には必要なものだが、現代を生きる勇者にとってはもはや邪魔なもの。


    　そんな感情を抑え込みながら、ルディは螺旋階段をさらに地下へと下るのであった。
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    　階段を下った先。


    　コーポ勇者の地下三階は地下二階よりもさらに巨大な空間が広がっていた。


    　地上階であるルディたちの居住スペースの何倍もある。


    　そのスペースをひと言で表現するならば闘技場であった。


    　中央に円形の広場。それをぐるりと囲む壁。そしてその壁の上にすり鉢状の観客席。


    　しかしスポーツのスタジアムとは大きく雰囲気が違う。壁にはいくつも穴が開いており、その穴の中から太い鎖くさりが伸びている。なにに使う鎖なのか……。ルディはその答えはわからないが、なにかしら残酷なイベント関係での使用が想像される。


    「君ぃ、この鎖はねー。大きな獣けものをつないでおくやつだよー。裏で鎖を引いたり緩ゆるめたりしてー。人に襲おそいかからせたりするやつー」


    　円形の広場の奥、選手が登場する入り口と思われる場所からソニアがぴょこんと顔を出している。ソニアは手招きでルディを呼んでいる。


    「ねー、ねー、やっぱり魔王のお城でしょ。えーとねー、んーとねー、ここがねー」


    　ソニアは聞かれてもいないのに、勝手にこのフロアの説明を始める。


    　鎖が壁の裏で滑車に繋がっていること。他にも武器が飛び出す装置があることや、水を溜ためれば水上戦もできること……。


    「それはわかったけど、それで、なんで魔王城ってことになるんだ？」


    「決まってるでしょー！　こんなの魔王のお城だよー。魔王のお城に挑戦した勇者はねー。ここでねー、これまで戦って勝った強敵たちと連続で戦わされるんだよー。それに勝たないと魔王にはたどり着かないよー」


    　ソニアは自信に満ちた口調でそう断言する。


    　それにしても…………。


    「なんか、演出としてクサくないか？」


    　百歩譲ゆずってここが魔王城だとしても、なぜ魔王はわざわざこれまで戦った強敵が全員登場する施設を作らねばならないのか？　そのために貴重な自分の住居のスペースを割いて……。


    　そんなものを作るくらいならガーデニング用の庭やら、ミストサウナやら、個人の書斎でも作った方が魔王的には快適な生活が送れることだろう。


    「そんなことないよー！　魔王はねー、魔王はねー。悪いやつだからねー。すっごい悪いんだよー！　だからサウナとか入んないんだよー！」


    　ルディの見解がよほど気に入らなかったのか、ソニアは顔を真っ赤にしている。


    　悔しそうに足をジタバタさせて、絵に描いたような地団駄を踏んで……。


    　しかしソニアのそんな子供じみた態度にルディはすっかり慣れている。


    「サウナはいいんだけどさ。どうにも古いんだよな。演出として」


    「古いのは仕方ないでしょー。だって、いにしえの魔王のお城なんだよー」


    「そのいにしえの魔王城に灯あかりがついているのはなんでだ？」


    　ソニアの説によるとこのコーポ勇者の地下施設は魔王城である。もしそうだとするとこの階のクサい演出も気になるが、そもそも灯りがつくことこそ変である。


    　ルディは魔王城を見たことはないが、おそらく電気は通っていない。なぜなら魔王的には人類の発電所から送電してもらうわけにはいかないからだ。


    　しかし大賢者であるソニアはその点はまったく気にならないようで……。


    「それはソニアがー、ブレーカーを上げたからだよー」


    　自慢げに自分がさらに下の階でブレーカーを発見して、それを上げたことをこと細かに説明する。


    「ブレーカー？　魔王城の!?」


    「そう、いにしえのブレーカーだよー。それをねー。ガチャンって上げたんだよー。偉いでしょー。魔王のだから高い所にあって大変だったんだよー」


    　はたして魔王のブレーカーは高い所にあるのか？　それは魔王が背が高いから……？


    　心の片隅で湧わき上がっていた新発見を求める好奇心と冒険心。


    　それが急速に鎮まっていく。抑える必要もないほどに。


    「……なあ、やっぱここ、魔王の城じゃなくね？」


    「えーっ！　なんでー！」


    　ソニアは目を丸くして絶叫する。


    「いや、まあ、なんとなくの勘だけど。たぶん違くね？」


    「なんで君がそんなこと言えんだよー！　ソニアはねー、すっごいすっごい研究と調査したんだよー、なんとなくとかー、勘とかー！」


    　ソニアは小さな両りよう拳こぶしでポカポカとルディの肩を殴りつける。


    「ブレーカーがあるし、闘技場はワザとらしいし、これも勘なんだけどさ。もしかしたら偽にせ魔王城じゃね？」


    　ルディはなるべく言葉を選んで自分の所感を伝えたつもりだったのだが……。


    「君ぃー、失礼だぞー！　君の勘なんてどうでもいいんだよー。私は大賢者なんだからねー」


    大賢者がルディに向かってべぇーっと舌を突き出している。


    　とてもじゃないが、賢者のやることとは思えないが……。


    「大賢者さんさあ、俺は気を使って勘って言ってるだけだ！　どう考えても偽物クサいだろ。常識で考えろよ！」


    「大賢者には常識いらないもーん。必要なのはー、情熱とねー、直観力とねー、格好いい杖つえだよー」


    「直観って、お前も勘じゃねーか。格好いい杖とやらで、後頭部をぶん殴るぞ」


    「わー、酷ひどいよー。それが大賢者に対して、部下が言うことかなー」


    「だったら、そっちの勘があってるって、納得させるもの見せてみろよ！」


    「見せれるもーん」


    　ソニアはそう言うと、闘技場の中央へと向かって歩きはじめる。


    　ルディもそれについていくしかない。


    「君ぃ、これ開けて」


    　口汚く罵ののしっておいて、頼み事は平気でする。


    　闘技場のど真ん中、床の一部が鉄板になっている。その鉄板には取っ手がついている。どうやら地面についた扉のようだ。


    　ルディはソニアを睨にらみつけつつも、力いっぱい取っ手を引く。


    　金属がきしむ音を立てて、ゆっくりと持ち上がる扉……。


    　扉の先に現れたのは、さらなる螺ら旋せん階段だった。


    　──まだ先があるのかよ……。


    　口には出さないが、ルディは心の中で驚きの声を上げる。


    　ここがなんの施設かわからないが、少なくとも格安賃貸物件の地下室にしてはあまりに広大すぎる。


    　まさか……、本当にまさか……。


    　再び湧わき上がる新発見を求める好奇心と冒険心。勇者としてのピュアな感情。


    　ルディはそんな感情を抑えながら階段を下る。


    「迷路だよー。勇者たちがーこの迷路を頑張って抜けるとー、上の闘技場に出るんだよー。さすが魔王のお城だよー」


    　ソニアの言う通り、地下四階は迷路であった。レンガ造りの壁が張り巡らされ、人がひとり通れる程度の通路が左右に枝分かれしている。


    「だから、ベタすぎだろ！」


    　急速に消える好奇心と冒険心。


    　やはりどう考えても偽にせ物もの。ワザとらしすぎるのだ。世間が思う魔王の城を作りました感がすごい。


    　なにが悲しくて自宅への途中に迷路など作らなければいけないのか……。


    　魔王が外出するのか知らないが、家に帰る度に迷路を通過しないといけないのでは、面倒すぎる。早く帰ってトイレに行きたいときなど地獄だろうに。


    「どう？　絶対魔王のお城でしょー。わかってくれたかねー？」


    　ソニアは自信満々に胸を張っているが……。


    　もしかしたら、本当に魔王の城で勇者協会など関係なしに歴史的大発見。そんなルディの野望は完全に消え去っていた。


    　もはやルディの心に湧き起こるのは、堅実な勇者ライフへの渇望。干されたくないとの一心である。


    　──やはりソニアを止めて、協会に恩を売る。


    「ソニア、頼むから調査を中止してくれるかな？」


    「あれー？　なんでー？」


    　ソニアはこの階を見せれば納得してくれると思っていたらしく、目を白黒させている。しかしルディにとっては気の迷いを晴らす材料でしかない。


    「ここは元々俺たちの家だ。帰れ！」


    　これ以上しつこいと、手荒な真似まねも辞さない。


    　ルディは世界の真理を探るべく調査を続ける大賢者を叩たたき出す決意を固めたのであった。
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    　翌日の昼。


    　あれほどルディに出て行けと言われたのにもかかわらず、相変わらずソニアは地下に籠こもりっきりで調査を続行している。


    　一方のルディたちコーポ勇者の住人たちは食堂に集まっていた。


    　ダイニングテーブルのそれぞれの席に着く。ナディーネ、クリストフ、ヴォルフ、ネネ。


    　アーニャは座るのもダルいのかソファーで横になっている。


    　全員集合しているにもかかわらず、誰も言葉を発しない。


    　それどころか物音さえ立てない。


    　まるで無人であるかのようだ。


    　──ルディたちがひと言も発しない理由。


    　それはダイニングテーブルの裏にあった。


    　テーブルの天板の裏、そこにぴったりとテープで貼はり付けられた小型のボックス。もちろん盗聴器である。


    　売れない勇者がグダグダかつ馬ば鹿か馬ば鹿かしい日常を送るコーポ勇者には、まったくもって相応ふさわしくないアイテム。


    　目的はもちろんソニアの調査について探るためだろう。


    　ナディーネによると、非常に鍛きたえられたツンツンヘアーのおじいさんから「トイレを貸してくれ」と頼まれ、トイレを貸してあげたところ、このようなことになったらしい。


    　──勇者協会も雑な仕事をするもんだ。


    　ルディはそう言いたいところだがグッと言葉を飲み込む。


    　本来であれば盗聴器など見つけ次第、破壊したいところなのであるが……。


    　なにせ付けた相手が勇者協会。これを破壊すればルディたちがソニアに味方しているとの疑念がますます深まってしまう。


    　とすれば、どうしたらいいのか……？


    　それを相談するために全員集合しているのだ。


    　もちろん普通に会議をはじめれば、それは盗聴器によって筒抜けになる。しかし幸いなことに集まっているメンバーは全員が専門学校を卒業した勇者。


    　ハンドサインでの意思伝達は全員が習得済みなのである。


    　──どうせなら、これを逆手に取ろうぜ、いまからソニアを引きずり出す。その音声を聞かせてやろうぜ。


    　ルディはハンドサインでそう伝える。


    　そうすればむしろ勇者協会の疑いをはっきりと晴らすことができる。むしろ申し開きの機会を与えられて、ありがたいくらいである。


    　──ねえ、ルディ、追い出すなんてかわいそうだよ。


    　そうハンドサインを送ってきたのはナディーネだった。


    　優しげな手ぶりで、実にナディーネらしい意見である。


    　──だからって、このまま放っておくと、俺ら勇者業界で生きていけなくなるぞ。いいのか？


    　ルディは反論のハンドサインを送りつつ、他のメンバーの反応をうかがう。


    　──僕もごめんだな。干された先輩じゃ、かわいい後輩の女の子に威張れないからね。


    　ヴォルフはどうやらルディの意見に賛成のようだ。


    　ヴォルフは事務所に所属している身。干される恐怖は他のメンバーよりも大きいだろう。


    　──だろ、俺も何度も説得したんだけど、あいつはまったく聞きやしねえ。だったら少々強引な手段に出ないとな。


    　──僕は強引なことはごめんだね。女の子には優しくする主義なのさ。


    　クリストフがキザな手つきでハンドサインを送る。


    　クリストフは根っからの快楽主義者で女好き。そもそも働かずにフラフラする理由として勇者を名乗っているフシがあるので、干されることへの恐怖もないのだろう。


    　ならばネネは……。


    　──私は、ぎｄぎおあｓえづｒぎうあおさぁ！


    　……残念ながらネネのハンドサインはさっぱり理解できなかった。


    　振り回すように激しく両手を動かし、懸命になにかを伝えようとしているが……。


    　──ｇｊｊだから、ｇじえおｊｇべきさぁ！


    　ハンドサインの授業は必修教科だったはずだが……。


    　ルディだけでなく、誰ひとりとして理解できていないようで、ネネのハンドサインを見ては小首を傾かしげている。


    　それでも懸命に手足をバタつかせ、自分の意思を伝えようとするネネ。


    　もはやハンドサインではなく、ジェスチャーゲームである。


    　そのジェスチャーによると。〝ソニアをモーニングスターで殴ればいい〟的な意見のようだ。


    　ジェスチャーでもさっぱりわからないが、なんだか物騒なことを考えているに違いない。


    　残すはアーニャの意見。


    　いままでのところ、追い出す派はルディ、ヴォルフ、ネネ。


    　手荒な真似まねはしたくない派はナディーネ、クリストフ。多数決を取るならば重要な局面ではある。


    　珍しくアーニャが考え込んでいる。


    　いつもはこちらの考えなどお見通しで、明確なヴィジョンを持っていることが多い。日々の　ぐうたら生活によって、効率を重視するあまり、思考能力が発達したのだ。


    　ソファーに仰あお向むけに寝転がったまま腕組みしているアーニャ。


    　目を閉じ、微動だにしていない。


    　誰も言葉を発さず、物音も立てない。


    　こんな静かな環境だとアーニャが寝そうで怖い。


    　アーニャは熟考に熟考を重ね、ついに自みずからの考えをハンドサインに乗せる。


    　──両方。


    　非常に短いハンドサイン。


    　──いったいなにが両方なんだ？


    　即座にルディはハンドサインを返す。


    　──協会には協力してないって伝わるようにして……。念のため……ソニアさんには好きに調査をさせておく……両方。
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    　アーニャは気だるそうにゆっくりと両手を動かす。


    　──なんでそんなリスクを冒してまで、ソニアの肩を持たなきゃいけないんだよ。干されるんだぞ。


    　ルディのハンドサインはせわしない。


    　──あの人……変な人だけど。調べてみると、賢者として有名っぽいんだよね。


    　アーニャなりにネットを駆使してソニアについて調べたところ、考古学に関する賢者としては第一人者らしい……。それにしてもアーニャに変な人呼ばわりされるとは、さすがソニア、やはり変人としても第一人者だ。


    　──だとしても、両方ってどうやるんだよ！


    　──とりあえずは……盗聴器の前で……わざと……、演技で……。……ダルい。


    　アーニャはそこまででハンドサインを止めた！


    　あまりにも長くハンドサインをしたせいで、手がダルくなっちゃったらしい！


    　──おい、ふざけるな、ちゃんとやれ！　


    　ルディはソニアの肩を激しく揺さぶり、強引にハンドサインを続けさせる。


    　アーニャによる作戦はこのようなものだ。


    　まず盗聴器の前で自分たちはソニアの調査を手伝うつもりはないこと。非常に迷惑していて、近く追い出す予定であることを話す。


    　そうすれば協会からの疑いは少なくとも当分は晴れる。


    　その間にソニアがなにかしら重大発見をすれば、方向転換。なにも見つからなければ、言葉の通りにソニアに出ていってもらう。


    　そのようなプランだ。


    　──それがｊｇはごそりいさぁ！　ｊぎおあさぁ！　ごそりいさぁ！


    　おそらくネネはアーニャの意見に賛成しているのだろう。


    　他のメンバーも異存はないようだ。全員ごそりいさぁだ。


    　全員が小さくうなずくと、早速演技に入る。


    「いやあ、ソニアには困ったものだぜ。勝手にウチに上がりこんで、勝手に調査とかはじめてさあ」


    　ルディは先陣を切って、白々しい台詞せりふをテーブルの下に向けて発する。


    「まったくだよ。ルディくん、女の子に手荒な真似まねをしない平和主義者の勇者である僕たちだけど、そろそろ出ていってもらわないとね」


    　クリストフはルディの名を呼びつつもまったくルディを見ていない。しゃがみこみ盗聴器に向かって話している。


    「僕ことヴォルフも迷惑しているなあ。僕ことヴォルフは勇者協会への忠誠心が半端ないのでおなじみだからね」


    　ヴォルフは明らかにアピールしすぎだ！


    「え、えと……えっと……ナディーネです。私も……困ってます」


    　ナディーネは完全に棒読み！　演技が下手へたくそである！　しかも、ちょっと緊張しているし……。


    　──ｊｇはｓｊｔごそりいさぁ！　ｊぎおあさぁ！


    　ネネはもうハンドサインをやめろ！　無言でもうるさい。


    　しかしいまツッコむとその音声も拾われてしまう。


    「とにかく、俺たちは余計なことはなんにもしないよな。なあ、みんな」


    　ルディはまっすぐにマイクに向かって語り掛ける。


    「そうだよ。僕ことヴォルフは穏おだやかに暮らすのが大好きなんだよ。余計なトラブルはごめんだね」


    「私こと……ナディーネもです」


    　ナディーネ、演技が苦手だとしてもなぜヴォルフを見習う！


    「そうだよね。ここの住人ってみんな穏やかな勇者ばかりだよね。たしか〝コーポ〟って〝波風を立てない〟って意味じゃなかったっけ？」


    　クリストフは完全に悪ノリしている。


    　アーニャは自分で発案しておいて、ひと言も喋しやべってないし！


    　このまま続けると、いい加減バレる。


    　ルディはさらに一歩盗聴器に近づき、勝手にまとめはじめる。


    「まあ、とにかく俺たちはソニアに協力はしていないし、するつもりもない。ただ平和を愛する勇者だから、手荒な真似まねをしなかったまでのこと。俺たちはことを荒立てるのが大嫌いなんだよな！」


    「そうだぁ！　私たちはそんな感じだよ。波風立てないよぉ。穏やかに、平和にぃ、私たちは余計なことはしないぞぉ！　やるぞぉ、おーっ！」


    　ついにハンドサインを卒業したネネが拳こぶしを振り上げ、そう叫ぶ。


    　乗ってくれるのはありがたいのだが、そのテンションは完全にことを荒立てるタイプの人のそれである。


    「とにかく、そういうことだ。今日も今日とて、穏やかにすごそう。ナディーネ。パンケーキってなかったかな？」


    　ルディはナディーネにパンケーキを所望する。


    「う、うん。まだあるよ。お茶も用意するね」


    　ナディーネはちょっとぎこちなくうなずいて、キッチンへと消えていく。


    　パンケーキを食べる勇者。これほど安全そうな勇者もいまい。


    　パンケーキ、それはルディにとって人畜無害の極みのようなアイテムである。


    　穏やかで、楽しい、波風立てない勇者の午後……。


    　それを演出するのにこれほど相応ふさわしい小道具もあるまい。みんなで談笑しながらパンケーキをつつく。こんな勇者を干すわけがない。


    　ルディは自分の演出プランに満足していたのだが……。


    「うおっ、なにぃ!?　動いてるのさぁ！　波風が立ってるのさぁ！」


    　その演出プランはすぐにネネの絶叫によって破られた。


    　ネネの言う通り、たしかに動いている、しかし動いているのは人ではない。床そのものが動いているのだ。


    　地響きを立てて、床がグラグラと動いている。


    　ガチャガチャと食器棚の中で食器がぶつかる音。


    　これは地震ではない。はじめて体験する揺れの質だ。


    　──まるで地面がせり上がっているかのような……。


    「ルディ、大変だよぉ。地面が遠くにあるのさぁ」


    　ネネが窓に顔をぺったりとつけて、絶叫している。


    　もちろん演技ではない。本気の口調だ。


    　地面が遠くに？　どういうことだ……。


    　ルディは慌あわてて窓へと駆け寄る。


    　そこからは中庭が見えるはずであった。お世せ辞じにも広くはないが、軽く身体からだを動かすこともできる馴な染じみの場所……。


    　そんな中庭が消滅していた。ネネがモーニングスターを打ち込んで剥はげた芝しば生ふも、ルディが剣を打ち込んだ木も真上から見える。


    　もちろん地面が沈んだわけはない。ルディたちのいる食堂が浮上しているのだ。


    　未来を夢見る勇者たちが集まる二階建てのシェアハウス、コーポ勇者。これまで地下のスペースだった部分が地上へとせり上がり、巨大な塔と化しているのだ。


    「うおー！　やったー！　ついにやったぞー！」


    　ソニアも異変に気づいたらしく、全力で床下から飛び出してくると、大興奮で万歳しながら飛び跳ね回っている。


    「なんだ？　なにをやったんだ？」


    　ルディはソニアの襟えり首くびを捕まえて、問い詰める。


    「魔王のお城の復活だよー！　いにしえのブレーカーは見つけたんだけど、スイッチがなかったんだよねー、それを誰かが押してくれたんだねー」


    　ソニアはそう言うと、窓を眺めて、また万歳を繰り返す。


    　全身で喜びを表現するソニア。実に嬉うれしそうだ。


    　しかもまだ浮上は続いている。


    　中庭をめちゃめちゃに粉砕しながら屋根が姿を現す。


    　どうやらこの塔はなんらかの施設の一部のようだ。


    　そして浮上している施設はコーポ勇者の敷地よりもはるかに巨大。庭だけではなく、周囲の道路や建物を破壊しながらせり上がり続けている。


    「おい、おい、おい！　えらいことになってるぞ！　これは立ってるぞ、波風が！　もの凄すごい波風だぞ」


    　ルディの声もさすがに上うわずる。


    「どうしよう……」


    　ナディーネはその光景を見ながらおろおろとするばかり。


    「止めろ！」


    「どうやって？　なにを？」


    　ナディーネは若干パニックになっているのか、お茶の載ったお盆を持ったまま窓からキッチン、キッチンから窓と右往左往している。


    「よくわかんないけど、一いつ旦たんお茶は置け。上がった原因があるだろ。どうやったんだ？」


    　波風を立てないと宣言したのち、コーポ勇者の住人がやったことといえば、ナディーネがパンケーキとお茶を取りにキッチンに行ったことだけ、原因があるとしたらそれだ。


    　ルディはナディーネを伴ってキッチンへと向かう。


    　キッチンには特に変化は見られない。


    　ナディーネによって清潔に管理されているいつもの通りのキッチンだ。


    　そもそもルディは料理をしない。元のキッチンの状態についてあまり詳しくないのだ。


    「ナディーネ、なにか変なところはなかったか？」


    「わからない……私はただパンケーキを……」


    「さっきキッチンでやったことをもう一度やってみよう」


    　ルディはそう言うと、ナディーネの肩に優しく触れて落ち着かせる。


    　小さくうなずくナディーネ。


    　すぐに行動を開始する。


    「冷蔵庫からパンケーキを出して、包丁でカットして、カップを洗って、それから……カップを布ふ巾きんで拭ふいて……あっ！」


    　ナディーネがなにか気づいたのか小さく叫び声をあげる。


    　その視線の先には……。


    　いつも使っている布巾かけが斜めに傾いている。


    　壁から真っすぐに伸びた鉄の棒、その先は丸い球体になっている。


    　コーポ勇者に最初からあった棒らしく、それをナディーネは布巾かけとして使用していたのだが……。


    　こうして改めて観察するとレバーのようにも見える。


    　もしかしてソニア曰いわくいにしえのブレーカーを上げたために、このレバーが布ふ巾きんをかける以外の本来の使用目的を取り戻したのか……。


    　ルディは布巾かけを掴つかむと勢いよく元の位置へと戻す。


    「あー、止まっちゃったよー」


    　リビングからソニアの声が聞こえる。


    　たしかに地響きもピタリと止まった。やはりこの布巾かけが原因だったようだ。


    「よかった……」


    　ほっと安あん堵どのため息を漏もらすナディーネ。


    　しかし、これでよかったとは言えない。なぜなら別に元通りになったわけではないからだ。依然、コーポ勇者は高い塔の頂上として、そびえ立ってしまっている。波風を立てないと誓った直後。そびえ立ってはいけない。


    　ルディはじっと布巾かけを観察する。


    　現在、布巾かけは床と平行。これを下げればコーポ勇者が浮上したってことは……。


    　ルディは思い切ってレバーを反対に引き上げてみる。それほど力を必要とせずに布巾かけが持ち上がる。


    　ほどなくして、再び訪れる地響き。


    　激しく揺れていることは同じだが、先ほどとは感触が明らかに違う。


    「うおーっ、下がってるのさぁ。ルディ、下がってるよぉ」


    　ネネの声がリビングから聞こえる。


    　どうやら単純な仕組みのレバーのようだ。


    　急いでリビングへと戻ると、窓の外の風景がグングンと下がっている。


    　真上から見下ろすようだった近所の家屋がしばらくすると同じ目線に。


    　本来見えるはずの庭はめちゃめちゃに破壊されて、ただの土砂の塊かたまりになり、地下部分が突き上げたせいで周囲の道路もバリバリに地割れを起こしてしまっているが……。


    「よし、バレてない、バレてない」


    　ルディは自分に言い聞かせるように言う。


    　コーポ勇者が浮上したのは一瞬。


    　そんなことは起こってない、と言い張れば誤ご魔ま化かしきれないこともない。……たぶん。


    「ルディ……バレてると思うよ。騒ぎになってるし……」


    　ナディーネがぼそりとルディにささやく。


    　たしかに近隣住民がわらわらとコーポ勇者の周辺に集まっている。


    　みんなこちらを指さし、なにごとか話し合っている。おそらく目撃者がなにが起こったのか証言しているのだろう。


    　ルディとて、無理があるのは百も承知。しかし勇者には無理があっても誤ご魔ま化かさなければならないときもあるのだ。


    「いや、まだイケる！　あいつらは幻を見たんじゃないかな？　キノコっぽいモンスターの仕業だ。なにも起こってない！」


    　ルディは自みずからに信じ込ませるかのように、そう断言する。


    　あまりのことにルディもまた少々パニックに陥おちいっている。


    　こんなものを現実とは認めたくない。そんな思いが事実を大幅に捻ねじ曲まげさせるのだ。


    「……ルディ、どんどん人が増えてるよ」


    「気にするな。なにか証拠の動画でも撮ってる人がいれば別だが、あの一瞬じゃな。なにも起こってないな」


    　ルディがそうしらばっくれた直後だった。


    　三度起こる地響き。


    　目の前の光景が下方へと流れていく。


    　集まった群衆の姿がどんどん下へ。群衆はみんなコーポ勇者を見上げている。


    「誰だ、また上げたのは！」


    　猛烈な勢いでキッチンへ飛び込むルディ。


    　そこには布ふ巾きんかけを握りしめるソニアの姿が！


    「おいっ！　なにやってんだ馬ば鹿か！」


    　ルディはソニアの手ごと強引に布巾かけを持ち上げる。


    「おーっ!?　下がってるのさぁ」


    　リビングからネネの声。


    「なんで下げちゃうのー」


    　ソニアが布巾かけにぶら下がる。


    　非力なソニアでも全体重をかけられては、ルディもこらえ切れない。


    「おー、また上がってるのさぁ」


    「やめろ！」


    　ルディは両手でソニアごと布巾かけを持ち上げる。


    　しかし、ソニアはすかさずルディの脇わき腹ばらをくすぐると、隙すきをついて布巾かけを下げる。


    「ルディ、下がったり、上がったり、凄すごいのさぁ！　街は大騒ぎだよぉ」


    　──そんなことはいちいち報告されなくても、わかってる！　近所の格安シェアハウスが浮上したり、沈降したりを繰り返していれば、そりゃ、騒ぎになる。


    「おい、ソニア、約束したろ、静かにしてるってさ！」


    　ルディはこれまで以上の厳しい口調でソニアを怒鳴りつける。


    「それどこじゃないよー。魔王のお城がついに復活したんだよー！　君ぃー、これは大発見だよー、教科書に載るよー！」


    「うるせえ！　仮に魔王城でも勝手に浮上させんじゃねえ！」


    　ルディはソニアの身体からだを捕まえると、強引に脇わきに抱える。


    　そして改めて、コーポ勇者を下降させる。


    「なんでー、歴史的大発見なのにー、馬ば鹿か馬鹿馬鹿馬鹿ー！」


    　ルディの腕の中で大暴れするソニア。


    「大変、クリストフが酔って、気持ち悪くなったのさぁ、誰かぁ、洗面器ー！」


    「……ふふふ、……なにを隠そう僕は乗り物に酔うタイプでね。これまでいろんなものに酔ってきた僕だけど……うっ……これは……気持ちよく…………ないね」


    「知るか！　いまはそれどころじゃねー！」


    　ルディはリビングに向かって怒鳴り返す。


    　ネネとクリストフに罪はないのだが、ルディ本人もパニックに陥おちいっているのだ。


    「どうにか誤ご魔ま化かさないと……」


    　ルディはキッチンからリビングに戻ると、そっと外の様子をうかがう。


    　見えるのはまさに人だかり、みんなスマートフォンを持って、こちら側に向けている。


    　証拠画像ばっちり。おそらく動画で押さえられていることだろう。


    「なんで誤魔化すんだよー、みんなに発表しようよー、魔王のお城を見つけたってー！」


    　ソニアがルディに抱えられたまま、暴れ続けている。


    　発表もなにも、すでに発表してしまったようなものである。


    　いまの時代、異世界からもたらされたＳＮＳ、イセッターでこの動画は瞬またたく間に拡散されてしまう。すでにあの群衆が撮った動画もアップされていることだろう。


    「……すごくよく撮れてるよ」


    　親切にもアーニャがアップされたての動画をスマートフォンで再生して見せてくれる。


    　そこに映っているのは、土煙を上げて浮上するコーポ勇者。


    　広大な地下空間が浮上したために、庭と周囲の道路もめちゃめちゃに破壊されている姿も迫力満点で撮れている。


    　さすが最近のスマートフォンは解像度がいい。


    　拡大すると、窓にへばりついて外を見つめるネネの姿もばっちり映っている。


    　そして吐き気をもよおしているクリストフの姿も。


    　そしてその映像をルディに見せ終わると、颯さつ爽そうとリツイートするアーニャ。


    「なにリツイートしてんだよ！　拡散に一役、買ってんじゃねーよ！」


    「逆に堂々としてた方がいいよ。……もう手遅れだから」


    　アーニャはそう言うと、ついでに〝いいね〟ボタンもタップする。


    「なにが〝いいね〟だよ！　どこがいいんだ、最悪じゃねーか！」


    「怒鳴ってもどうしようもないから」


    「じゃあ、どうするんだよ！」


    「まあ、どうするか、ゆっくり考えるよ」


    　アーニャはこの期に及んでもまだ冷静である。そう言うと、てくてくとソファーに向かって歩くと、ゴロンと横になってしまった。


    　さすがのアーニャもこのタイミングで眠くなったはずはない。


    　アーニャは横になった方が頭が働くタイプなのだろう。いつもの思考スタイルなのだ。


    「おい、女がいるぞ」


    「本当だ、エロい女が横になっているぞ」


    　偉いもので、早くも双眼鏡を片手に中の様子を観察する者が出てきた。


    　双眼鏡の二つのレンズ。それはまっすぐアーニャに向けられている。


    　さらには望遠レンズつきの一眼レフカメラを持ち出す者まで現れた。そのバズーカのようなフォルムがアーニャを狙ねらう。


    　その光景に慌あわてて、ナディーネがカーテンを閉める。


    「カーテンが閉まった！」


    「急にプライバシーを気にしだしたぞ！」


    「どこか覗のぞけるところはないか！」


    　中が見えなくなったことが、野次馬心をあおったのか、逆に群衆の騒ぎは大きくなる。


    「おい、早く考えろ！　どうする、名案を出せ」


    　ルディはとにかくこの状況から一刻も早く脱したい。


    　しかし、アーニャからはなんの返事もない。ソファーに横になったまま、じっと目を閉じ腕組みしている。


    　そのまましばらく時間がすぎる。


    　ますます大きくなる群衆の声。


    　ようやくアーニャが口を開く。


    「ねえ、もう一回、浮上させない？」


    「なんで？」


    「居心地悪すぎ。こうなっちゃったら上げた方が住みやすいって」


    　アーニャは窓の方を睨にらみつけながら言う。


    　……たしかにそうかもしれない。


    　さらに群衆の数が増えているのか、外から聞こえる声はさらに大きくなり、騒然としてきている。


    　ネネがカーテンの隙すき間まから少し顔を出すと、それだけで騒ぎが起こっている。


    　なんだか動物園で飼育されている動物のような気分。


    　これでは今後の打開策どころか生活もままならない。


    　それに、どうせいまさら下げておいたところで、誤ご魔ま化かせるわけでもない。


    　塔の上であれば、人々の好奇の視線を避けることもできるだろう。


    　まずは生活環境の確保だ。


    「……一回上げるか」


    　あれほど「下げろ」を連発していたルディではあったが、あっさりと上げておく派へと転向したのだった。
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    　それから数日。


    　コーポ勇者の生活環境はよくなるどころか、むしろ悪化の一途をたどっていた。


    　コーポ勇者の前には四六時中、ひっきりなしに報道陣が詰めかけているのだ。


    　ワイドショーの時間帯にテレビをつければ自分たちの住まいの前の様子がライブで確認できる。便利なのか便利じゃないのか……。


    　すくなくとも塔の上から何回も階段を下り、外出しなければならない点はまったく便利じゃない。


    　しかも、外に出た瞬間に報道陣に詰め寄られる。


    　いまはちょっと買い物に出かけようとしたナディーネとネネがカメラとマイクに囲まれている様子が放送されているところだ。


    「ここに住んでいる方ですよね」


    「……あの、まあ、そうです」


    　ナディーネが少し頬ほおを赤らめながら素直に答える。


    　馬ば鹿か正直に返事をしたせいでますます多くのマイクが突き出される。


    　矢や継つぎ早ばやに浴びせられる質問の数々。


    「この建物がかつて消失した魔王城だとの噂うわさがあるんですが、本当ですか？」


    「あなた魔王の手下なんですか？」


    「内部はどうなってるんです？」


    「住み心地は？」


    　四方八方から突き立てられるマイク。


    「私たちは悪者じゃないよぉ。住み心地は最悪なのさぁ。途中に迷路があるから、出てくるのにものすごい時間がかかるんだよぉ」


    　目立ちたがりのネネはどこか嬉うれしそうだ。


    「いまからどこへ？　近隣の村の襲撃ですか？」


    「襲撃しないよぉ！　買い物さぁ。ご飯の買い出しだよぉ」


    「今晩の献立は？」


    「ナディちゃん、今日はなににする？」


    「えーと、えーと……その……今日はお肉が安い日だから……」


    　ナディーネの答えに報道陣から「おおっ」とどよめきが起こる。


    「やはり人間の肉を食べるのですか？」


    「いえ、その……鶏とり肉にくを」


    「丸かじりですか？」


    「あの、その…………失礼します」


    　ナディーネは耐え切れなくなったのか、報道陣の輪をかき分け、逃げようとする。


    「待ってください！　丸かじりなんでしょ！　答えてください」


    「フォークを使いますっ！」


    　ナディーネはネネの手を引き、強引に囲みを突破する。


    「イエーイ！　イエーイ！」


    　笑顔でダブルピースしながら、駆け去るネネの姿で中継は終わり。


    　画面はスタジオに切り替わり、この建物がなんなのか、そして内部に住む、怪あやしげな若者たちは何者なのか、勇者日報編集長のピョンさんをお迎えして議論がスタートする。


    　その議論を聞きながら、不満げなソニア。


    「あーあ、ソニアに聞けばいいのにー、そうしたら答えてあげるのにー」


    「お前が出てったら、余計ややこしくなる。家の中でじっとしとけ」


    　そう言うルディもほとんど外出をしていない。


    　なにせ外に出れば大騒ぎ。交代で最低限の買い出しを行う以外は全員が外出を控えている状態なのだ。


    「ずっと外に出れないのもつまんなーい」


    　ソニアはこれまでコーポ勇者の地下に籠こもりっきりだったくせに、出られないとなったらなったで不満らしい。


    　それはルディとて同じ、快適そうに暮らしているのは元々ほぼ引きこもり勇者であるアーニャくらいのもので、他のメンバーはみんなストレスを抱えている。


    　クリストフなど暇ひまを持て余して、毒消し草を吸引しまくる始末。日を追うごとに顔色が悪くなっている……。


    　しかしいまはヘタに動くとますます事態が悪くなる。


    「ねーねー、いつまでじっとしてるのー？」


    　ソニアはしつこくルディに尋ねる。今日この質問をされるのは何度目か……。


    　相当、飽きているのだろう。


    「まあ待て。いま、ある人の連絡待ちだ」


    　ルディが連絡を待っているのはもちろんロットである。


    　騒ぎになってすぐに、ルディはロットにメールを送った。


    　ロットは所しよ詮せんは偉い人の周りでフラフラしているおじさん。たちどころになにかしてくれるとは思えないが、せめて今後どう対処するべきかその方向性だけでも教えてくれれば……。
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    　夜、ルディは報道陣が少なくなった隙すきを見計らってこっそりとコーポ勇者を抜け出す。


    　気配を消すことに関してはルディは勇者の中でも達人の域。


    　大家から逃のがれるために磨いたこの技術をもってすれば、十人、二十人レベルの報道陣なら、気づかれずに突破できるのだ。


    　例の酒場はいつものごとく空すいていた。


    　今日の客はロットとルディのふたりだけ。


    　煙草たばこのヤニなのか、食べ物の脂なのか、いろいろしみ込んでテラテラになった木製のカウンター席、そこにふたり並んで座る。


    　ルディはお茶を注文し、ロットはいつもの酒とミックスナッツ。おそらくこのナッツもルディの奢おごりとなることだろう。


    　昔は冒険者たちの出会いと交流の場だったらしいが、現在は異世界からもたらされたＳＮＳにその役割を奪われてしまったのだ。


    　これだけ空いていて、どうして経営が成り立っているのか？　来週あたりには潰つぶれているんじゃないのか？


    　しかしルディは他人のバーの経営状況を心配している場合ではない。


    　少なくともこのバーはいい時も悪い時もあり、その役割を果たしてきた。


    　しかしルディはまったくいい時を迎えることなく、いきなり勇者生活終了のピンチに立たされているのだから。


    「なあ、波風を立てないってなにかね？　盗聴器越しに、そう叫んでたらしいけどさ」


    　いつもの酒をひと口飲むと、ロットがぼそりと言う。


    　さすがのロットもほとほと呆あきれたといった様子であった。


    「いや、悪気はないんですよ。波風なんて立てるつもりはなかったっていうか……、本当にちょっとしたボタンの掛け違え的な？」


    「随分と掛け違えたな！　何個掛け違えるとああなるんだよ。最初のボタンを一番下の穴に入れてないか？」


    「……そんなでもないと思いますけどね」


    「そんなでもあるだろ！　街なかにあんなもん浮上させやがって。街中がお前らの話題で持ち切りだぞ！　だからあの馬ば鹿かババアとは関わるなってあれほど言ったのに」


    　ロットの言う馬鹿ババアとは当然ソニアのことだろう。


    　こんな酷ひどいあだ名がつけられているだけでも、嫌われっぷりがわかる。


    「本当に大変っすよ。毎日、マスコミと見物客に囲まれて」


    「急に城が浮上したらああなるだろ。馬鹿ババアとごちゃごちゃやってるって噂うわさだったから、ロクなことしてないだろうなとは思ってたけどよ。まさか、城出すとはな……。俺もいろいろしくじったことあるけど、城までは出さなかったぞ！」


    「俺に言われても。とにかく、起こっちゃったことは仕方ないじゃないっすか。ここからどうにかして穏便に済ませられないもんですかね？」


    「できるわけないだろ！　この城出し野郎！」


    　ロットは乱暴にミックスナッツを鷲わし掴づかみすると口に放り込む。


    　しまいには城出し野郎呼ばわり……。城出し野郎か……、はじめて浴びせられたタイプの罵ば詈り雑ぞう言ごんだ。


    　そもそも城はルディが出したわけではない。ただ城を出したグループの代表としてこの場に来ているだけの話である。城出し野郎ではなく城出しグループのメンバーである。


    「本当に波風立たせない方向で話はまとまってたんすよ……。なのに、本当にツイてないな……。城が出るなんてツイてない」


    「いいか、ルディ、大人の世界はな、結果がすべてなんだよ。お前がどうするつもりだったとか、そんな言い訳は通用しないんだ」


    　──そんな大人風味のお説教が聞きたいわけではない。


    　ルディはそう言い返したいところだが、今回はお願いする立場。口に出すのをグッとこらえる。


    「実際問題どういう感じなんですか？　その協会の上の方は？　やっぱり怒ってます？　俺ら干されますかね？」


    「俺もいろいろ探りを入れてるんだけどさ。怒ってるっていうか、大騒ぎだな。お前らを干すとか、それどころじゃねーよ。どう対応するか、連日、会議、会議だ」


    　それを聞いて少しホッとするルディ。


    　もしかしたら、まだ挽ばん回かいするチャンスはあるかもしれない……。


    　そうなれば、一いち縷るの望みをつなぐためにも、真相を究明しなければならないだろう。


    　──それにしてもどうしてコーポ勇者がこんなことに……。


    「それで、あれって結局なんなんですか？　本当に魔王城なんですか？」


    「それは……これから決まる」


    　ロットの答えは意外なものであった。


    「どういうことです？」


    「いいか、ルディ、世の中に〝本当〟なんてものはないんだ。あれがなんなのか、それは協会が決める。まさにいま行われている会議でな」


    　ロットはそう言うと、ことさら渋しぶい顔でミックスナッツをひとつ摘つまみ、言葉を続ける。


    「いまのところあれがなんなのかは決まってない。重要度の高い遺跡かもしれないし、遊園地のアトラクションの残ざん骸がいかもしれないし、もちろん魔王城かもしれん」


    　質問への答えとしては納得がいかないが、ロットの言わんとしていることは理解できた。


    「つまり適当ってこと？」


    「適当じゃねーよ。各種調整作業だよ。大人の公式見解は会議で決まるの！　そもそもお前らのせいだからな」


    　ロットの情報を整理すると、コーポ勇者の地下施設は勇者協会にとっては既知のもの。


    　しかし、このタイミングで浮上させられるのは想定外の出来事。そして、いまは対応のために会議中……、といったところらしい。


    「それで、どうなりそうなんですか？　会議はどんな感じです？」


    「さあなあ。俺は会議出れないから……」


    　やはり自由なスタイルの勇者であるロットは重要な場には出られないらしい。そもそも会議室が似合う様な風体をしていないのだが……。


    　ルディにとって唯一の協会とのパイプではあるが、肝心なところまで届かず、途中で途切れて、水漏もれしてしまっているパイプなのだ。


    　ルディの落胆を察してか、ロットはルディの肩をポンと叩たたく。


    「ただ、俺の長年の経験から言えることがひとつある」


    「なんですか？」


    「会議ってのは、基本あんまりおもしろくない！」


    　ロットはそう断言すると、ミックスナッツをひとつ口に入れる。


    　実に子供っぽい意見である。


    「そう言われて、俺がなるほどと言うとでも？」


    「待て、待て、お前はまだ若い。会議のつまんなさをわかってない。会議ってのはなあ、ほとんどの時間を、役に立つのかよくわからん資料を見せられて時間がすぎていく。無駄に時間をかけて作られた、口で言えば済むことを円グラフや棒グラフにした資料を眺めるんだ。とてもとても暇ひまなんだぜ」


    「……大人の台詞せりふとは思えないな」


    「いや、大人だから言える台詞だ。ルディ、いいか、ここからが重要だ。会議はつまらない。よって早く終わってほしい。っていうことはどうなる？」


    　ロットの目がギラリと輝く。


    「……会議出たことないんで」


    「ほぼほぼ、その場で一番偉い人の意見でまとまる！　そして今回のケースは会長が一番偉い。だから、どうせ会長の考えることに決まる！」


    　ロットは自信満々の口調でそう言うと、情報料とばかりにミックスナッツを追加注文する。


    　とにかくロットの読みでは、会議をしようがしまいが、会長の意見の通りに今後の計画は進むということだ。


    「ということは……会長の計画は？」


    「そこだな……」


    「そこですよ。どうなります」


    「……重要度の高い遺跡。……もしくは遊園地のアトラクションの残ざん骸がい、うーん、……魔王城ってラインも……まあ、ある」


    　ロットは急激に自信がなさそうな顔を浮かべ、小動物のようにポリポリとミックスナッツを齧かじる。


    「結局ナッツは食べるんですね。このナッツ減らし野郎！」


    「なんだ、その口の利き方は！　こっちは心配してやってんのに！」


    　怒りの形ぎよう相そうでミックスナッツを頬ほお張ばるロット。


    　ミックスナッツ。状況はともかくあとを引くおつまみなのである。


    「……それで、どうなると俺らにとって有利なんです？　逆に魔王城ですかね。それなら俺たちは発見者だから、干すってわけには……。むしろ英雄的な感じに？」


    「ふふふ、甘いな。魔王城を発見した大英雄が無名の新人勇者ってことにはならないだろ。お前らが発見者ってことは絶対に隠ぺいされて、大手事務所の一押しが発見者になってることだろうよ」


    「汚ねえ……」


    　ルディは吐き捨てるようにそう言うと、ミックスナッツをつまむ。


    「そりゃ汚くもなるさ。大おお事ごとだからな。まあ、お前らにとってベストなのは、アトラクションだろうな。それがなにかしらの事故で動いちゃって、お前らはその被害者ってとこか」


    「なるほど……。でもどうやって……？」


    「そこで俺の出番ってわけだ。古き良き勇者はつまらん会議なんて出なくてもいいんだよ。古い勇者には友情と酒さか瓶びんが一本あればいい」


    　ロットはいたずらっぽい笑みを浮かべながら、結局はミックスナッツを食べる。


    「会長と酒を酌くみ交かわして、直接交渉するってことですね」


    　ルディの手もまた自然にミックスナッツへと伸びている。


    「人間ってのは偉くなってくると、ペコペコするやつ、お世せ辞じ言うヤツにはウンザリしてくるもんだ。そんな人はさ、案外俺みたいな、なんにも気を使わねえ、肩書きが関係ねえ男と飲みたくなるもんなんだぜ。任せとけ。肩書き取っ払って男と男が腹を割って話せば、なんとかなる」


    　ロットはそう言うと、ルディに向かってウインクして見せる。


    　──気持ち悪い！


    　ルディはそうは思わなかった。いつもなら確実にそう思うところだろう。


    　しかしルディは強がっているものの、精神的に少々弱っていた。


    　それだけにロットがいつになく頼りになる感じがする。


    　酸いも甘いも噛かみ分けてきた大人の勇者。とくにミックスナッツを多めに噛み分けてきたタイプの大人の勇者。そんなイメージだ。


    「なんで俺の面倒をこんなに見てくれるんですか？」


    　減らず口ばかり利いているルディも素直になる。


    「前に言ったろ、お前は昔の俺に似てるんだよ。とくに生意気なところがさ」


    「俺そんなに生意気じゃないっすよ」


    「どこがだよ、これ以上生意気だったら、今回の件は関係なしに干されるぜ。でもよ、俺は勇者ってのは我が強いくらいじゃないといけないと思ってる。だからお前みたいなはねっかえりの若手は面倒を見てやりたくなるんだよ」


    「ありがとうございます……」


    　ルディの口から感謝の言葉が自然に出る。そして手は自然にミックスナッツに伸びる。


    　ロットはそんなのはいらないとばかりに手で払うジェスチャーで応こたえる。


    「いいんだよ。今回は俺がどうにかしてやる。その代わりにお前もいつか、若い勇者が困ってるときに助けてやれ。生意気で、不器用で、素直になれねえ、若い勇者をさ」


    　自由と冒険を愛し、なにものにもとらわれない古き良きロットのスタイル。


    　少々自由すぎて、全部は受け止められないが、ルディもまた一時はそのスタイルに憧あこがれた者。


    　ルディも自分のスタイルを確立して、いっぱしの勇者となった暁あかつきには、若手勇者を飯めしにでも誘って、ロットの話をしてやろう。


    　──自分と同じように冒険を愛するはねっかえりの若手勇者に。


    「……わかりました。必ず」


    　自由な勇者の気風はこうして引き継つがれていく。


    　ルディはロットに向かって手を差し出す。


    　その手をがっしりと握り返すロット。


    　──誓いの握手。


    　その手はお互いあとを引いて食べまくったミックスナッツのせいで、かなりベタベタしているのであった。
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    　ロットと別れ、家路につくルディ。


    　現在のルディにとって、自宅へ戻るというのはある種の困難なミッションである。


    　巨大な城と化したコーポ勇者。その最大の難所といえばやはり迷路ゾーン。


    　一応、外出に成功したときのメモを手にしているのだが、帰宅時には反対方向から通らなければいけないので、同じようにはいかない。


    　外出時は崖がけになっている部分を飛び降りることができたのだが、これをよじ登るとなると骨が折れる。


    　落とし穴、壁から飛び出す槍やりなどを回避しながら迂う回かい路ろを探す。


    「おーい、ルディ、ルディどこぉ？」


    　ルディのスマートフォンからはネネの声。


    　お互い同じ家の中に居ながら電話で会話することになるとは……。


    「いま、迷路だ。ちょっと待て！」


    　不機嫌に言葉を返すルディ。その目の前には壁、行き止まりだ。残念ながら道を間違えたらしい。舌打ちしながらＵターンする。


    「早くぅ、ルディ、どこなのさぁ」


    「だから、迷路だからちょっと待てって！」


    　ようやく迷路を抜け、闘技場への入り口へと続く階段を上る。この先の鉄の扉を抜ければ闘技場。闘技場の脇わきから階段をさらに上り、歯車の階、そして彫刻された柱と壁画の階、そこからさらに螺ら旋せん階段を上ればいよいよリビングへと出ることができる。


    　まだ先は長い……。


    「ルディ、どこぉ？」


    　ネネの声がスマートフォン越しではなく直接聞こえる。


    　声は真上の闘技場から。どうやら待ちきれなくて、近くまで迎えに来たらしい。


    「おーい。ルディ、大家さんが呼んでるのさぁ！」


    「…………」


    　鉄の扉にかけていたルディの手がピタリと止まる。


    　ついに来たか……。「大家さんが呼んでいる」との言葉を聞いただけで、手のひらにじっとりと汗をかいている。


    　大家、それはルディがもっとも恐れる存在のひとりである。


    　なにせ、ルディは家賃を滞納するタイプの勇者。そして大家はそんな家賃滞納勇者を暴力と恐怖で追い込み、必ず家賃を徴収する猛者もさ中の猛者。


    　現在、ルディは家賃を滞納していないのだが、その恐怖は心の深いところに刻み込まれているのだ。


    　──いつかは来ると思っていた……。


    　用件はもちろんコーポ勇者の現状についてだろう。


    　ルディは部屋の賃貸契約書を思いだす。たしか契約書にはなるべく貸した状態で使用するべき旨むねが書かれていた。無断でのリフォームは禁止。どうしても必要な場合は大家の許可を取る必要があったはずだ。


    　コーポ勇者を浮上させ、城化させる。これはリフォームのレベルをはるかに超えている。


    「ルディ……ルディはどこだ……。下にいるのか……どれ……」


    　野太くくぐもった大家の声。家賃を取り立て数十年、実践のなかで磨き上げたドスの利いた声だ。声だけで気の弱い人間なら絶命させられるような迫力がある。


    「ルディ、いま大家さんと闘技場なのさぁ。大家さんは闘技場がものすごく似合うのさぁ」


    　ネネの声もさっきより近づいている。


    「なんだい……この鎖くさりは……。足に引っかかったら危ないねえ……」


    「うわー、大家さんがぶっとい鎖引き抜いたのさぁ！　ルディ、凄すごいよぉ、片手でだよぉ！」


    　ネネに説明されるまでもなく、ガキッ、ゴリッと金属が千切れる不気味な音はルディの耳にも届いていた。


    　──あれを引き抜いたのか……。


    　ソニアの説によると、あれはこれまでに戦った強敵が登場する闘技場。


    　真偽は別として、いかにもそこで使うにふさわしい太い鎖だった。それこそ大型の船の錨いかりなどを繋ぐような、そんな鎖だったはずだ。


    「ルディ……早く来い……。大家を待たせるんじゃない。死にたいのか！」


    　階を隔へだてているとは思えない大音響。


    　そして、直後に、再びガキッ、ゴリッと金属が千切れる音。おそらくさっきの鎖を手なぐさみにさらに千切ったのだろう。


    　──会いたくない。絶対に会いたくない。


    　コーポ勇者がこんな状態になったのは決してルディが原因ではない。


    　むしろルディは変なことはするなと止めた側。そういう意味ではなにも負い目はないはずなのだが……。


    　もはや本能が大家を拒否しているのだ。


    「……あの……ちょっと迷路で迷ってしまいまして。時間かかりそうなので、そこから話してもらっていいですか」


    　天井につけられた鉄の扉。


    　いまはそれが自みずからの身を守る防壁であるかのように感じる。


    「まったくしょうがないね……。久しぶりに……お前のマヌケ面を拝んでやろうと思ったのによう」


    　──一切拝まれたくない！


    　むしろ永遠に顔を合わせず済ませたい。ルディは心の底からそう思う。


    「まあいい、ルディ、聞こえてるか……。用件は……この、建物のことだよ……随分と変わっちまったねえ……」


    　ルディの真上からズシンズシンと地響きが聞こえる。床は相当分厚いはずなのに、いまにも踏み抜かれてしまいそうな気がする。


    「いや、俺はなんもしてないですよ！　むしろ俺は被害者です！」


    　必死になって弁解するルディ。


    　なんだかわからないが、とにかく謝りたくなる気持ちをグッと抑えて無罪を訴える。


    「ルディ、誰が悪いとか、そんなことは聞いてないんだよ！」


    　ルディの弁解を遮さえぎる、大家の声。


    　その発音ひとつひとつが暴力の塊かたまりのように感じる。


    「いや、でも……」


    「ルディ……ルディ！　……ありがとうな」


    　──いま、お礼を言われたのか!?


    　あまりに暴力的なオーラと口調のせいで、発言内容が頭に残らない。


    「……あの、なにが？」


    「こんなに……部屋数を増やしてくれて……ありがとうな」


    　──この期に及んでさらに部屋を貸すつもりだ！


    　周りを野次馬に取り囲まれて、報道陣が殺到しているのに。そういったことは全然気にならないらしい。


    「……喜んでもらえたのならよかったです」


    「グハハ……この部屋も趣味がいいな。区切って女子の部屋にしたら、喜ばれそうだ！　夢中で頑張る君にエールを！　ワハハ、グハハ！」


    　大家の笑い声が響き渡る。


    　悪党が邪魔者を消し去ったときこんな笑い方をするのだろう。そんな風に思わせる不気味な笑い声だ。


    　しかも大家がいまいるのは闘技場らしき場所。ルディの記憶によると、かなり不気味な雰囲気のスペースだったはずだ。


    　──それを女子の部屋にするってどういうセンスの持ち主なんだ……。


    　とはいえ、もちろんそんなことは口に出せない。


    　なんにしろ、大家は上機嫌である。これによってルディの懸念のひとつは解消された。


    　ならば、ご機嫌ついでに……。


    　ルディは真相究明に乗り出す決意をする。


    「あの、大家さん、ここってなんなんですか？」


    　これまでの話しぶりから、大家もまたコーポ勇者の地下（いまとなっては地上だが）にこのような構造物があったことは知らなかったらしい。


    　しかし、なにかしらルディの知らない情報を持っているかもしれない……。コーポ勇者になる前はどのような状態だったのか？　そのときの所有者は？　そしてどのような理由でここが大家に渡ったのか？


    　ここが普通の賃貸物件だったころにはまったく興味がなかった話だが、現状を打破するためには重要な情報だ。


    「ルディ……いいかい……ここはね……私の……収入源だ……ここに住む、貧乏人からよぉ、……たいして持ってねえ金を巻き上げてよぉ……おまんまを食ってんだよ！」


    　非常に大量のおまんまを食べそうな大家ではあるが……。


    　しかしルディの聞きたいことはそのようなことではない。


    「あの、ここって大家さんの土地なんですか？　もしそうなら、以前の所有者は？」


    「ルディ……てめえ、勇者から税金取りにでも転職したのか？　ああ？　私が勇者よりも嫌いな職業はただひとつ。それが……税金取りだ。取れるもんならよ……力ずくで取ってみろや……粉砕骨折、開放骨折、複雑骨折、そんなお釣つりが来るかもなああああ！」


    　ルディと大家を隔へだてる鉄の扉がビリビリと震える。……あいかわらず怖すぎである。


    「あの、転職してないです……」


    　──ルディ・シュミットは勇者である。税務署員ではない。


    　であるとしても、税金はキチンと払うべきだと考えている。納税は国民の義務、力ずくで追い払うなどもってのほかである。


    　もちろんそんなことは怖くて言えないが……。


    　ルディは税金とは無関係であること、コーポ勇者がどうしてこのように姿を変えたのかが知りたいだけであることを伝える。


    「……あれは何年前だったか。もうずいぶんと昔の話だ……」


    　大家はドスのきいた声で昔話をはじめる。


    「ここで大家をはじめる前、私はこことは別のアパートで大家をやっていたんだ。……そう、お前たちが若手の勇者であるように……私にも若手の大家だった時代がある。……とにかく大家として結果を出したくてもがいていた……。そりゃガムシャラだった。いまよりガムシャラに家賃を取り立てた。月に二回、三回、毎日でも……それこそ目が合った瞬間に家賃を取った。身ぐるみを剥はいだ……。だが頑張っても、頑張っても、成果は出なかった……。ついには入居者がゼロになった」


    　……完全に頑張りの方向が間違っている。


    　それにルディが聞きたいのは大家の昔話ではない。


    　しかし、そうも言えないので、じっとこらえて昔話を聞く。


    「……私は自暴自棄になっていた。入居者もいねーのに、維持費は出ていく。固定資産税も取り立てに来る。イライラして、アパートもぶっ潰つぶした。税務署員もぶっ潰した。そして私は行き場のない、物件なしの野良大家になったんだ……」


    　……野良大家って。


    「貸す部屋のない大家さんって、ただの無職なのさぁ」


    　ルディが言えないことを平然と言ってしまうネネ。


    「黙れ、小娘！　延えん髄ずいを引き抜かれたいか！」


    　案の定、風圧で壁の一枚ぐらい吹き飛ばすんじゃないかと思えるほどの怒声が響き渡る。


    「大家さん怖いよぉ」


    　ネネの怯おびえた声が聞こえる。どうやら延えん髄ずいは無事のようだ。


    「……いいか、大家ってのは……心の持ちようなんだよ。……自分は大家だ、他人から家賃を取り立てたい。その思いがあれば、大家なんだ。物件は関係ねえ！　わかったか！」


    「はい……」


    　ネネのしょんぼりした声。


    「わかったらいい。とにかく野良大家として彷徨さまよっていた私は、次の物件を探していた。安く手に入って、ちょっと蹴けったくらいじゃあぶっ潰つぶれない、丈夫な物件を……そのとき、声をかけてくれたのが、勇者協会の人だ」


    「勇者協会？　俺たちの業界の、勇者協会ですか？」


    「そうだよ。他にあんのか！　とにかく……安かったんだよ。……とんでもなく安い金額でここを払い下げてくれるって話だった」


    　いよいよ話はルディにとっての核心に近づいてきた。


    「どうして、安い値段で譲ゆずってもらえることになったんですか？」


    「さあね……ただ、条件はあったがね。……それは入居者を協会が選ぶってことさ。……もちろんリストはみんな勇者だったがね……」


    　勇者専用の賃貸物件。協会は勇者のための寮でも作りたかったのだろうか？


    　しかしそれがたまたまこんな不気味な城として浮上するものだろうか？


    　やはり別の目的が……？


    「大家さん。なぜ協会はリストアップした勇者だけにここを貸すように指示したんですか？」


    　ここが本当はどんな施設なのか？


    　そしてルディたちが協会の指示でここに入居させられているとしたら、その理由は？


    　そもそもいまになって考えてみれば大家のばあさんとは思えぬこの怪力。


    　不自然、あまりにも不自然である。


    　ルディは意を決して、階段を駆け上がり、鉄の扉を開け放つ。


    　闘技場の中心に出るルディ。


    　ルディの視界に大家の後ろ姿が飛び込んでくる。服の上からでも鍛きたえ抜かれた広背筋の盛り上がりが見て取れる。


    「大家さん、あなたいったい何者なんです？」


    　ゆっくりと振り向く大家。


    　大家の姿を正面から見たのはいつぶりであろうか、おそらく入居した初日、それ以来のことかもしれない。


    　目を合わすだけで背せ筋すじが凍こおる。戦闘用ゴーレム、火竜、毒消し草でラリったクリストフなど、ルディも死線を潜くぐり抜けてきたが、やはり大家だけは別格である。


    　地響きを立てて、巨大な靴くつが一歩分ルディの方へと近づく。


    　ルディの真上から大家の獣けもののような息遣いが聞こえる。


    「何者……？　私はただの大家だ。勇者とはなんの関係もない……家賃さえ取り立てられれば、あとは興味ないね。ククク、持っていないやつからよお、強引に……家賃を取り上げたときのあの悲鳴、やっぱり大家は最高だああ！」


    「でも、その怪力は……？」


    「ああ？　家賃を取り立ててたら、自然にこうなるんだよ！　お前も次に滞納したら、圧縮してやる。お前の身体からだをよお、ぎゅうっとマグカップに入るくらいによお！　ククク、グハハ！　まあ今日のところはお礼が言いたかっただけだ……安心しな、ククク、ウハハハ」


    　ズシンズシンと大おお股またで歩き去る大家。


    　その巨大な背中はなかなか小さくならない。


    「大家さんは大家さんだったねえ」


    　その後ろ姿を見ながらネネもほっと安あん堵どのため息を漏もらす。


    　神経が図太いネネでも、やはり緊張はしていたようだ。


    「逆に謎なぞが深まったな……。結局ここはなんなんだ……？」


    「さあねえ。でも大家さんは格好いいねぇ。将来は大家さんみたいになりたいのさぁ」


    「……あんなもんにはなれないし、なろうとしない方がいいぞ」


    「そうかな？　私ももっと鍛きたえて、人間をマグカップの中に入れちゃえる人になりたいさぁ」


    　──なにに憧あこがれているんだ……。


    　ルディにとってはネネの趣味嗜し好こうもまた謎が深まるばかりなのであった。
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    『市街地に突如現れた謎の建造物。それはかつて消失した魔王城だと思われる。現在、魔王城内部に出没している人型の存在は魔王の手下、もしくは魔王を崇拝する人間だと推測される』


    　勇者協会より正式なコメントが発表されたのは、ロットと別れた三日後であった。


    　新聞の一面を堂々と飾る新生コーポ勇者の雄姿。


    　異世界から転生してきたと言われるジャスティスと呼ばれる敏腕経営者の経営するポータルサイト、ＹＡＦＯＯ異世界のトップニュースにもなった。


    「あいつ、全然、頼りになんねーじゃねーか！　ふざけやがって！　ミックスナッツ大食い野郎！　裏のルートどうなってんだよ！　通行止めじゃねーか」


    　ルディの口からは考えつく限りの悪口が止めどなく流れ出す。


    　もちろんその標的はロットだ。


    　あれほど頼りがいのある態度を取っていたのに、ほどなくしてロット自みずからが言う最悪の選択肢が発表されたのだから、悪口などいくら言っても言い足りないくらいである。


    　もちろん、その怒りはロット本人にも伝えずにはいられない。


    『どうなってるんすか！　男と男が腹を割れば、なんとかなるんじゃ？』


    　怒りのメッセージをメッセンジャーアプリで伝える。


    『会長を飯めし誘ったんだけど、返事なかった（・＿・ ; ）』


    『絵文字使ってんじゃねーよ。いまからでもなんとか会長に会って、交渉してくださいよ！』


    　ルディ、怒りのフリック入力。圧倒的なすばやさで返信を送りつける。


    『まだ、前のメッセージに既読ついてないし、あんまり何回も誘うのも……』


    『スルーされてんじゃねーよ！　どうにかしろよ』


    『なんかブロックされてるっぽいんだよね（[image: ][image: ][image: ]）』


    『オッサンがオッサンにブロックされてんじゃねーよ。他に連絡手段あるだろ！　こっちは魔王の一味にされてるんだぞ！』
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    『スタンプで終わりにしてんじゃねーよ！　意味がわからん！』


    　しかしルディのメッセージにいつまで経たっても既読がつかない。


    　……どうやら逃げたようだ。


    　──あんなオッサンを信じた俺が馬ば鹿かだった。


    　ルディはスマートフォンを画面が割れない程度の力でベッドの上に投げ捨てる。


    　やはり、頼れるのはコーポ勇者の仲間たちだけ。ルディが先頭に立って仲間たちと協力してこの困難を乗り越えるしかないのである。


    「ルディ、テレビでまたウチらのことやってるよぉ」


    　リビングからネネの声が聞こえる。


    　いまはおいそれと外出などできない。自分の住居の情報ですらテレビとネットから入手するしかないのだ。


    　リビングに下りると、ナディーネとネネがテレビの前に座っていた。


    　ナディーネは普段ならアルバイトに行っている時間帯だが、欠勤中。やはり城を出してしまってはシフトに入るわけにはいかないのだ。


    「あ、ルディ、記者会見がはじまるところだよ」


    　ナディーネはテレビからちょっと視線を移して、軽く微ほほ笑えむ。


    　テレビに映っているのは勇者協会の会長と、勇者協会魔王城問題特任情報分析官なるよくわからない肩書きのスタッフの人。


    　ルディたちはこの事件が起こるまで会長の顔も知らなかったが、いまでは毎日のように見る顔、おおよそ元勇者であるとは思えない、でっぷりと太った中年の男性である。


    『現在、市街地に突如現れた魔王城についての最新の調査状況をお伝えします』


    　会長がそこまで言うと、あとは謎なぞの肩書きの人が説明を代わる。


    　ホワイトボードに張り出される、コーポ勇者の内部構造を示す図。


    　おそらく不動産屋さんから入手したのであろう、ルディが入居する前に見せられた、間取り


    図と同じものである。


    　一階にはリビングとキッチン。そして男性陣の部屋。螺ら旋せん階段を上がると、女性の部屋が三つ。左から順にアーニャ、ネネ、ナディーネの部屋。


    『やはりこういった城の場合、最上階こそがもっとも重要な部分となります。勇者たちは各階に仕掛けられたトラップ、そして魔王の配下を倒し、最後にこの階へとたどり着くわけです』


    　謎の肩書きの男はもちろんそれをコーポ勇者の間取りとしてではなく、魔王城の最上階の構造として説明をしている。


    　指し棒を使い、最上階への侵入ルートを説明する謎肩書き男。


    『そして最後に辿たどり着くのがこの部屋です。ここが魔王の間であると考えられます。こここそが最終決戦の地です』


    　指し棒が止まった位置はナディーネの部屋だった。


    「わぁ、ナディちゃんの部屋だぁ」


    　ネネがなんだか嬉うれしそうに言う。


    「そ、そうだね……」


    　もちろんナディーネはまったく嬉しそうではない。


    『そして現在までの魔王の間の調査状況なのですが……』


    　次々と張り出される、ナディーネの部屋を外から撮影した画像。


    　窓とカーテン。そして、カーテンの隙すき間まからチラリとのぞくナディーネの顔。


    　続いてその顔が拡大された画像が張り出される。


    　謎の肩書き男はナディーネの横顔に指し棒を向ける。


    『これが魔王と推測されます』


    「えーっ、私!?」


    　ナディーネが珍しく大声を上げる。


    　無理はない。突如として魔王に認定されてしまったのだから。


    　アルバイトに精を出しすぎでもはや飲食店従業員としてすごす時間の方がはるかに長いナディーネであるが、ナディーネもまた勇者。それが急に魔王になってしまったのである。


    「ナディちゃん、魔王だったの？」


    「やめてよ、ネネちゃん！　そんなわけないでしょ」


    「だってテレビでやってるよ？」


    「テレビを鵜う呑のみにしないで！」


    「そうだよねぇ。ナディちゃんは魔王っぽさゼロなのさぁ」


    　ネネに言われるまでもなく、こんなに料理が得意で働き者の将来いいお母さんになりそうな雰囲気満載の魔王はいない。


    　そもそも魔王は手作りのパンケーキを焼いたりしない。


    　しかし、テレビに向かって、どれだけ否定しても、その声は届かない。


    　テレビの中ではつつがなく、魔王城の現状、それに対する勇者協会の備えについての声明が続く。


    『ご安心ください。我が協会には腕利きの勇者が多数在籍しております。必ずや魔王を討伐し、市民の皆さんの安全な暮らしを取り戻します！』


    　最後は会長が力強く、そう断言し、記者会見が終了する。


    　記者会見が終わり、テレビではＣＭが流れている。


    　それを焦点の合っていない視線でぼんやりと眺めるナディーネ。


    　完全に放心状態である。


    　ＣＭでは過払い金が戻ってきた、借金に悩む男性が晴れ晴れとした笑顔を見せているが、ナディーネはその正反対、ものすごくしょんぼりしている。


    「どうしよう……」


    　ナディーネはすがるような目でルディを見つめる。


    「大丈夫だって、そもそも魔王じゃないんだからさ。説明すれば疑いは晴れるって」


    　ルディはナディーネの不安を取り払うように、軽く背中に触れる。


    「でも、腕利きの勇者が、……倒すって」


    「そもそもいまの勇者業界に腕利きなんかたいしていねーよ。どいつもこいつもメディア露出と営業ばっかなんだから。チョロいチョロい」


    　ルディはあえて明るく軽口を叩たたく。


    「そうだよぉ、大丈夫さぁ。勇者がナディちゃんを倒しに来ても、私のモーニングスターが炸さく裂れつするのさぁ！」


    　ネネもルディに同調してことさら明るく振る舞っている。


    　まるでモーニングスターを手にしているかのように、両手を振り回す。


    「ネネも事務所に入ってから、腕が鈍なまってるんじゃねーの？　ゲテモノの食レポとかしかしてねーだろ」


    「そんなことないさぁ。食レポ以外もやってるもん。イベントコンパニオンとか、ネットラジオとか」


    「どれも勇者関係ねーじゃねーか。ダメだな、これは腕が鈍ってるの確定だな」


    「そんなことないよぉ！　持ってるのはナイフとフォークでも心のモーニングスターはいっつもトゲトゲなのさぁ！」


    　ルディとネネはじゃれ合うように口論する。コーポ勇者の定番の光景。


    　その様子を見て、ナディーネもかすかに笑顔を浮かべる。


    　どうやら少しは落ち着いたようだ。


    「まあ、とにかく安心しろ。ネネの腕が鈍なまってても、俺がナディーネには指一本触れさせないからさ」


    　ふざけた雰囲気でごまかしつつ、ルディはちょっと照れ臭くさい言葉を言う。


    「違うよ、ナディちゃん。ルディより私が頼りになるのさぁ！　私は誰よりも他人の頭にモーニングスターを打ち込むのが大好きな少女なのさぁ！」


    「……ちょっと怖いよネネちゃん。それだと本当に魔王側だよ」


    　はげましたつもりで、結局はナディーネを不安にさせるネネなのであった。


    



    　魔王城と認定されてしまったコーポ勇者。


    　外から見れば不気味な古びた城であるが、ルディたちにとっては生活の場。少なくとも当座は、ここで暮らすしかない。


    　意外なことに、魔王城として浮上して以降、リビングは浮上前よりもすっきりとしていた。


    　自分の部屋に収まりきらない私物をそれぞれが勝手に共有スペースであるリビングに置いていたのだが、それを新たに出現した下層に移したためだ。


    　おかげで闘技場にはまったく似つかわしくない生活感が出てしまったが……。


    　とにかく、すっきりして開放的な雰囲気になったリビングであるが、暮らしやすくなったかといえばそうでもない。


    「ついに、見つけたぞ、魔王め！　この世界を決して滅ぼさせはしないぞ。人間の力を、愛の力を、思い知るがいい！　くらえ、エターナル……ぐああああ」


    　リビングに響き渡る、台詞せりふ口調の叫び声。


    　エターナルなんとかが炸さく裂れつする前に、ルディの必殺技、ファナティック・グレート・レッグ・スラッシュ・バージョン３スリーが叫び声を発した主の脛すねをしたたかに打ちつけていた。


    　ただしルディのロングソードは鞘さやに入ったまま。


    　さすがに人間を抜き身で切りつけるわけにはいかない。


    「ぐうう、こっちがまだ台詞を言っている途中で……。卑ひ怯きような、さすが魔王の手下……」


    　爽さわやかなイケメン顔を苦く悶もんで歪ゆがませながら、気絶する若い男。


    　この爽やかフェイス、以前に見たことがある。


    　──こいつ、最終面接にいたやつだ。


    　ルディは以前、新人勇者の登竜門的オーディションで最終選考まで残ったことがある。


    　そのときに見かけた顔だ。


    　おそらくその後、オーディションに受かり、期待の新人勇者として、魔王討伐にチャレンジしたのだろう。


    　まさか、こんな形で再会することになるとは……。


    　──実にいい気味である！


    　ルディの脳裏から、人を打ちつけた罪悪感がきれいさっぱり消えていく。


    「ルディ、大丈夫？」


    　ルディの後ろに隠れてことの成り行きを見守っていた、通称、魔王ことナディーネが心配そうな声を上げる。


    「ああ、ちょっと、こいつを入り口まで引っ張ってくわ」


    　魔王城と認定されてしまったコーポ勇者。


    　すでに何人もの勇者たちが、この城に挑いどみ、敗れ去っていった。


    　今日もまたいつの間にかリビングにまで勇者が上がり込んでいたのである。


    　──ちょっとだけ強くなってきたか……。


    　ルディは再会直後に気絶したオーディション仲間を引きずりながら思う。


    　おそらくいま挑戦しているのはまだ下っ端クラスの勇者だけ。


    　狡こう猾かつな勇者協会は魔王城のピンチ感を演出するために、最初は新人を、徐々に実力者を、そして満を持して、本当に魔王を討伐させたいスター勇者を送り込んでくるはずだ。


    　──こちらも手を打たないと、本当にナディーネを討伐されてしまう。


    　そんなことはさせない。現在のルディは勇者なのかもはや曖あい昧まい。


    　おそらく魔王の手下とみなされていることだろう。しかし勇者と呼べない状況になっても、仲間を守るその気持ちはまったく揺るぎないのだ。


    「ナディちゃんも大変だねぇ」


    　ネネはこんな状況になっても、まだリビングでテレビを観ている。


    「うん、でも大丈夫だったから」


    「毎日テレビではナディちゃんのことばっかりさぁ。今日は誰がやられたとか、あと逆にかわいいみたいなことになって、魔王ファンクラブとかできてるらしいよぉ」


    「私……魔王じゃないし」


    「ねえ、ナディちゃん。ちょっと倒させてくれない？」


    　ネネが恐ろしいことを言い出す。


    「なに言ってるの！　嫌いやだよ」


    「だって、ナディちゃん倒すと、英雄になれるらしいよぉ。ちょっとだけでいいから」


    　ネネ……。仲間を守るその気持ちが完全に揺らいでいる！


    　そもそもちょっと倒すってどんな状態なんだ？


    「おい、ネネ、酷ひどいぞ！　そんなことしたら、お前をこいつみたくするはめになるからな」


    　ルディは気絶しているオーディション仲間をネネの前に転がす。


    「ルディ、冗談さぁ！　そんなことしないよぉ。ナディちゃんが落ち込んでるから、冗談で励はげまそうとしただけなのさぁ」


    　ネネはまったく悪びれることなく、ペロリと舌を出す。


    「励ますタイプの冗談じゃなかったぞ！」


    「大丈夫だよぉ。コーポ勇者の仲間はみんなナディちゃんの味方なのさぁ！」


    「そ、そうだよね……」


    　ナディーネはネネに向かってはにかんで見せるが、その笑顔は完全に引きつっている。


    　──まあいい。


    　ルディは再び、オーディション仲間を入り口に廃棄する作業に戻ろうとする。


    　そのときだった。


    『いやー、彼女はね、料理がとっても上手ですね。いわば、部下たちの胃袋から掴つかむタイプの魔王ですよ』


    　テレビから聞こえる、馴な染じみのある声。


    　番組では魔王に関する重要な情報を持つとされる男が、魔王に関する重要情報を語っているらしい。


    　その重要な情報を持つ男……。


    　磨すりガラスで顔が見えないように保護されているが、浮かび上がるロングヘアのシルエットにもなんとなく馴染みがある。


    　──こいつはクリストフじゃねーか！


    　すでにひとり脱落。完全に仲間を売っている！　


    「おい、このクソ野郎！」


    　テレビに向かって怒鳴っても意味はないのはわかっているが、それでもルディはそうせずにはいられない。


    『みなさんが思っているより凶暴ではないですよ。普段は異い民たみでアルバイトしてますし』


    　クリストフは得意げにナディーネについて語っている。


    　語られるナディーネについての情報はルディたちにとっては真実そのものであったが、テレビ的には想定外の情報だったようで、生活感がにじみ出る普通の暮らしっぷりに司会者は当惑しきり。


    　おそらくもっと凶悪で魔王らしい情報がほしかったのだろう。


    　なんとか、悪いエピソードを引き出そうと、クリストフに何度もそのようなエピソードはないかと振る。


    『そうですねえ。僕はね。女性を性的な目で見るのが大好きなんですけど、そういった視線を送ると、殺意のこもった視線を返してきますね。あとお尻しりを触ると、手をつねられます！』


    　むしろ、ナディーネの悪い部分ではなくクリストフの悪あく癖へきばかりが披ひ露ろうされている。


    　しかし、クリストフが裏切ったことは間違いない。


    　おそらくテレビに出れば出演料がもらえるのだろう。金で仲間を売るとは、変態だとは思っていたが、金に汚い変態だったか……。


    「……ルディ、あれは私がお願いしたんだよ」


    　いつの間にかアーニャがリビングに姿を現している。ルディの怒りの表情から言いたいことを察したのだろう。先回りして、ことの事情を説明しはじめる。


    　アーニャの考えによると、こそこそ隠れたら、それこそ勇者協会の思うツボ。


    　逆に堂々と、積極的に本当のナディーネの姿を発信していった方が事態はいい方に向かう可能性は高い。隠すことなくありのままのナディーネを見てもらう。


    　そうすれば、必ずナディーネが全然魔王っぽくない普通の働き者の娘さんであることが伝わるはず。


    　魔王どころか、勇者としてもどうかと思うくらいの普通の娘さんであることが……。むしろ普通すぎて、逆にちょっと怖いくらいであることが……。


    「でもクリストフさんも酷ひどいよ。異い民たみの名前まで出さなくてもいいと思う。バイトに行きづらくなっちゃうよ」


    　──おそろしいことに、この期におよんでもナディーネはバイトを続ける気であった！


    　なんたる働き者の娘さん！


    　残念ながら、すでにクビになっている可能性が大ではあるが。


    「それにしても、なんで勇者協会もナディちゃんのこと魔王だって言うんだろうねえ。ナディちゃん違うのに」


    　ネネがアーニャに向かって言う。


    「……協会にとっても予定外だったんだと思う」


    　アーニャは気だるそうに髪をかき上げながら言葉を続ける。


    「ここを使って本当は別のことがしたかったんじゃないかな？　でもソニアさんが勝手なことしたから……」


    　アーニャの読みではいまは協会も混乱しているのだという。


    　ソニアのせいで誰もが振り回されているのだ。


    　しかし、どれだけ外部の状況に振り回されようと、ルディのやることはひとつ。


    　──ナディーネを守る。


    　ただそれだけだ。


    「さあ、ご飯にしようよ。あんまり買い物にいけないから、あり合わせのものになっちゃうけど……なにか食べたい物ある？」


    　ナディーネはいつも通りのにこやかな笑顔を浮かべる。


    　マイペースなのか、意外と肝が据すわっているのか……。


    　もしかしたら、いち早くこの生活に慣れてしまったのか……。


    　──いちばん振り回されていないのは、もしかしたらナディーネかもしれない。


    　ルディはその笑顔を見ながら思うのであった。
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    「この階は一見、普通のリビング風なんだな……、なるほど、なんか逆に禍まが々まがしいな」


    　ロットはリビングに通されると、珍しそうにキョロキョロとあちこちを眺める。


    「っていうか、これは元々です。まあ座ってください」


    　ルディはロットともうひとりの男をソファーへと案内する。


    「あの、お茶とコーヒーどちらがいいですか？」


    　キッチンからナディーネの声。


    「あ、いや、魔王からお茶を出してもらうわけにはいかないんでね」


    　男はお茶もコーヒーも拒絶する。


    　その男の顔にルディは見覚えがあった。


    　最近テレビで覚えた顔。そう、ルディたち勇者を監督する勇者協会の会長である。


    　いかにも高級そうなスーツ姿。袖そでからのぞく重そうな腕時計。余裕のある態度。勇者ではなく権力者のオーラを放っている。


    　魔王の配下認定されているルディではあるが、それでもやはり緊張する。


    　いつもならおもいっきり身体からだを投げ出して座っているソファーに、今日は背せ筋すじを伸ばし、かしこまって座る。


    　ルディの隣にはアーニャ。ふたりがコーポ勇者側の交渉担当である。


    　会長はちらりと高級腕時計に目をやると、単刀直入に本題を切り出した。


    「この、えーと、ロッ……、ロットさん？　からざっくり話は聞いていると思うが、折り入って相談があってね」


    　会長の言う通り、知り合いアピールした割りには会長から名前も覚えられてなかった男、ロットからルディはメールを貰もらっていた。


    　会長がコーポ勇者のメンバーと内密の交渉をしたこと……。


    　その交渉内容とは……。


    「結論から言うと、我々指定の勇者に倒されてほしい。もちろん十分な見返りは払う」


    　会長はまったく表情を変えることなく言う。


    　この件はメールにも書かれていた。


    　協会一押しの勇者に魔王ことナディーネと配下であるルディたちが倒される。


    　その代わり、協会は謝礼を払う。


    「会長さんが十分な見返りって言ってんだから、そりゃ相当なもんだぜ。それにお前たちの希望もあれば聞いてくれるって言ってくれてるからよ」


    　ロットはどこか疲れているように見える。


    　無ぶ精しよう髭ひげを剃って身だしなみを整えてはいるが、かなり顔色が悪い。吐き気をこらえるような仕草も目につく。


    　おそらく二日酔い。会長へとたどり着くために、肩書き取っ払って男と男が腹を割って話す日々が続いたのだろう。


    　ルディになんとかすると見栄を切って、失敗した手前、なんとか挽ばん回かいしようと奔ほん走そうしてくれたのだ。


    「倒されると言ってももちろん本当に殺すわけじゃない。魔王のお嬢さんも倒されたフリをしてくれれば、あとはこちらで上う手まくやる。その後は名前を変えて、田舎いなかで目立たないように暮らせるように手は打つ。もちろん生活費も提供しよう」


    　会長はそう言うと、ナディーネに微ほほ笑えみかける。


    「ここよりもダントツいい家も用意してくれてるらしいし、引っ越しの支度金も出してもらえる。魔王のお嬢さんは料理が好きなんだろ、家庭菜園ができるスペースもあるし。道の駅も近くにあるぞ。婆ばあさんどもが、コネた餅もちを売ってるぞ」


    　ロットは得意げにつけ加える。おそらくロットなりに事前に条件交渉をしてくれたのだろう。一応、ナディーネの趣味嗜し好こうもリサーチして踏まえてくれているようではある……。


    「……安すぎる」


    　そう返答したのはアーニャだった。


    「おいおい、家一軒だぞ、お前らの暮らしじゃ、一生かけても買えないぞ」


    「……そんなレベルじゃないですよね」


    　アーニャはロットを無視して、会長に話しかける。


    　たしかにこれは勇者協会にとっても重大な案件。田舎の家一軒など協会の予算からいったらタダ同然のギャランティーである。


    　アーニャは交渉の余地ありと思ったのだろう、ずいっと身を乗り出して、鋭い視線を会長へと送る。


    　その視線を受け、会長の表情も一変する。


    　テレビで見た人畜無害の中年男性から、歴戦の古ふる強つわ者ものの雰囲気へ……。


    「……勘違いしては困るな。こっちは温情で言っているんだ。別に交渉などせずとも、問答無用で討伐してもいいんだぞ。だがな、それではあまりにもかわいそうだからわざわざ出向いたんだ。君たちの勝手な行動が招いたこととはいえ、命まで取るのは忍びないからね」


    　これまでとまったく迫力が違う。


    　目的のためならどんな手でも使いそうな男の雰囲気。……これまでにも数々の表に出せないことに手を染めてきたのだろう。


    　しかし、だからといって、そんなことで怯ひるむルディではない。


    「……俺たちだって、一応、勇者なんでね。そう素直にはやられませんよ」


    　ルディは真っすぐに会長の目を見て言う。


    「ほほう。君はなかなか肝が据すわっているね。相当の修羅場をくぐっているな。いまどきの勇者の子には珍しい」


    　会長がかすかに笑みを浮かべる。


    　たしかに大した迫力だが、ルディはこういったプレッシャーには慣れている。そう、大家から受ける殺意に比べれば、これくらいなんともないのだ。


    「あの、せめてちゃんと教えてもらえませんか？　ここはなんなんですか？　どうしてこんな事態に巻き込まれたんですか？」


    「なるほど、本当に知らないようだな……。さてどうしようか？」


    　会長はそう言うと。しばし黙り込む。


    　どこまで情報を伝えるべきか悩んでいるのだろう。


    「だから前にも言ったろ、真実なんかどうでもいいんだよ。会長が魔王城って決定したら、もうそうなんだよ。いまさら、なにを言っても変わんねえんだよ」


    　ロットが代わりに答える。


    　それは以前にルディが聞いたことのある見解だったが……。


    「違うよー。本当のー本当にー、ここは魔王のお城なんだよ──！っ！」


    　ソニアが大声を上げて、リビングに飛び込んでくる。


    　──あんなに出てくんなって言ったのに……。


    　コーポ勇者浮上事件の張本人であるソニア。


    　本来ならこの場にいるべきなのであろうが、残念ながら会話がままならないほど空気が読めない。交渉ごとには邪魔にしかならないので、引っ込んでもらっていたのだ。


    「ああ、あんたが噂うわさのロリ婆ばばあか……。あんたのせいで大変なことに……」


    「ここは魔王のお城なのっ！　誰が決めるとか、そんなの関係なしに本当の本当なのー！」


    　ロットの話を遮さえぎって、大声で何度も「本当」を連呼するソニア。


    　これにはロットも苦笑いするしかない。突然の駄々っ子登場に、「どうします？」といった視線を会長へと送る。


    　一方の会長は苦笑などしてはいなかった。むしろ先ほどよりも真剣味が増している。


    　天井を仰あおぎ、しばらく考えたのち、ゆっくりと口を開く。


    「……そうだ。ここは本当に魔王城だ」


    　その口調は冗談を言っているようには思えない。


    「ほーらねー、やったねー、ほらほらー、どうだい君ぃー。大発見だよー」


    　ソニアは得意満面。ルディの前でヘンテコな踊りを踊っている。


    「大発見ではない。我々はずっと前からここが魔王城であることを知っていたのだから」


    　その踊りを見せつけられても会長は表情ひとつ変えない。


    「えー、どういうことー!?」


    　ソニアの踊りがピタリと止まる。


    「まあ、仕方がない、ならばすべて話そうか……すまないがお茶をいただけるかな」


    　会長は断っていたお茶をナディーネに頼む。


    「かつてひとりの大勇者によって魔王は倒された。これは誰でも知っている話だ……」


    　会長の話は子供でも知っている常識的な話から始まった。


    　大勇者ブレイズによる魔王討伐。


    　そのことにより魔の力は急激に弱まり、世界にはついに平和が訪れた。


    　人類は魔物の恐怖におびえることなく暮らし、生産性は向上し、人口も急激に増えた。


    　発展するテクノロジー。豊かな生活。誰もが以前よりも幸せになるはずだった。


    　ある例外を除いては……。


    「……例外、それが我々勇者だったんだよ」


    　そこまで話すとカップに残っていたお茶を飲み干す。


    　すかさず、新しいお茶をナディーネが注つぐ。


    　会長はナディーネに軽く会釈すると会話を続ける。


    「倒すものがいなくなっては、自分たちの仕事が無くなってしまうからね」


    　人類の脅威となる魔物の存在なくしては、勇者の出番もないのだ。


    　すでに勇者業界は大きく発展し、勇者関連の仕事で食っている人間が数多くいた。


    「私たちは、そういった人たちを失業させるわけにはいかなかった……」


    　会長はそこまで話すと一いつ旦たん、お茶に口をつける。


    　当時のことを思い出しているのか、遠い目をしている。懐なつかしさ、苦悩、ある種の楽しさ、様々な感情が入り混じっているのか、なんともいえない表情だ。


    「あの、パンケーキもあるんですけど……」


    　ナディーネが会長の前にそっとパンケーキを差し出す。


    　どうやらずっと出すタイミングをうかがって、話が途切れる間を待っていたらしい。


    「ああ、ありがとう……。とにかく勇者たちは失業の危機にあった」


    　パンケーキをフォークで切り取り口に運ぶ会長。出されたからには口をつけないといけないと思ったのだろう。


    「そこで我々勇者たちはもうひとつの例外と組むことにした」


    「あの、会長さん。パンケーキにホイップクリームをつけると美お味いしいですよ。いま持ってきますね」


    「ああ……、そう」


    「ナディーネちゃん、会長ばっかズルいー！　ソニアも食べたいよー」


    「おい、君たち！　ちょっと空気を読んでもらえるかな！」


    　会長がキレた！


    「すみません。最初からホイップクリームつけて出せばよかった……」


    「違う、違う！　さっきからティーパーティー感が出てるんだよ！　ホイップクリームと話の内容の温度差を考えたまえ！　あと魔王に認定した子にパンケーキもらうのも私の会長としての立場が揺らぐんだよ！」


    　たしかに、業界の重大な秘密を語ろうとしている男の前に、パンケーキとホイップクリームがあるのは絵面としてちょっと変である。このタイミングにおいては少々ガーリーがすぎるのである。


    「あれー、会長なんで怒ってるのー？　美お味いしいのにー」


    　しかし、もちろんそんなニュアンスはソニアには伝わらない。


    「好きな子の相談してんじゃないんだから！　パンケーキはないだろ！　空気をぶち壊すんじゃない！　最近の子はこんな感じなのか？」


    　会長はすっかりヘソを曲げてしまった。


    　しかし、話は大事なところで止まってしまっている。


    　ここはルディがなだめるしかない。


    「まあ、まあ、それで、魔王が消えて困るもうひとつの例外とは？」


    　ことさら真剣な表情を作って、もう一度、空気を作り直す。


    　会長もどこか不満げではあるものの話を再開する。


    「そう、魔王がいなくなって困る例外……それは魔物どもだよ。そう私たちは仲間たちを食わすために、魔物と手を組んだのだ」


    　会長の言葉は衝撃的なものであった。


    　──勇者が魔物と手を組む。


    　パンケーキとホイップクリームのせいで随分とインパクトが緩和されてしまっているものの、それでも驚きよう愕がくの事実であることには変わりない。


    「魔物のうち、知能があるものは少ない。我々はとくに竜族を狙ねらって、手を組んでいる」


    　魔王の影響力がなくなった魔物たち。


    　その力はかつてに比べて急激に弱まっていた。


    　日々狭まる魔物の生活領域。このままでは科学力の発展著いちじるしい人間たちに駆逐されつくしてしまう。


    　魔物たちにとっても勇者との密約は死活問題であった。


    　こうして勇者と魔物は交流を持ちつつ、魔物は適度に街を襲おそい、勇者は適度に魔物を討伐することとなった。


    　その結果、勇者業界は魔王討伐後も発展を続けた。


    　拡大する勇者業界。


    　勇者の冒険にはスポンサーがつき、スポンサーがつけばスポンサー主催のイベントが発生する。勇者の活動は冒険だけではなく、複雑化していく。マスメディアへの登場、イメージキャラクター、観光大使、ファッションブランドの広告塔、キッチン用品のプロデュース……。


    「批判はあるかもしれないが、これもね。魔王に頼らない勇者業界であるためだよ」


    　ルディは少なからずショックを受けていた。


    　幼いころからの憧あこがれである勇者、世界を冒険し、人々の安全のために魔物と戦う勇者。


    　そんな勇者が……。


    「つまりは、ずっと茶番を演じてたってことですか？」


    　ルディは思わずその思いを言葉に出してしまう。


    「茶番……、そんな言い方もできるかもしれないね」


    「じゃあ、俺の、俺の憧れていた勇者は……、勇者業界は……」


    「……すごくしっかりした、いい業界」


    　そう言葉を続けたのはアーニャだった。


    「おい、どこがいい業界だよ！　俺は正直、すごくガッカリしたぞ。なにもかも打ち合わせ済みって、馬ば鹿か馬ば鹿かしい」


    「……そうかな？　さすが協会は考えてるな、って思ったけど」


    　見解の違ちがいがはなはだしい！


    　アーニャにとっては自分たちの利益のために壮大な茶番をやるくらいの業界の方が頼り甲か斐いのあるいい業界なのかもしれない。


    　しかしルディにとっては自分の夢が茶番であったのだ。とても納得できることではない。


    「まあ、君たちがなんと思おうが関係はない。なんの影響もないからね。そして、ここからが本題だ」


    　会長はそう言うと、ソニアに視線を移す。


    「ソニアさん。あなたは実に優秀だ。こんなに早くここを見つけるなんて」


    「えへへー、そうでしょー、えっへん、えっへん」


    　会長の言葉にはふくみがあるように思えるが、ソニアにはもちろん伝わらない。誇らしげに胸を張っている。


    「つまりはもっと後に見つけてほしかったってこと？」


    　代わりにアーニャがそのふくみのある言葉の真意を問う。


    「その通り。あと数年後に見つかるはずだった。そのために調査できる遺跡を制限し、古文書も管理していたはずなんだがね」


    「でもどうして協会はここに魔王城があることを知っていたんです？」


    「それは勇者業界が大きくなったことの賜たま物ものだよ。何千、何万もの勇者が活動すれば、偶然にも見つける者が出る。もちろんその勇者君には退場してもらったがね。そして我々はここに魔王城があることは秘密にし、計画を練った」


    　いつの間にか会長の皿が空いている。


    　なんだかんだ言いながらパンケーキは完食したようだ。


    　しかし、いまは「結局、食べたじゃん」的なツッコミを入れるものは誰もいない。


    　皆が固かた唾ずを飲んで話に聞き入っている。


    「ここが魔王城であることを秘密にし、我々は魔物たちとさらなる密約を交わした。業界の中でもごく一部しか知らない、もっとも秘密裏に進められていた計画……それが魔王復活計画だ」


    「復活するんですか？」


    　ルディは自みずからが魔王城の住人であることを忘れて、目を輝かせる。


    「するんじゃない。させるんだよ、我々がね。平和な街の真っただ中に、魔王と魔王城が復活し、魔物たちの恐ろしさを人々は再認識する、そのことで勇者の存在意義をより強固なものにする。そのはずだったんだがね！」


    　会長はそう言うと、ソニアを睨にらみつける。


    「……つまり、その計画の途中で勝手に魔王城を復活させてしまったんですね」


    　ナディーネは自分がしでかしたことでもないのに、申し訳なさそうな顔をする。


    　計画通りにことが進んでいれば、勇者業界はさらに発展し、巨額の金が協会にも流れ込んでいただろう。


    　それを、こんなファニーな感じで魔王城を浮上させられてしまっては、魔物の恐ろしさを再認識とはいかない。


    「……せっかくそのための準備をしていたのに、勝手に浮上させおって……、普通は魔王城にブレーカーがついていて、ちゃんと電気が通ってる時点で変だと思うんじゃないかね？」


    「……なんかすみません。こいつ、そういうところは馬ば鹿かなんですよ」


    　ルディはソニアの頭を掴つかんで強引に下げさせようとするが、断固拒否。「馬鹿じゃないもーん！」を連呼している。


    「謝ってもらってもね。長い話になったが、まあそう言うことだ」


    「でもなんでナディーネなんですか？　こいつは優しいヤツで。他にもっと魔王っぽい人間が」


    　ルディの脳裏にチラリと浮かぶネネの姿。


    　ネネだったら相応ふさわしいわけではないが、ナディーネよりはマシだ。


    「それは魔王の間に住んでいたのがナディーネさんだからだ。魔王として認定するしかなかったのだよ。運が悪かったとしか言いようがないが、我々も不本意なんだ。大人しく討伐されてくれんかね？　もちろんそれは形だけのこと。魔王として我々の送り込む勇者とそれなりに戦って、よきところで倒されてくれれば。派手な感じで頼むよ」


    　会長が話し終わると、それに合わせてロットがすっと紙袋を差し出す。


    　そこに入っているのは、黒ずくめのローブと、禍まが々まがしいデザインの杖つえ。いかにも魔王といったコスチュームであった。


    　それをじっと見つめるナディーネ。


    　とてもじゃないがナディーネが似合うコスチュームではない。


    　ルディにはそれを着てナディーネが魔王を演じる姿も、そして倒されてしまう姿も想像できない。というか、想像したくもないのだが……。


    「わかりました……。その代わり、他のコーポ勇者の人たちは変わらず勇者として活動させてあげてくださいね」


    　ナディーネはしばらく考えたのちにそう答える。


    　寂しげではあるが、どこかさっぱりとした顔。


    　おそらく会長と話をする前から、他のメンバーのために自分はなんでも引き受けようと思っていたのだろう。むしろ開き直って、肝が据すわっている状況。だから明るくパンケーキを振る舞っていたのだ。


    「まあ、善処しよう。そうだな、魔王の手下ではなく……、そうだな魔王に操られてしまった新人勇者ってところか……。悪いようにはしないよ」


    　会長は笑顔を作ってみせる。


    　ルディがあっけに取られているうちに交渉が進んでいく……。


    　──本当にこれでいいのか……？


    　ルディは自分の心に問いかける。


    　ナディーネを犠牲にして、自分たちは勇者として生きながらえる。本当にそれで……。


    「あの、ちょっと考えさせてもらっていいですか？」


    　ルディは会長とロットをリビングへと残し、席を離れる。


    　アーニャとナディーネの手を強引に引いて、他のメンバーが待つ下の階へ。


    



    　リビングの下の階。


    　彫刻の施ほどこされた太い柱と壁画が荘厳さと不気味さを醸かもし出し、まさに魔王の間の直前といった雰囲気。たどり着いた勇者たちは来きたるべき最終決戦に向けての緊張感がいやおうなく高まる。……といった感じのフロアなのであるが、現在は奇怪な壁画の前に棚が据えられ、そこにはヴォルフのフィギュアコレクションとＤＶＤ、そしてアイドルグッズが並んでいた。


    　荘厳さと不気味さとコレクター感が同居し、いままでに見たことのない不思議な空間を演出している。


    「ルディ、どうしたの？」


    　ナディーネはせっかく決心したのにと思っているのか、どこか不満げだ。


    「いや、本当にこれでいいって思えなくってさ」


    　ルディは他のメンバーにもかいつまんで状況を説明する。


    「……俺はこの提案を断りたいと思っている。ナディーネだけに押しつけて、自分は助かるってのが納得いかねえ。みんなには迷惑かかるかもしれないが……。悪いな」


    「なに言ってるんだよ。僕たちだって、コーポ勇者の仲間だよ。気持ちは同じさ」


    　ヴォルフの眼鏡がキラリと輝く。


    　クリストフもその言葉に大きくうなずいている。


    「そうだよ。見損なわないでもらいたいな。僕たちは仲間であり、そして勇者だよ。ただの変態だとでも思ってたのかい？　ルディくん」


    「ああ、思っていた」


    「そんなところで正直にならなくてもいいんだよ！　僕の変態プレイに仲間を裏切るプレイはないのさ」


    　クリストフは怒っているが、よくよく聞いてみると変態であることは全然否定していない。


    　それはさておき、次はネネに意思を確認する。


    「私はナディちゃんの親友だよぉ。ナディちゃんが魔王なんてごめんさぁ！　そもそもナディちゃんはね、魔王に向いてないよぉ。こんな主婦みたいな魔王はいないよぉ」


    　ネネはむしろナディーネを叱しかるように言う。


    「いちおう、衣装も用意してもらったけど」


    　ナディーネは手にしていた紙袋をネネに見せる。


    「こんなのナディちゃんに似合わないよぉ。ナディちゃんが似合うのはエプロンさぁ！」


    　まっすぐにナディーネを見つめて、きっぱりと断言するネネ。


    　……エプロンが一番似合うのも勇者としてどうかと思うが。


    「アーニャも断るってことでいいか？」


    　ルディは最後にアーニャの意思を確認する。


    「……あの条件……怪あやしい」


    　アーニャは小さくうなずくとボソリとつけ足す。


    「え、どういうこと？」


    　ナディーネが目を丸くしている。


    「重要な秘密を知ってる人を田舎いなか暮らしさせるだけで済ますかな？　……ほとぼり冷めたころに不審な事故に巻き込まれそう」


    「ちょっと、怖いことを言わないでよ」


    　ナディーネはそこまで考えていなかったのだろう。いまさら自分の決断が怖くなったのか、怯おびえた様子で自分の肩を抱く。


    「とにかく、これで意見は決まったな。ナディーネ、悪いがお前だけが犠牲になるなんていい格好はさせないぜ。全員一致だ」


    　ルディはそう言うと、親指を立て、ビシッと決めて見せるが……。


    「君ぃー、ソニアはー！　ソニアの意見はー？」


    　ひとり面倒くさいのが残っていた……。


    「うるせえ！　お前はコーポ勇者のメンバーじゃねーし、そもそもこうなったのはお前のせいだろ！」


    「酷ひどいよー、ソニアが合ってたんでしょー！　ソニアも戦うよー」


    「お前は戦闘能力ゼロじゃねーか！」


    「なにをー！」


    　ソニアはルディの脛すねを蹴けるが、まったく痛くない。


    　続けてペチペチと平手でルディの腕をはたく……。勉強ばかりしていたせいか、子供よりも非力である。


    　結局揉もめるルディとソニア。当事者であるナディーネが見かねて仲裁に入る。


    「ルディ、気持ちはありがたく受け取ろうよ」


    　ナディーネにそう言われて、しぶしぶ了承するルディ。


    　まあ、邪魔だけされなければいい。


    「というわけで、ナディーネ、会長の提案はなしだ。でもな、安心しろ。絶対に俺たちがナディーネを守る。なあ、みんな」


    「おおーっ！　もちろんさぁ！　やるぞ、おーっ」


    　ネネが拳こぶしを突き上げ、全身でやる気を表す。


    　他のみんなもそれに従い、拳を掲げる。


    　その光景を見て、目を潤うるませるナディーネ。


    「みんな、ありがとうね……」


    　ひとりひとりに丁てい寧ねいに頭を下げる。


    「お礼は無事に済んでからにしろ。そう簡単にはいかないぞ。協会を敵に回すんだからな」


    「そうだよ。問題はどうやって切り抜けるかだよね」


    　クリストフはそう言うと、ルディを見る。


    　協会と対立すれば、業界から干されることは必至。下手へたをしたら勇者生命だけでなく、本当の生命そのものも危うくなるだろう。


    「これを切り抜けるには、腕ももちろんだが、知恵も必要だ」


    「なにかあるのかい？」


    　クリストフはルディの答えを待つ。


    　他のメンバーの視線もルディに集まっている。


    　ルディは自分こそがコーポ勇者のリーダーだと自認している。ならば、ここはリーダー的な存在として、毅き然ぜんとした言葉が必要だろう。


    「それはこれから考える。主にアーニャが！」


    　ルディはきっぱりと断言する。


    　愕がく然ぜんとするアーニャ。


    　しかしルディは一切気にしない。その態度だけはリーダーとしての風格があるのであった。


    



    　ルディを先頭にリビングへと戻る。


    　後ろにはコーポ勇者全員が控えている。


    　これが総意であるとはっきりさせるためだ。


    「考えるのはいいけど、あんまり待たせるとあれだからな、なにせ会長さんだからよ。あと俺は体調悪くて、下げ痢り気味だからな。そういう意味でも待たせるとあれだぞ」


    　ロットはルディたちが引き受けることを決心するのに時間が必要だったと思い込んでいるらしい。


    「いや、大事な話だからね、じっくり考えてもらった方がこっちも安心だ。それで他に要求はあるかな？　海辺の村、山あいの村、どっちも用意できるが……」


    「その話ですが、お断りします！　ナディーネは勇者です。そして俺も勇者です。仲間であるナディーネを魔王にするなんて、絶対にできません！」


    　ルディはきっぱりと断言する。


    「ふふふ……、君たちが勇者。ここがどこだと思ってるんだね？」


    「ここはコーポ勇者。明日を夢見る勇者たちのシェアハウスです！」


    「いや、ここは魔王城だ。人類の脅威が復活した象徴であり、総本山。我々が倒すべき魔王の住すみ処かだ。パンケーキをごちそうになった。こんなところじゃなく、もっと空気のいいところで食べたかったよ」


    　会長はそう言うと、ソファーから立ち上がり、ルディたちを一いち瞥べつすると、螺ら旋せん階段を下りリビングから姿を消した。


    　残されたロットも会長を追ってソファーを立つ。


    「相変わらず不器用なやつだな。せっかく会長連れてきてやったのによ」


    　ロットは親し気にルディの肩に手を回す。


    　文句を言っているもののロットはどこか嬉うれしそうだ。


    「なんか。つい……」


    「しょうがねえな。でも、いいと思うぜ。後悔しない生き方が一番だからよ」


    「いや、すでにちょっと後悔してます」


    「ははは、正直な奴やつめ！　また困ったら連絡しろよ。魔王の手下になっても、俺のかわいい弟分だからよ！」


    　ロットは荒っぽく背中を叩たたくと、螺旋階段の下へと消えていった。


    　──なんだかんだで、やっぱり、いいやつだな。


    　ルディは荒っぽく叩かれた背中の痛みが、なんだかうれしく感じる。


    　いろいろと難はあるものの、やはり自分の兄貴分はあの人だ……。


    　せっかく会長と繋いでくれたコネはこれで消えた。


    　しかしロットとの縁の方がずっと大事だ。ルディはそう思ったのであった。
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    　──乙女おとめ島。


    　ドラゴンが羽を休めに来る珍しい島である。


    　会長との交渉が決裂した直後、ルディはなんとかひとりコーポ勇者を脱出し、乙女島を訪れていた。


    　ルディは手慣れた手つきでボートを操り、浜辺へと上陸する。


    　この島を訪れるのは何度目であろうか……。これほど足しげく通うことになるとはルディは思ってもみなかった。


    　島の中央にある小高い丘の頂いただきにはすでにドラゴンの姿が見える。


    　もちろん、偶然居合わせたわけではない。待ち合わせたのだ。


    　最近ではドラゴンでもメールアドレスを持っている時代。便利になったものである。


    　約束にはまだ時間があるはずだが……。


    　ルディはいま到着した旨むねをメールしつつ、丘の上を目指す。


    



    　──また　　会ったな　　　　　若き　　勇者よ──


    



    　相変わらずドラゴンの言葉は耳からではなく脳に直接届く。


    「すみません。待たせちゃったみたいで」


    　思うだけでいいのだが、ルディはどうにも伝わっている確証が持てず、一応口に出して発言する。


    



    　──気にする　　必要はない　　我には　　近き未来を視みる　　能力がある　　


    　よって　　　貴様が　　いつ頃　　　　来るか　　視えて　　いる


    　　　いま着きました　　と　　メールを　　送ることも──


    



    　ドラゴンには近未来を予知する能力があるらしい。不思議な話ではあるが、ルディがメールを出す前から、メールの内容を知っていたことになる。


    「だったら、メール読まなくても、内容わかるんですね」


    



    　──その通り　　だからと　　　いって　　メールを　　開かないと　　受信ボックスが


    　未読メールで　　いっぱいになる　　　　未読の数字が出ているまま　　放置するのも


    　　　気持ちが悪いものよ──


    



    　ドラゴンのメールに関する悩み。そんなわりとどうでもいい話をするほど、ドラゴンとルディの仲は親密になっているのだ。


    「じゃあ、用件も……」


    



    　──予言のことであろう　　　これは　　　　予知したわけではなく


    　　　推測した　　までだが　　　　　　大騒ぎに　　なっている　　ようだな──


    



    　ドラゴンの推測は当たっていた。


    　ルディは以前にドラゴンから、魔王と対たい峙じし、決断を迫られる。そのような予言を受けていた。


    　すでにその予言は現実のものとなり、魔王と認定したナディーネを守るために協会と対立する決断を下したのだ。


    「自分では正しい決断をしたつもりなんですけど、ちょっと不安で。俺は正しかったんでしょうか？　自分もナディーネも不幸にする選択をしたんじゃ……」


    　ルディは正直な心情を吐と露ろする。ドラゴンは心を読む。強がったり、言葉を取り繕つくろったところで無駄なのだ。


    



    　──再度の　　　　予言を　　　欲するか　　若き勇者よ　　　しかし　　それはかなわぬ


    　　　　　あれは　　　　　　そう　　何度も　　　授さずけるものではない──


    



    　事実、ルディがこの島を訪れた理由のひとつはもう一度予言を授けてほしかったからである。


    　本当に自分が正しい道を進んでいるのか。もし間違ってしまっているのであれば、どうしたらいいのか、ヒントだけでもほしかったのだ。


    「別にもう一回くらいいいじゃないですか。もちろん猫のカリカリもたっぷりハズみますよ」


    　ルディはイヤらしい視線をドラゴンに向ける。


    　しかし、ドラゴンは小さく首を横に振る。


    



    　──残念だが　　若き　　勇者よ　　　　予言は


    　　　　　　試練を乗り越えた　　　者に　　一度だけ　　　授ける　


    　　　　二度は　　　ない　　　これは　　人間と　　ドラゴンの　　しきたり──


    



    「固いこと言わないでよドラゴンさん。俺とドラゴンさんの仲じゃないですか。ねえ、ねえ、ドラゴンさーん」


    　何度もドラゴンと会ううちに、ルディはドラゴンにも慣れ、その性格を把握した感触がある。


    　このドラゴンはグイグイくる年下の人間が嫌いではないタイプ。


    　甘えられると願いを聞いてしまうドラゴンなのだ。


    　ルディからすると、そこそこ扱いやすいチョロいドラゴンなのである。


    



    　──　若き　勇者よ　　　我に　慣れたのなら　　思考が読まれることにも　　慣れよ


    　　誰が　　　そこそこ　　チョロい　　のだ！──


    



    　ドラゴンが軽く牙きばを剥むいて、ルディを威い嚇かくする。


    　しかしそれでもなお食い下がるルディ。


    「いや、それはつい思考が滑っただけで！　あと一回だけ、もったいぶらないでいいじゃないですか」


    



    　──　　別に　　もったいぶっているのではない　　　人間は　　　予言を　


    　与えると　　また　　予言を欲するようになる　　　やがては　　予言に　　頼ってしか


    　　　生きられぬようになる　　　同じ人間には　　　　二度とは　　与えぬ──


    



    　ルディの脳に直接送られてくるビジュアル。なにかの図のようだ。
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    　どうやら、ドラゴンに予言を授さずけられた男がそれを忘れられず、予言依存症になる仕組みを図にして紹介したもののようだが……。


    「だったら最初から予言を授けるんじゃねーよ！　お前が売人みたいなポジションじゃねーか！」


    　ルディは声に出して叫ぶ。


    



    　──だから　　　　　一度だけ　だと言っているのだ　若き勇者よ　　悪いドラゴンには


    　　　　　　　気をつけろ　　　　　　　予言漬けに　　　されてしまうぞ──


    



    　ドラゴンのアドバイスが脳裏に鳴り響く。お前が言うな感が半端ないが、なにを言っても相手はドラゴン。そもそもの価値観が違うのである。


    　そしてドラゴンといえば、魔物のサイドの頂点に君臨する存在。


    　ルディがこの島を訪れたもうひとつの理由。


    　それは会長が言っていたことが本当か裏を取るためだ。


    「ドラゴンさんは知ってたんですか」


    　ここまで言えばドラゴンには十分に伝わるだろう。むしろ自分の思考をはっきりとさせるためにルディは言葉を口にしているのだ。


    



    　──むろんだ　　いまや　　　魔物は　　　　　　　か弱き　　　　　生き物


    　　　　　　　　　　　　　　　　　こうでもせぬと　　　　　生き残れぬ──


    



    「だったら早く教えてくれたらいいのに。こう見えて結構がっかりしてるんですよ。俺の追っていた夢ってなんなのかなって」


    　ルディにとって魔王を倒すことは究極の目標。それを失って大きなショックを受けているのである。


    



    　──若き　　勇者よ　　　ドラゴンは　　　契約を重んじる


    　　かつて　　貴様との　契約を守ったように　　　　他の契約も　守らねばならぬ──


    



    「本当かな……」


    　ルディはぼそりと呟つぶやく。


    　言葉を、というか、思念を取り繕つくろっているが、ドラゴンはドラゴンで大人の事情で生きているのだろう。おそらく協会から猫のカリカリでも定期的に供給されているのだろう。賢くはあるが、所しよ詮せんはでっかいトカゲみたいなものである。


    



    　──誰が　　でかいトカゲだ　　　相変わらず　　減らず思考を叩たたくではないか


    　　　我は　　そんな目先の餌えさになど釣つられぬ　　この世界の秩序を考えてのことだ──


    



    「本当っすかね。ドラゴンさんはいいドラゴンだと思ってたんで、なんだか裏でこちょこちょやってるって、なんかショックで」


    



    　──しつこいぞ　　貴様　　　こちょこちょ　などしていない　　失礼な


    　　　　　　物言いは　　　　許さんぞ　　貴様　　　　予言漬けにしたろか──


    



    　ドラゴンの怒りの思念がルディの頭の中で鳴り響く。


    　それでもなお、猜さい疑ぎ心しんたっぷりの視線をドラゴンに向けるルディ。


    　いまのルディは精神がささくれ立っているのだ。


    　魔王は勇者協会と魔物が談合して作る。その話を聞いて以来、ルディはこの世界が狭くなった気がしていた。


    　もはや冒険する必要のない、ちっぽけな世界。それがこの世界なんじゃないのか。


    　そう思えて仕方がないのだ。そんな思考はもちろんドラゴンにも伝わったようで……。


    



    　──若き　　　勇者よ　　　狭くなったのは　　貴様の　　　心ではないか？


    　貴様が　　　自由と冒険を愛する限り　　　世界は　無限に　　広がる


    　　　　案ずる　　　必要はない　　　貴様の　　旅する地は　　まだ残されている──


    



    「まさか……予言？」


    　自然と後ずさりし身構えるルディ。


    　ドラゴンなりの脅おどしだと思っていたが、まさか本当に予言依存症にする気では……。


    



    　──違う！　　これは　　予言ではない　　ただのアドバイスだ──


    



    　巨大な首をブンブン振って否定するドラゴン。


    　なんだか少しかわいい。こうなるとやはり大きなトカゲだ。


    



    　──だから　　トカゲではない　　　そもそも貴様は　　礼儀を知らぬ　　いいか──


    



    　ルディの脳内にガンガンと鳴り響くドラゴンのお説教。


    　ドラゴンではあるが年長者、年長者の言葉はしっかりと聞け、的な案外普通の内容である。


    　まだまだお説教は続いているようであるが……。


    　ルディはバレないようにそっと思念が届く範囲のギリギリ外に出る。


    　──とりあえず会長の話の裏は取れた。ならばこれからどうするべきか……。


    　あとは聞いているフリをしながら、今後の対策を練るのであった。
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    　会長との会談後、すぐには大きな変化はなかった。


    　これまで通りの日々が一週間ほど続く。


    　勇者協会は大きな組織。計画と決定に時間がかかるのだろう。


    「あいつはね。かつては俺の弟分だったんですけどね。いやー、どこで道を誤ったのか……。魔の魅力に取り憑つかれてしまったのかな」


    　リビングのテレビには魔王とその配下についてペラペラと語るロットの姿があった。


    「あいつ……」


    　おそらく出演料に目がくらんだのだろう。


    　しかしどうせそんなことをするやつだろうとは思っていたので、それほど腹は立たない。


    　そんなことより、自分たちの戦略である。


    「なるべく人目につくこと。そしてナディーネちゃんの本当の姿を見せること」


    　それがアーニャの方針であった。


    　異世界から伝わった動画配信サイトにナディーネの動画を早速投稿する。


    　ナディーネが料理をしているところ、ナディーネが掃そう除じをしているところ、ごくごく普通の日常生活から、ナディーネが歌ってみているところ、ナディーネが踊ってみているところ、ゲームをして実況しているところ、炭酸飲料にお菓子を入れて、炭酸が噴ふき出すドッキリをしてのリアクションなど、なんの意味があるのか、わからない動画もある。


    　しかも、動画のチャンネルの名前も『魔王チャンネル』。なぜ自みずから魔王を名乗るのか……。


    「ここのところ毎日検索ワード一位は〝魔王〟だからね。……むこうがこっちの宣伝してくれてるようなもの」


    　アーニャの視線はノートパソコンに向けられたまま。


    　先ほど撮ったばかりの新作動画、『魔王が新作のカップラーメンを食べ比べ』を編集中である。


    　ルディはこういったことには疎うといが、たまに動画を見ることもあり、なんとなくシステムは理解しているつもりだ。


    　最近では再生数の高い動画を投稿する者が勇者をしのぐ勢いで人気者になっていることも知っている。


    　そして人気の配信者が動画による広告収入で多額のお金を儲もうけていることも。


    「おい、もしかしてなんだが……、金稼ごうとしてないか？」


    「そんなわけないでしょ……」


    　動画編集するアーニャの手がピタリと止まる。


    　表情には変化はないが、どう考えても心当たりのある人間の挙動である。


    「ナディーネの本当の姿を知ってもらうのはわかるけどさ、なんでいま話題のダンスを踊ったり、新作のスマホのゲームを試したりしなきゃいけねーんだ？」


    「……アクセス数が大事だから」


    　アーニャの説明によると、とにかくアクセス数を集めて、ナディーネの人となりを知ってもらう。そのためには流は行やりの企画にのっかって、アクセス数と同時に親近感を出すことが大事なのだという。


    「……あと、無事に済んでも干されるだろうから、先立つ物が必要だし」


    　ぼそりとアーニャが本音を漏もらす。


    「やっぱりか！」


    「この状況で頼れるのは剣の腕でもアイディアでもないよ。……最後の武器は現金だから」


    「やめろとは言わん。俺にも分けろ！」


    　アーニャの肩を掴つかんで激しく揺さぶるルディ。


    「なんでルディに……。ナディーネちゃんならともかく」


    「俺にも最後の武器をよこせ！」


    　さらにアーニャを激しく揺さぶる。


    　アーニャはそれに抵抗することなく、脱力して揺さぶられっぱなし。


    　されるがままになることで、逆になにをしても譲ゆずらないという強い意志を感じさせる。


    「まあ、それはともかく、どうなんだ？　本来の目的の効果は出てるのか？」


    　ルディの問いに答える代わりに、アーニャはノートパソコンのキーボードを叩たたき、表示された画面をルディに見せる。


    　それはメジャーなＳＮＳ、イセッターで〝魔王〟で検索した結果だった。


    　ずらりと並ぶ魔王の関連の呟つぶやき。


    『魔王じゃないんじゃないのか？』、『魔王だったとしても、人類に危害を加えないいい魔王なんじゃないのか？』、『魔王、ほのぼのしてて癒いやされる』、『とにかく魔王がかわいい。逆に世界を征服してほしい』、『魔王は露骨にアクセス稼ごうとして必死だが、魔王軍は資金不足なのか？』


    　……少なくともネット上では魔王に脅威を感じている人間は少数派になってきているようだ。


    　アーニャの小遣い稼ぎのせいで、別方向のネガティブイメージがついてしまったが。


    「協会は困るよ。こんな魔王を倒したら、イメージがた落ちだからね」


    　アーニャが珍しくクスクスと笑い声を漏らす。


    　身体からだを動かさずして、相手にダメージを与える。これこそがアーニャの真骨頂なのだろう。


    　こうなってくると、協会も大変だが、実際に動く勇者も大変だ。


    　──魔王を討伐する勇者。


    　本来、歴史に名を残す名誉な役割だが、いまのナディーネを倒そうものなら、むしろその勇者が悪者。ブログのコメント欄は荒れ、ネット掲示板にはアンチ専用のスレッドが立てられ、関連する企業に抗議のメールが殺到することだろう。


    　戦うにも、倒すにも、ひたすら面倒な状況。


    「これは泥仕合の予感がするな」


    　ルディはアーニャに言うでもなく、ぼそりと呟つぶやく。


    　……泥仕合。それはルディの得意ジャンルである。グダグダの展開を作り出し、いいところをかっさらう。


    　協会から派遣される勇者が誰なのかはわからない。おそらく腕利きの勇者が、完かん璧ぺきなサポート体制で乗り込んでくるのだろう。


    　しかし、ルディたちほど泥仕合に慣れている勇者はいないだろう。


    　勇者として売れず、地を這はうような暮らしの中で身につけた最後の武器。それが泥仕合的展開。この点ではどんな勇者にも負ける気はしないのだ。


    　──どんな勇者でも送り込んでみろ！　ドロドロのグダグダの展開で、誰も活躍できないようにしてやる！


    　ルディはそう心に誓ったのであった。


    



    　ナディーネの動画を投稿することさらに数日。


    　ついにその時は訪れた。


    「久しぶりだね、君たち。まさか、魔王だったなんて。エリたん、ビックリだぞっ！」


    　満を持して派遣された勇者はエリたんであった。


    　キュートなルックスとあざといまでの偽にせドジッ子っぷりで絶大な人気を誇るアイドル勇者である。


    　エリたんをサポートするのはいかにも高そうな装備で身を包んだ戦士たち。そしてその後方には多数の撮影クルーを従えている。


    「あのときからね、エリたんは君たちのこと、薄々変だって思ってたんだぞ！」


    　エリたんはルディたちではなく、中継を行っているカメラに向かって話している。


    「なるほど……、エリたんか」


    　ルディは自分なりに協会の意図を推測する。


    　アーニャが演出した、ほんわか癒いやし系、エプロンの似合う魔王対ちょっとあざといドジッ子アイドル勇者の構図。


    　これはもはや武力の勝負ではない。好感度勝負を仕掛けられたのだ。
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    　エリたんＶＳナディーネ、この勝負の模様は十九時から生放送でテレビ中継される。


    　今日の新聞のラテ欄に載っていたので間違いないことだ。


    　それに対して、アーニャもスマートフォンとノートパソコンを装備。こっちもライブで生配信の態勢。


    　エリたんの武器が大手テレビ局なら、こちらは急速に視聴者を増やしたネット中継。


    　今日もまだ始まってもいないのに視聴者の予約は殺到。こちらの武器も負けず劣らず破壊力抜群である。


    「まさか、エリたんとはね。勇者業界も人材不足だな」


    　ルディは以前エリたんと海辺の塔でひと悶もん着ちやく起こしている。


    　まったくもって良好な関係ではない。


    　エリたんもそのときのことを思い出したようで、汚物を見るような目でルディを見る。


    「相変わらず口が悪いぞ。でも、その口の悪さも魔王の手下だとしたら、ぴったりだね」


    「魔王の手下じゃねーよ！　この偽天然勇者！」


    　にらみ合うルディとエリたん。


    　しかしにらみ合うばかりで、どちらもリアクションを起こさない。


    　なにせ放送は十九時から、アーニャの生配信もその時間で予約をしている。まだまだバトルまで時間があるのだ。


    　エリたんはルディからプイッと顔を背そむけると、リビングの一角を勝手に占領し、メイクさんを呼び寄せる。


    「あんた？　名前なんだっけ、魔王の子」


    　メイクさんにドライヤーを当てられながら、エリたんは鏡越しにナディーネを見る。


    　業界でのキャリアの長さを感じさせる手慣れた所作。


    「あ、ナディーネです」


    「そうそう。ナディーネちゃん、いますごいらしいじゃん。いいなぁ、人気あって、人類の敵だけど」


    　褒ほめていながらキッチリと棘とげのあるひと言でまとめる。さすがはエリたんである。


    「あの、私は魔王じゃないんですよ。本当に。巻き込まれちゃっただけで。だから戦うのはやめませんか？　仲良くしましょうよ」


    　相変わらずナディーネの口調は優しげ。


    　とてもじゃないが、魔王と勇者の最終決戦の緊迫感は感じない。


    「そうはいかないんだよねえ。エリたんねえ、気合い入ってるんだよね。この業界、特に女子はサイクル早いでしょ。ここで大活躍して、ポジション上げないと、若い子に場所取られちゃうからね。エリたん、絶対頑張るんだからねっ！」


    「でもでも、私本当に違うんです。魔王じゃない人を倒しても……」


    「本当かな？　自分で違うって思ってるだけなんじゃないかな」


    　クスクスと笑うエリたん。しかし鏡越しに見えるその目はぞっとするほど冷たい。


    「どういうことですか？」


    　ナディーネにとっては聞き捨てならない言葉。


    「敵に教えてあげる必要ないけど、暇ひまだから話してあげよっかなー」


    　またクスクス笑うエリたん。


    　エリたんはただ座っているだけだが、メイクさんは忙しそうに働いている。


    「あのね、君たちは気づいてないかもしれないけど、君たちって、もともと魔王候補だったんだよ。不気味ぃー、エリたん怖ーいっ！」


    　エリたんは髪のセットの邪魔にならないように頭を動かさずに怖がって見せる。


    　年齢は若いがキャリアの長いエリたん。


    　しかも今回の魔王討伐に選ばれているということは、いろいろと内情を知らされているのだろう。


    　そんなエリたんが聞いてもいないのにペラペラと話を続ける。


    「この仕事が決まって、打ち合わせで協会の人に聞いたんだよねえ。魔王を勇者と魔物が協力して復活させる計画。今回のバージョンは勇者だった人が人間界に失望して魔王になるってパターンだったんだって。よくあるでしょ。そういうの」


    「その候補が私たちなんですか……？」


    「正解！　魔王候補の勇者をここにドンドン送り込んで、一番魔王の適性がある人を魔王にする予定だったんだってー。で、本命が見つかる前に、途中でこんなことになっちゃったけど、エリたんには関係ないし、まあだいたい同じってことで。エリたん、魔王を倒しちゃうぞー！　負けないんだからね！」


    　エリたんはその魔王の前でしっかりとメイク中。ファンデーションが衣装につかないように


    首の周りにタオルを巻いて……。


    「おいおい、俺たちのどこに魔王の素養があるんだよ！」


    　ルディは人一倍勇者であることにこだわり、勇者に憧あこがれた男。


    　それが魔王の候補だったと聞かされて、納得するわけにはいかない。


    「君たち本当に気がついてないの？　ここ、コーポ勇者だっけ？　前に来たときは、ただムサい男がいっぱいいるからかと思ってたけど、ここさあ、なんか不気味な気が充満してるよね」


    「馬ば鹿かな……。これは不気味な気じゃなくて、ノリオの加齢臭だ」


    「違うよ。エリたんも鍛きたえてるから逆に気づかなかったけど、ここなんか禍まが々まがしいよ！　エリたんは大丈夫だけど、身体からだの弱い人が一日中いると、気分が悪くなって倒れちゃうんじゃないかな」


    　エリたんは嘘うそをついているようには見えない。


    　言われてみれば、エリたんのメイクをしている女性の顔面が蒼そう白はくだ。


    　明らかに体調不良。ここに満ちている禍まが々まがしい気のせいなのか、それともメイク業界の労働環境が悪いのか……。


    「あの、本当ですか……？　部屋干しの臭においじゃなくて？」


    　ナディーネがメイクさんに申し訳なさそうに尋ねる。


    　それに対して無言でうなずくメイクさん。すでにフラフラである。


    「はあー、そうだったんですね」


    　ナディーネががっくりと肩を落とす。


    　その姿は単純に自分の部屋が臭うと言われた人、そのものである。


    「ここから禍々しい気が出てるとして、そこで暮らせるからなんなんだよ。あれだろ、基本的に自分の家の臭いって気にならないだろ」


    　ルディは苦しいとは思いながらも、なおも抗弁する。


    「だーかーらー、そんなところに住める時点で、魔物に近いタイプの人間か、よっぽど才能ある勇者かどっちかなのっ！」


    　エリたんはそう言い切った。


    　そういえば、先日、ロットがここを訪れたときも、禍々しいとかなんとかポロリと漏もらしていたような……。


    　──だとすれば……。


    「俺はよっぽど才能のある勇者だったのか！」


    　ルディはきっぱりとそう断言する。


    　薄々気がついてはいたのだ。自分に才能があることを！


    　具体的にどの点が才能があるのかは言えないが、とにかく全体的に才能あるんじゃないのか、そんな気はしていたのだ。


    　逆に考えれば、こんなトラブルに巻き込まれているのも才能があるが故ゆえだったのだ。


    「なあんだぁ。私は才能があったのかぁ」


    　ネネがなんとも嬉うれしそうな表情をする。


    「奇遇だね。僕もそんな気はしてたんだよね」


    　眼鏡をクイッと上げるヴォルフ。


    「本当に。僕みたいな毒消し草の使い方してたら、才能なかったら廃人になってもおかしくないからね」


    　クリストフに至っては理由がまったく理解できない。


    　アーニャもまたこくこくとうなずいて、みんなの見解に賛同を示している。


    「なんなのあんたたち！　エリたん、信じられなーい！　馬ば鹿かなんじゃないの、そういうのはポジティブシンキングって言わないんだよ！」


    　エリたんに思い切り呆あきれられているが、みんなお構いなし。そもそも、すでに誰もエリたんの話を聞いてすらいない。


    「才能ないとそんなに変態になれないよね、逆に」


    「いやー、ネネちゃんも独特のスパイシーな色気があるね。これは才能だよ」


    「ヴォルフは眼鏡が似合ってるのさぁ」


    　エリたんそっちのけで、口々にお互いを褒ほめ合う。


    　馬ば鹿か馬ば鹿かしくも和気あいあいとした空気。


    　ルディは思う。


    　──これこそがコーポ勇者の空気だと。


    　禍まが々まがしい空気など、この雰囲気が吹き飛ばしているに違いない。そして魔王の素質のある住人などいない。みんなちょっと難はあるけど、いいやつばかりだ。そんなこと一緒に暮らしてみればわかる。


    　エリたんの話は驚くべき内容ではあったが、ルディの心に迷いはない。


    　ルディは鏡越しにエリたんを睨にらみつける。


    「エリたんには悪いけどさ。もう、魔王がどうとか、どうでもいいから。俺たちには大事な仲間がいて、それを守る。それだけだからさ」


    　ビシッと決めてやったつもりだったのだが……。


    「ルディくんはたまに台詞せりふがクサいね」


    　クリストフがニヤつきながら、小首を傾かしげている。


    「そこがルディの才能あるところなのさぁ！」


    「そうそう、ルディはリーダー気取りのクサい勇者の才能がある。すごくダサイのに自分では格好つけれてると思ってるのも、才能だよ」


    　ヴォルフ……。いくらなんでも辛らつだぞ。


    　しかし、クサい台詞せりふを言ってしまった以上、ルディにはもはや反論の言葉が見つからないのであった。


    



    　十九時が近くなり、いよいよエリたん周辺のスタッフの動きも慌あわただしくなる。


    　コーポ勇者サイドはアーニャだけが忙しそうにノートパソコンを操作している。


    　こういった作業には疎うといルディはなにをしているのか理解できないが……。


    　ルディは事前に行った作戦会議の内容を思い出す。


    　アーニャが考えた作戦。それによると、今回は戦って勝つ必要はない。


    　とにかくナディーネが善良であることをアピールし、逆にそれを討伐しようとするエリたんが悪者である。そのような絵面を視聴者にお届けできれば、ルディたちの勝利。


    　協会に非難の声が殺到し、そうすればイメージを大切にする協会はこの作戦を中止するに違いない。


    　だいたいはそのようなものである。


    　もちろん、相手のあること、計画通りにいかないこともある。


    　そのときはプランＢがあるが……。


    　できればやりたくないプランだ。


    　とにかくこちらは不本意ながら、魔王サイド。勇者の攻撃を受けて立つ側である。


    　エリたんの動きを待つしかない。


    　そのエリたんはスタッフに時間であることを告げられている。


    「よーし、いよいよだね。エリたん頑張っちゃうぞ。みんな歴史に名前を残そうねっ！」


    　エリたんはスタッフと円陣を組み、かわいらしく檄げきを飛ばす。


    　魔王の前で円陣……。本物の魔王だとしたら、隙すきを見せすぎであるが……。


    　しかしルディたちはそれを冷めた目で見守るばかり。


    「頑張ろうねっ！」


    　円陣を組み終えると、颯さつ爽そうと階段を下っていくエリたん。


    　そう。番組のスタートから魔王の前に居てはいけないのだ。


    　下の階から、かすかに聞こえるエリたんの声。


    　ここに来るまで激戦の数々だったやら、とにかく不気味な雰囲気だ、などと嘘うそ、大げさてんこもりでレポートをしている。


    「こっちもはじまったから……」


    　アーニャはそう言うと、ルディたちにもノートパソコンを見るよう促うながす。


    　スマートフォンで撮影したナディーネの姿がライブで配信されている。


    　画面に流れる、文字の弾幕。


    　もはやナディーネの顔が認識できないほどだ。


    「ほら、なにか言って」


    　アーニャに促うながされて、ナディーネが恥ずかしそうにスマートフォンに話しかける。


    「あの、こんばんは……」


    　ごくごく普通の挨あい拶さつをしただけなのに、画面は「こんばんは」で埋め尽くされる。


    　ルディの想像を超える人気。


    　ナディーネはまだ動画配信に慣れていない様子。おぼつかない調子でぽそぽそとトークを続ける。


    「あの……今日は、エリたんさんが来るってことで……。エリたんさんとは、前にもお会いしたことがあるんですけど、やっぱり私を魔王だと思ってるみたいで……なんとか誤解を解きたいんですけど」


    　それに反応して〝頑張れ！〟、〝信じてるぞ〟などの応援のコメントが多数流れる。それに交ざって〝今日の夕飯は？〟〝パンツ見せろ〟などの関係のないコメントも……。


    「今日の晩御飯はですね。お客さんがいっぱい来るかもしれないので、カレーにしてみました。あの、パンツはちょっと」


    　律儀にコメントを拾うナディーネ。


    　こういうところが人気なのだろうか……。


    　コメントは一気にカレーの話へと集中し、ナディーネもそれに合わせて、カレー談義をはじめる。自分なりのカレーへのこだわり、隠し味についてなど。


    　そんな他た愛わいもない話をすること数分。


    　さっきまでいたエリたんがついにリビングへと到着する。


    「ついに……たどり……ついた……エリたん、頑張ったよ……」


    　大げさな疲ひ労ろう困こん憊ぱいの演技。さらには髪をぼさぼさにして、フラフラとした足取り。


    　あんなにメイクさんにセットしてもらったのに……。メイクさん体調悪くなり損か。


    　こちらのスマホのカメラもエリたんの姿を捉とらえる。


    　コメントは〝エリたん〟一色。やはりいまでも根強い人気があるようだ。


    「どうも、こんばんは」


    「こ、こんばんは」


    　エリたんに向かってぺこりと一礼するナディーネ。それに対してエリたんも挨あい拶さつを返す。


    　こうして魔王と勇者の最終決戦の火ひ蓋ぶたが切られたのである。


    「あのカレー食べますか……？」


    　魔王ことナディーネの最初のターン。


    　ナディーネはカレーを勧めた。


    「エリたん、カレー好きだけど、魔王カレーは嫌いやっ。毒入ってそうだし」


    　エリたんはカレーを断った。


    〝酷ひどいぞ、エリたん〟、〝せっかくだから食べてやれよ！〟、〝エリたんって性格悪い？〟、〝パンツ見せろ〟。


    　コメントは非難の嵐あらし。


    　それをアーニャがこれ見よがしにエリたんに見せる。


    「もーっ、エリたん悪くないもん。なんで魔王を倒しにきてカレー食べなきゃいけないのーっ！　そんなの変でしょ！」


    　エリたんは、口を尖とがらせて不満げであるが、非難のコメントは増すばかり。


    　これにはエリたんも従うしかない。渋しぶ々しぶながら出されたカレーを口に運ぶ。


    「まあ、美お味いしいけど……」


    「よかった」


    　こんな状況であるのに心から嬉うれしそうなナディーネ。


    「でも、なんなのこれ？　……あーっ、さてはお料理上手でかわいいキャラで乗り切ろうとしてる？　みんな、これが新しいタイプの魔王のやり口だよ！」


    　エリたんはナディーネではなく、ネットの先にいるであろう視聴者に向けて語りかける。


    「そんなつもりは……、私はただカレーを……」


    　──もちろん、そんなつもりである。


    　アーニャがすかさず、動画配信サイトの機能でアンケートを採る。


    　エリたんはナディーネを倒すべき？


    　もちろん結果はＮＯが大半。


    　エリたんはその結果を見せられ、一瞬怒りの形ぎよう相そうになるが、すぐにいつものかわいいエリたんへと戻る。


    「なるほど、新しい魔王と、新しい勇者の戦い。それは好感度の勝負ってことね……。逆に望むところだよ。好感度でエリたんに勝てるわけないんだからねっ！」


    　エリたんは配信に乗らないように小声でそう宣言した。


    　そして、その直後であった。


    　カレーを大食いするエリたん。


    「からーい。お水、お水……」


    　エリたんはわざと水を自分の胸元にこぼした。


    　白い衣装が水に濡ぬれて、うっすらと胸元が透けている。


    　〝まったくエリたんはドジだな〟、〝天然なところがかわいいんだよな〟、〝パンツ見せろ〟、画面を埋めつくすコメントの数々。一気にエリたんの好感度がアップ！


    「おい、ナディーネ！　やられてるぞ、負けるな！」


    　ルディも思わず声に出して、応援する。


    「でも……なにを？」


    「わかんねえ、とにかくドジを！」


    　ルディの言葉に戸惑うナディーネ。


    　おろおろとしながら、テーブルにあった自分のコップを手に取る。おそらく咄とつ嗟さに手に取ってしまったのだろう、コップを握りしめたまま、結局、おろおろとして……。


    「ナディーネ、ドジだ。ドジッ子だ！」


    　ルディの指示を受けたナディーネはコップを頭上に掲げると……。


    　頭から水をかけた！


    　──ミス！


    　それはドジではない。ただ怖いだけだ！


    　コメントのリアクションも最悪。〝意味がわからない〟、〝急にこんなことするのはやっぱり魔王なんじゃ〟、〝不気味だ〟、〝パンツ見せろ〟、かなりの割合がナディーネを魔王だと見なしつつある。


    　この隙すきをエリたんは見逃のがさない。


    「いまだっ、喰くらえっ！　エリたんの新曲を披ひ露ろうしてやるっ！」


    　エリたんは突如として立ち上がり、振り付きで歌いはじめた。


    　さすがキャリアが長いだけはある。手足の先まで気持ちのこもったダンス、アカペラだからこそ、逆に際立つ歌唱力。


    　なによりも懸命さが伝わってくる。


    　これが大手の事務所でトップを走るアイドル勇者の好感度。


    　そもそも、なんで急に歌い出したんだ？　そんな疑問が吹き飛ぶほどの弾はじける笑顔。そしてキラキラと輝く汗。


    「タイガー、ファイア、サイバー！」


    　ヴォルフがエリたんの歌に合わせて踊っている！


    　両手にはいつの間にかエリたん印のひのきのぼう。すでにエリたんのファンをやめ、他界したはずのヴォルフも、思わずＭＩＸを打つほどのクオリティだ。


    「ヴォルフ、裏切るんじゃねえ！　おい、ナディーネもなんか踊れ！」


    　ルディは半ばヤケになりながら指示を出す。


    　ナディーネは言われるままに、踊ってはみるが……。


    　やはり全然違う！


    　ヴォルフもまったくオタ芸を打つ気になっていない。完全に素の表情でナディーネを見つめている。


    　勇者専門学校のダンスの授業で軽くレッスンを受けたことはあるはずだが、キレが足りない。悔しいがダンスに関しては、プロとアマチュアの差を感じざるを得ない。


    「みんなー、ありがとう。エリたんみんなのこと大好きだよ」


    　エリたんはテレビ用のカメラ、そしてアーニャのスマホにも笑顔で手を振る。


    　汗で頬ほおにぺたりと張りつく髪。これがなんともエロくていい。


    　いまさらながらルディはヴォルフがエリたんに入れあげていたわけがわかった気がする。


    　そんなエリたんはルディたちには目もくれず、視聴者に語り続ける。


    「エリたんからみんなに話したいことがあるの。あのね、この子は魔王なんだよ。これはちゃんと協会が調べたことなの。もちろん私もいい子だと思う。でもね、これから怖い魔王になっちゃうんだよ。だからエリたんがいまから捕まえなきゃいけないの。大丈夫、暴れたりしなければ、乱暴はしないから。エリたんは平和主義者なんだぞっ！　わかってくれるかな？」


    　ここにきてとびきりのピースとはじける笑顔。


    　そして腰に装備している武器を抜き、それがひのきのぼうであることを見せる。切り捨てたりはしないとの意味だ。エリたんもきっちり作戦を考えてきたのだ……。ちなみにもちろんそれはエリたん印のひのきのぼう。グリップ付近にスタンプされたエリたんマークをしっかりカメラの方へと向けている。


    　──これはやられたか……。


    　ルディは思わず天を仰あおぐ。


    　もはやコメントを覗のぞく勇気も湧わいてこない。


    　いつもポーカーフェイスのアーニャですら、なんとも渋しぶい顔をしている。


    　自分たちで仕掛けた好感度勝負。その勝負で負けるとは……。


    「ね、わかった？　あの子のほんわかした雰囲気はなかなかいいセンいってたと思うけどね。でもね、エリたんと絵面の説得力で勝負するなんて、百年早いんだぞっ」


    　カメラのアングルから外れて、エリたんはそっとルディに耳打ちする。


    　さっきまでのキラキラしたエリたんではない。オフの勝ち気で傲ごう慢まんなエリたんに戻っている。


    「くっ……」


    　さすがのルディも言い返す言葉がなにも見つからない。


    　まさかこれほどまでにエリたんが強いとは……。


    　まさにヴィジュアルと印象に関するプロ。ある意味では現代が生んだ最強の勇者なのだ。


    「じゃあ、ここでエリたんが魔王と戦うためにいろいろと助けてくれた企業について、説明させてね」


    　勝利を確信したのだろうエリたんは今日のクエストのスポンサーの紹介をしはじめた。


    　清涼飲料水のメーカー、スポーツウエアのメーカー、クレジットカードの会社。そして複数のカジノ店。さまざまな会社の名前を読み上げている。


    　おそらくスポンサーの紹介終わりで、ルディたちと軽くバトルし、ナディーネを拘束して帰還する。そんな流れだ。


    　そうなれば、エリたんの後ろに控える屈強なパーティーの出番。


    　おそらく、業界トップクラスのサポートメンバー。しかも相当の人数をそろえている。


    　いかにルディが腕に自信があるといえども多勢に無勢というやつである。


    　ヴィジュアルで負け、剣でも負ける。このままではエリたんサイドの完全勝利である。


    　ならば仕方がない……。


    　ナディーネのほんわかした雰囲気とヴィジュアルが負けるのであれば、別の説得力のある絵面を用意するしかない。


    「ヴォルフ、ネネに連絡を」


    　ルディの声に小さくうなずくヴォルフ。


    　すぐに自分のスマートフォンを操作しはじめる。


    　これだけはしたくなかったのだが……。


    　今回だけは絶対に負けるわけにはいかない。どんな手を使ってでも。


    　──やるぞ！


    　ルディは決意を込めて一歩踏み出す。


    「待ってくれ！　エリたん！　俺たちの話を聞いてくれ。エリたんは誤解をしているんだ」


    　ルディは自分でも少し芝居がかった口調だと思う。


    「えー、なに？」


    　エリたんも怪け訝げんな顔をしているが、大げさなくらいで丁度いい。


    　エリたんではなくカメラの向こうの視聴者を引きつければそれでいいのだから。


    「エリたん。やっぱりナディーネは魔王じゃないんだ。ただたまたまここに住んでいた新人勇者にすぎないんだよ」


    「だからー、その話は何度も聞いたんだよねー」


    　もちろんエリたんがこの話に乗るはずがない。


    　なにせ知っていて魔王討伐をしているのだから。


    　だが視聴者は違うはずだ。


    「この建物の真の支配者がいる。その人を見てから、誰が魔王なのか決めてもいいんじゃないのか？」


    　ルディはエリたんではなく、撮影しているスマートフォンのカメラに語りかける。


    　コメントを見る余裕はないが、アーニャが小さくうなずいている。


    　どうやら肯定的な意見が多いようだ。


    「……誰のこと？　なにいまさら？」


    　放送中だというのにエリたんはイライラしている様子を隠し切れない。


    　もはや勝利を確信していたのに、変な抵抗をされて、よほど気分が悪いのだろう。


    　ルディは十分に間を取り、エリたんを焦じらし、そして視聴者の期待感を高める。


    　そろそろいいころだ。


    「ネネ、お連れしてくれ、このコーポ勇者の真の支配者を！」


    　勇者が必殺技の名を叫ぶかのように、高々と宣言するルディ。


    　その声は階下に控えるネネにも届いている。


    「みんなぁ、お待たせぇ！　この人がここで一番偉い人だよぉ」


    　ネネの緊張感のない紹介に続いて、姿を現したのは……。


    　──大家であった！


    　そう大家こそがこのコーポ勇者に君臨する真の支配者。貧しいルディたちから、月々少なくない金を巻き上げる暴君。それが真・魔王、大家なのである。


    　ズシン、ズシン、と老婆とは思えぬ重々しい足音を立てながら、ゆっくりとリビングにその姿を現す大家。


    　ルディは思わず目を伏せる。


    　自分で呼び込んでおいて……。どうしても大家の顔を見ることができない。これは草食動物が肉食動物から逃げることと同じ。本能に刷り込まれてしまっているのだ。


    「……誰だ。……お前ら。客って感じがしねえなあ……」


    　大家は腰を屈かがめ、真上からエリたんを覗のぞき込む。


    　大家の巨大な体たい躯くが撮影用の照明を遮さえぎり、エリたんに大きな影を作る。


    　エリたんの前途に暗雲が立ち込めたことを象徴しているかのようだ。


    「わ、私のこと知らないの？　エリたんだよ。エリたんが魔王退治に来たんだよっ！」


    　エリたんは気丈にも大家に向かってキュピーンとしたポーズを取る。


    　しかし大家はゆっくりと首を傾かしげるだけ。


    「ああん、知らねえなあ。あんたなんかの勧誘かい？　……うちはポスティングと勧誘はお断りなんだよねえ。……不法侵入すると…………殺すよ！」


    　大家の怒声がリビングの壁を震わせる。


    　マイクを向けていた音声さんがその場に倒れ込む。おそらく、あまりの音量に鼓こ膜まくをやられたのだろう。


    「大家さーん。あの人たちは不法の人だよぉ。誰の友達でもないのさぁ」


    　ネネがすかさず大家に告げ口する。


    「やっぱりか……。どいつもこいつも卑いやしい顔をしてるもんなあ……。他人の敷地に……勝手に入る顔だよ……。ゴミとか捨ててんじゃないのかぁ？　ウチのゴミ捨て場によぉ！　ペットボトルをラベルはがさずによぉ！」


    　エリたんはかなりの有名人だが、大家はまったく認識していない。完全に単なる不審者とみなしている。


    　にらみ合う大家とエリたん。


    　こうなってくると配信も大盛り上がり。画面がまったく見えないほどのコメントの嵐あらし。


    　そのほとんどは〝出たー〟、〝本物キタ〟、〝いきなり第三形態だ！〟〝お前でいいからパンツ見せろ〟などなど、大家を魔王認定するものだ。


    　──つまりはこれで大家が魔王になったということだ。


    　この世界にはもはや真実は存在しない。


    　ならば、そのタイミングでの〝それっぽさ〟が真実の代わりとなる。


    　一瞬のヴィジュアル、一瞬のインパクトが真実を作りだすのだ。


    　ナディーネのほんわかとしたかわいらしさはエリたんのプロのぶりっ子に敗れた。


    　エリたんの方がそれっぽかっただけだ。


    　ならば、よりそれっぽいものを。より強烈なインパクトを！


    　そして大家はそれっぽいなんてレベルではなかった。


    　ルディから見てもそのものなんじゃないかと思う。


    　よって大家こそが魔王なのだ！


    「おい、帰る気ないのかい……？　この生ごみが……。お前はペットボトルと違ってリサイクルできなさそうだなぁ……」


    　大家がさらに一歩エリたんに接近する。


    　その圧倒的な圧力がエリたんの精神を侵食する。


    「みんなー！　エリたんピンチだよ、こいつやっつけてっ！」


    　自みずからの危機を訴えるエリたん。腕利きのサポートメンバーに大家の排除を命令するが……。


    　大家は何人もの戦士たちに囲まれても、まったく動じない。


    　──バキ、ボキボキボキ、ベキベキ、メシッ！


    　大家が握った拳こぶしの指を鳴らしただけで、大音量が響き渡る。


    　自分の指を折ったんじゃないのかと思わせるくらいだ。


    　徐々に包囲を狭めるフル装備の戦士たち。


    　自分で動くのが面倒だと言わんばかりに囲まれるがままの大家。


    　ぐるりと取り囲んだのを確認すると、右手を横へと薙なぐ。


    　──ビタコーン！


    　俗に言うところのビンタである。


    　たった一回のビンタで、三人、いや四人が吹き飛んだ。


    　鋼鉄の兜かぶとがひしゃげ、先ほどの嫌いやな不気味な音を立てたようだ。


    　それを受け、階下から次々とサポートメンバーがリビングへと駆けこんでくるが、結果は同じ、ビンタ一発で吹っ飛ばされてしまう。


    　──ビタコーン！　ビタコーン！


    　戦士の頬ほおをビンタが捉とらえる度に、大柄で鋼鉄の鎧よろいに身を包んだ男がピンポン玉のように部屋中をバウンドする。


    「なに……、ほ、本物の魔王なの？」


    　エリたんですら、大家を魔王としか考えられなくなっている。


    「魔王、なんだいそいつは……、そいつはゴミのルール守るのか……？　パックはちゃんと洗って出すか？　もし守らないなら……」


    　大家が右手をゆっくりと振り上げる。


    「わああああ！」


    　エリたんは逃げ出した！


    　回れ右をして大家に背中を向ける。


    　サポートメンバー、スタッフもビンタから逃のがれようと、それぞれ思い思いの方角へと逃げ出す。まさに大パニックである。


    　捕まった人間は頭を鷲わし掴づかみにされ、大家の方を向かされると、強烈なビンタ。


    　下の階からリビングに飛び出して来た瞬間、早速ビンタである。


    　──平手でこれなら、拳こぶしを握ったらどんなことになるんだ……。


    　ルディは目の前で展開される地獄絵図を眺めながら、戦せん慄りつする。


    　拳どころか、万が一なにかしらの武器を手にしてしまったら……。


    　本当に家賃を払ってよかった。


    　ゴミの係をサボりまくってナディーネに任せっぱなしでよかった。自分がゴミを出していたら、まともに分別していた気がしない。


    　ルディは心の底から安あん堵どする。


    　しかしエリたんのチームは安心どころか絶望のさ中。


    　無残に倒れ転がるサポートの戦士たち。


    　逃げ回る撮影スタッフ。メイクさんの顔色は走り回ったせいか、若干よくなっている。


    「うおおおおっ、喰くらえっ」


    　逃げ回るスタッフの陰からエリたんが飛び出した。


    　跳躍の最高到達点で鮮やかにウォーハンマーを大家に振り下ろす。


    　エリたんは逃げたのではなかった。武器を交換していたのだ。


    　大きな半円を描き、エリたん印が刻印された巨大な槌つちが大家の肩に見事にヒットする。


    　……が。


    　ただ鬱うつ陶とうしそうに肩に食い込んだウォーハンマーを払いのける大家。


    　愕がく然ぜんとするエリたん。


    　残念ながら、その攻撃はただ大家の機嫌を損ねただけだった。


    「……ほほう。いいのかねえ……。大家にそんなことをして……。大家は物件の支配者……。物件ヒエラルキーの頂点に君臨する絶対的存在……。自分の物件内なら……なにをしても許される……それが大家」


    　ものすごく勝手な論理！　物件ヒエラルキーってなんだよ！


    　肩をぽりぽりと掻かきながらじっとエリたんを見つめている。


    「なんで、まったく効いてないの!?」


    「……そんなことはない。ちょっとは痛かったよ……。まあ、敷１礼０ってレベルかな。だがな……。物件の神、大家に手を上げた罪は重い……。小娘………………許さんぞぉおおおおおおおおお！」


    　耳をつんざく大家の怒声。


    　ルディは勇気を振り絞って大家の顔を見る。


    　その目は怒りでどす黒く濁にごっている。赤黒い、マグマのような瞳ひとみ。これは完全に我を忘れている……。


    「……ちょっと、なにこれ……嘘うそ……」
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    　エリたんはすでに戦意を喪失している。


    　バジリスクに睨にらまれた蛙かえるの如ごとくただ身体からだを強こわ張ばらせている。


    　そんなエリたんを見下ろしながら、大家がついに拳こぶしを握った。そして弓を引くようにゆっくりと拳を引き絞る。


    「ヤバいっ！」


    　無我夢中であった。ルディは全力で横っ飛びしてエリたんを抱きかかえ、そのまま駆け抜ける。ルディの後頭部をかすめる大家の巨大な拳こぶし。


    　拳が巻き上げた風圧を受けただけで、後頭部が痛む。


    　その直後、ルディたちの代わりにその拳を受けた石壁が巨大な音を立てた。


    　分厚い壁であるがひとたまりもない。まるで大砲で撃たれたかのような大穴が穿うがたれている。


    「……許さん。……許さんぞ。私は大家。物件の守護神だ……。不法侵入者は殺す……。ゴミの不法投棄……殺す。保証人がいない者……殺す」


    　……物件の守護神が自分の物件を破壊しまくっている。


    　もはや対話不能、制御不能である。


    「おい、クリストフ、エリたんを頼む」


    　粉砕された壁による土煙のなか、ルディはエリたんを引きずりながら匍ほ匐ふく前ぜん進しんで進む。


    「頼む、って言われてもねえ。この有様だよ」


    　クリストフはまだ笑顔を浮かべているものの、やはり引きつっている。


    「アーニャの部屋のベッドの下だ。そこに隠せ」


    　ルディはこれまでの豊富な経験により大家の目の届かぬ場所を知っていた。


    　あそここそは大家の支配が及ばぬ唯一の地。


    「うーん。レディの部屋に勝手に入るのは……しかもベッド……。引き受けようじゃないか！」


    　クリストフはピシッとルディに向けて親指を立てて見せる。


    　そう、クリストフは命の危険のあるミッションでもちょっとのエロ成分でやってのける男。


    　これはこれで勇敢な男なのだ。


    　クリストフは嬉うれしそうにエリたんを脇わきに抱えながら土煙の中に消えていった。


    「どこだ……。小娘……、どこへ行った……」


    　大家はエリたんを捜し、ウロウロと歩き回っている。


    　我を忘れた大家は無意味にソファーを引きちぎり、柱をむしり取る。


    　もはや、リビングは元の状態が想像できないほどめちゃめちゃに破壊し尽くされている。


    　それでも大家の怒りは収まらない。


    　もはやエリたん側のスタッフは完全崩壊。カメラを捨て、逃げ去ってしまっている。おそらく放送は中止されているだろう。


    　しかしアーニャはじっとスマートフォンを大家に向け続けている。


    　──なんであいつ、あんなに冷静なんだ……。


    　ナディーネを助けるためなのか、それとも配信による収入を得るためなのか。とんでもない度胸である。


    　とにかくルディたちの配信は継続中。


    　視聴者数もさらに上がっていることだろう。


    　──だったらなんとかして、結末を作ってやらないとな。


    　大家が暴れ、魔王を倒しにきたはずのエリたんを一いつ蹴しゆう。魔王と目されていたナディーネはただ逃げ惑うばかり。


    　これはどう考えてもバッドエンド。もっと爽そう快かい感のあるエンディングが必要なのである。


    　──どうすればいい？


    　逃げ惑いながら、打てる手はないかと思案するルディ。


    　キッチンに隠れ、破壊されれば、次にはトイレに隠れ、そこも破壊されればリビングへと戻る。ひたすら逃げ隠れすることしばし。


    　ついにルディに天啓が下りる！


    　ルディは残ざん骸がいとなったソファーの陰に飛び込み、自分のスマートフォンを取り出す。


    　──大丈夫。必ず来るはずだ。


    　なおも暴れ続ける大家。


    　またしてもリビングの壁が破られ、お風ふ呂ろ場ばとの仕切りが消滅した。水道管も破壊され、風呂場の壁から滝のように水が噴出している。


    　まだだ。まだ待て……。


    　ルディはじっと耐えながら、そのときを待つ。


    　──来た！


    　リビングにぽっかりと空いた大穴。


    　その大穴の先に広がる夜空。


    　闇やみを切り裂いて、滑空するドラゴンの姿が見える。その姿はグングンと大きくなり、大穴の前で急停止する。


    　バサリ、バサリと巨大な翼つばさをはためかせ、ホバリングするドラゴン。


    



    　──随分と　　　卑ひ怯きような手を　　　使うではないか　　　若き　　勇者よ──


    



    　ルディがスマホを操ったのはドラゴンにメールを出すため。


    『猫のカリカリの新しい味を入手したので食べに来ませんか？　ちょうど今日出た新作らしくて、いままでのと全然違うらしいです。あとナディーネがこの前作ったドラゴンさん用の料理も用意してます。出来立てのうちにどうぞ』


    　当然ながら、メールは先ほど出したばかり。


    　通常はこんな速さで来ることはできないのだが、予知能力によって事前にメールの内容がわかれば話は別である。


    　ドラゴンは猫のカリカリとナディーネの作るドラゴン用料理に目がない。文字通り飛んでくるはずだ。ルディはそう読んだのだ。


    　そして重要な点はもうひとつ。ドラゴンの予知能力は自分にごく近い範囲の近い未来のみ。全知全能ではない。よってメールが届くことは予知できるが、離れた場所の予知はできない。そのためメールの内容が本当なのかどうかまではわからないのだ。


    　まんまと餌えさにつられてやってきたら、この修羅場というわけである。


    「まあ、せっかく来たんだから、ちょっと力を貸してってくださいよ」


    　ルディは悪びれずに言う。


    



    　──若き　　勇者よ　　その前に　　確認したい　　キッチンが　　　破壊されている


    　ように見えるが　　　あれで　　　どうやって　　　料理を──


    



    　飯めし目当てで飛んできたドラゴン。やはりそれが気になるようだ。


    　壁の大穴に爪つめをかけて着地すると、長い首をキッチンまで伸ばす。


    　そのときだった。


    　ドラゴンの伸びた首がグンと引っ張られる。


    　一気に室内へと引きずり込まれるドラゴン。


    「……おい、ルディ……ペットは……禁止だろ……死にたいのか」


    　ドラゴンの首を抱える大家の姿。


    　この大家からしたらドラゴンすらペットに見えるらしい。


    



    　──なにものだ　　貴様　　　我への　　無礼　　　見逃のがせぬ──


    



    「なんだ……。気持ちの悪い鳴き方をするペットだね……、〆て唐揚げにでもするか」


    　大家は抱えたドラゴンの首をそのまま締め上げる。


    　しかしドラゴンもそのままにはさせてはおかない。首を大家ごともたげ、一気に床に叩たたきつける。そしてそのまま動きを止めることなく、今度は天井へと叩きつけた。床、天井、床。


    　続けざまにすさまじい勢いで大家をぶつけ続ける。


    　そこまでやって、ようやく大家の手が首から外れる。


    　しかし大家もこれで終わったわけではない。すぐに起き上がると、拳こぶしを固め、重い一撃を容赦なくドラゴンへと振るう。


    　ドラゴンの牙きば、大家の拳、ドラゴンの尾、大家の蹴けり、猛烈なスピードかつ、圧倒的なパワーの応酬。


    　──まさに頂上決戦！


    　ルディは確信する。


    　大勇者ブレイズと魔王の最終決戦以降、この世界で最強の生物同士がここで争っているのだと。


    　魔物の中でも頂点に君臨するドラゴンか、それともコーポ勇者の絶対神である大家か。


    　その戦いにコーポ勇者の耐久度が追いつかない。


    　吹き飛ぶ壁、崩れ落ちる天井、ついに床を踏み抜いて、大家とドラゴンはもつれながら階下へと落ちていく。


    「凄すさまじいな……」


    　身の危険がわずかに少なくなり、ルディはようやく言葉を発する。


    　しかし感心している場合ではない。この隙すきに他のメンバーの安否を確認しないと……。


    「ルディ……」


    　元キッチンがあった瓦が礫れきの山からナディーネが顔を出す。


    　舞い上がった粉ふん塵じんでケホケホと咳せきをしているが、どうやら怪け我がはないようだ。


    「みんな、無事か！」


    　ルディの叫び声に、ボツボツとコーポ勇者の住人たちが集まってくる。


    　クリストフ、ヴォルフ、ネネ、ソニアも無事なようだ。そしてエリたんも。アーニャに至ってはまだスマホで撮影を続けている。


    　床に空あいた穴に身を乗り出して、弾はじき飛ばされた壁の欠か片けらが頬ほおを掠かすめても平然としている。


    　──こいつ戦場カメラマンの方が向いてるんじゃないのか。


    　ルディはその姿を見て、半ば呆あきれながら思う。


    「さすがに放送終了でいいんじゃないか」


    「クライマックスで放送中止なんて視聴者が許さないよ……」


    　ルディとしてはアーニャの身を案じて言ったつもりなのだが……。


    　アーニャは取り憑つかれているかのように、スマホをかざし続けている。……なにに取り憑かれているかと言えば、まあ広告料に取り憑かれているのだろうが。


    「とにかく脱出するぞ」


    　ルディはそう言うと倒れていたエリたんの撮影クルーに肩を貸す。


    　本来は敵だが、こうなってしまえば、もはや同じ災害に巻き込まれた被害者のようなものである。


    　地下から激しいドラゴンの咆ほう哮こう、そして、ガラガラと壁の崩れる音が聞こえる。


    　どこで戦っているのか、音から察するにいまはかなり距離があるようだ。


    「いつこっちに来るか、わかんないぞ。みんな急げ！」


    　ルディは自みずから先頭に立ち、避難者の列を先導する。


    　疲れと恐怖と怪我人、みんなの足取りは重い。ゆっくり、ゆっくりと階段を下っていく。


    　柱の彫刻と壁画の階。


    　何本もの太い柱がえぐり取られたように消え去っている。無事な柱の方が数少ないくらいだ。おそらく大家が武器にするために引きちぎったのだろう。


    　壁画もずたずたに破壊されている……。


    「あーあー、これすごい古いやつなのに、酷ひどいよー、酷いよー」


    　その有様を見て、悲しみにくれるソニア。


    　協会の人間が手を入れたとはいえ、ベースは本物の魔王城である。遺跡としての価値は計り知れないものがあるはずだ。


    　しかし、いまは命の方が重要。


    「もう、どうしようもない。放っておけ！」


    　壊れてしまった壁画の前で動こうとしないソニアを引っ張り、さらに下の階、巨大な歯車の階へと進む。


    　歯車の階に下りた直後、ソニアはまたしても悲しみの声を上げた。


    　ルディの目にも、柱と壁画の階にも増して酷く壊れているように見える。


    　壁の奥で複雑に組み合わさっていたはずの巨大な金属の歯車。それが壁から外されグニャグニャに曲がって、打ち捨てられている。


    　他にもねじ切られた歯車、真っ二つにされた歯車が床に転がっている。どうやったらこんなことになるのか、もはや想像すらできない。


    「だから、どうしようもない。放っておけって！」


    「でもー、この歯車がこの魔王のお城を支えてるんだよー、こんなに歯車取っちゃったら、お城が崩れちゃうよー。酷いよー」


    「なにーっ！　崩れるのか？」


    　ソニアはとてつもなく放ってはおけない発言をする。


    「これじゃあ、支えきれないもーん。あーあー、崩れちゃうー」


    　耳を澄すましてみると、戦いによる破砕音以外にも、なにかがきしむような嫌いやな音が聞こえる。


    「みんな、走れ！」


    　ルディは肩を貸していない左手でソニアを強引に脇わきに抱え、自みずからも走り出す。


    　大家とドラゴンがどこにいるのかわからないが、こうなったら運に任せて走り切るしかない。


    　幸い、どの階も破壊しつくされ、逆に脱出はしやすくなった。


    　迷路の壁もほとんどがぶち破られている。


    　これなら出口へとまっしぐらに走ることができる。


    　走っているうちに、きしむような音がどんどん大きくなる。まるで魔王城そのものが悲鳴を上げているようだ。
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    　崩壊寸前のコーポ勇者を出てすぐの道路。


    　いつもは野次馬たちでごった返しているが、この状況を目の当たりにして、崩壊の噂うわさが広まったのか、野次馬たちは蜘く蛛もの子を散らすように逃げ出している。


    　ルディの傍かたわらにはコーポ勇者のいつものメンバー。そして、ソニアにノリオの姿もある。


    　ノリオのことは完全に忘れていたが、ちゃんと逃げ出せたようだ。


    「……大家、怖イ、俺、ペット的ナ、ナニカ。今マデ、見ツカラナクテ、ヨカッタ」


    　ノリオは独自の視点から安あん堵どのため息を漏もらしている。


    「いやあ、危なかったね」


    　クリストフがそこかしこに大穴を空けたコーポ勇者を見上げながら、安あん堵どの声を上げる。


    　いま、また壁を突き破りドラゴンがコーポ勇者から夜空へと飛び出した。


    　首にしがみつく大家の姿も小さく見える。


    　アーニャはいまだそれを追って撮影を続けている。


    　──無茶苦茶になっちゃったな……。


    　ルディは空中で揉もみ合うドラゴンと大家を見ながら苦笑する。


    　とはいえ、これで魔王の座はナディーネから大家に移ったことだろう。


    　この後、協会がどう対応するのか、まったく予想もつかないが、こっちにはこのライブ配信がある。少なくとも表立ってはなにもできないのではないだろうか。


    「新しい部屋探さないとだねぇ」


    　ネネもまたボロボロになったコーポ勇者を見上げている。


    　我を失っているとはいえ、大家がこんなことしていいのか……。


    　とにかく、コーポ勇者はいまや崩壊寸前。とても住める状況ではない。


    　となるとこのメンバーともバラバラに暮らすことになるだろう。


    　まあこんな無茶苦茶な解散になるのも、コーポ勇者のメンバーらしい……。


    　ルディが少々感傷的な気分になっているときだった。


    「あー、ナディちゃん！」


    　ネネの叫び声で我に返るルディ。


    「どうした？」


    「ナディちゃんが建物の中に戻っちゃった。逃げ遅れた人を助けるんだって！」


    　先ほどまでいたはずのナディーネの姿がない。


    　コーポ勇者の住人は全員無事だったことは確かめた。おそらくエリたんのスタッフの誰かが逃げ遅れたのだろう。


    　──そいつら、ナディーネを倒しに来たんだぞ！


    　なんたるお人ひと好よし！　もともとナディーネをお人好しだと思っていたルディではあるが、ここまでだとは想定していなかった。


    　コーポ勇者はもはや素人しろうと目に見ても崩壊寸前。すでにゆっくりと傾き始めている。


    「まったくどうしようもないな……」


    　ルディは先ほど出てきたばかりの玄関に向かって駆け出す。


    　口から出る言葉は悪あく罵ばだが、ルディの口元はかすかに笑っている、


    　コーポ勇者の終しゆう焉えん。


    　どうせなら、勇者らしく人助けで終わるのも悪くない。


    



    　再びコーポ勇者の内部。


    　おそらくここに帰るのもこれが最後だろう。


    　先ほど脱出したときにも増して、ギシギシとなにかがひずむ音が大きくなっている。


    　天井がボロボロと崩れ、欠か片けらが雨のように降り注そそぐ。


    「ナディーネ、どこだ？」


    　ルディは大声で叫びながらコーポ勇者中を歩き回る。


    　以前であればこれだけ叫べばうるさいと苦情が来る広さだったが、いまではやたらと広大。


    　探索作業もひと苦労である。


    　叫びながら一階、一階と階段を上っていく。


    　──いったいどこまで行けばいいんだ？


    　ルディは不安を押し殺しながら先へと進む。


    「ルディ!?　どうしたの？」


    　ようやくナディーネから返事があったのは、コーポ勇者のかなり上層部、歯車の階だった。


    　おそらく怪け我がをしたエリたんのスタッフを担いでリビングから戻ってきたのだろう。ナディーネはすでに汗だくだ。


    「どうしたの？　じゃねーだろ。ナディーネが……まあいい、戻るぞ」


    　お説教は助かったあとだ。


    　怪我人は女の人のようだ。


    　……見覚えがある。エリたんのメイクさんだ。意識がないようだが、呼吸はしている。


    「大きな怪我は見当たらないんだけど……。やっぱり禍まが々まがしい気にやられちゃったのかな……」


    　ナディーネは心から心配そうな様子。


    　敵だとか味方だとかそういうことは考えてもいないのだろう。


    「まあ、勇者が倒れてる人を見捨てるわけにもいかねえか。魔王と魔王の手下だとしたら、余裕で見捨てるところだが、仕方がねえ」


    　ルディはぐったりとしたメイクさんを背負う。


    　相変わらず続く、ドラゴンと大家の咆ほう哮こう。


    　どちらもこの世のものとは思えない凄すさまじい声。


    　大家が咆哮するのもどうかと思うが……。


    「いつ、あの化け物どもが戻ってくるかわからねえ。早くこの場を……」


    　ルディの声がドンッという激しい音にかき消される。


    　その直後、これまでにない強い衝撃がコーポ勇者全体を揺らす。


    　音の方向は真上。どうやら空中でバトルしていたドラゴンと大家が墜落したらしい……。


    　ボロボロの建物は大家とドラゴンの衝撃に耐え切れず、崩壊をはじめた。


    　ルディたちの頭上からガラガラと巨大な石板が降り注そそぐ。


    　──ヤバい！


    　ルディはメイクさんを背負ったまま、ナディーネを抱え、近くのくぼみへと飛び込む。


    　ここは元々巨大な歯車が組み込まれていた場所。大家が引き抜いて、くぼみになったのだろう。とりあえず、崩落が収まるまでここでしのぐしかない……。


    　くぼみを塞ふさぐように次々と落下する石板。


    　ルディの思惑とは逆に、崩落はさらに激しくなっている。


    　激しく揺れ続けるコーポ勇者。コーポ勇者の浮上を支えていた支柱が折れたのか、ゆっくりと下降しているようだ。


    　ルディたちの周りにある残った歯車も勝手に回転しはじめる。


    　崩れ落ちた天井の残ざん骸がいはいよいよ積もりはじめ、ルディたちの行く手を阻はばむ。


    　これをどけるだけでも、相当の時間がかかりそうだ……。


    「判断をミスったか……」


    　ルディは思わず声に出してしまう。


    「大丈夫だよ。きっと助かるよ」


    　ナディーネはルディを励はげますようにそっと手を握り、笑顔を見せる。


    「わりと大丈夫じゃねーんだけどな、なにを根拠に……」


    「ルディ、あのね。ドラゴンさんの予言覚えてる？」


    「ああ。だけど、なんで、いまごろそんな話を」


    「汝なんじを大きな災厄が見舞うであろう。しかし、案ずる必要はない。汝のもっとも大切な者が汝を救うであろう」


    　ナディーネの言葉はドラゴンから与えられた予言だろう。


    　たしかに大きな災厄がナディーネを襲おそった。


    　魔王に認定され、討伐されそうになり、いまは崩壊するコーポ勇者に飲み込まれる寸前だ。


    　おそろしいことに災厄の一部が予言を与えた本人なのだが……。


    「だから、ずっとどこか余裕があったのか」


    「そうかな？　余裕あったかな？　自分ではわかんないけど」


    　ナディーネは不思議そうに小首を傾かしげている。


    　予言を信じているから余裕があるのか、そもそもそういう性格なのか……。


    　おそらく両方だろう。


    　それはそれとして、ルディにとって予言の中で一番気になる箇所。それは〝汝なんじのもっとも大切な者が汝を救うであろう〟だ。もっとも大切な人……。ここにいる人間は本人をのぞけば、ルディと気絶したメイクさん。


    　いくらなんでも気絶したメイクさんを指した言葉ではないだろう。


    「最後まで諦あきらめるつもりはないけどさ、救えるかわかんないぞ」


    「大丈夫。ドラゴンさんの予言は当たるから。それに予言以上に……。ルディのこと信じてる」


    　ナディーネはまっすぐにルディを見つめている。


    　ルディも自分を信じたいところではあるが……。


    　しかし、状況は最悪。


    　崩壊も塔の下降も止まることなく、おまけにゆっくりと傾きはじめた。脱出するルートはすでに崩落した天井で塞ふさがれている。


    　──もう、祈るくらいしかできないか……。


    　ルディは自分に打てる手がすでになくなっていることに気づく。


    　──ドンッ！


    　もう一度、激しい揺れがルディたちを襲う。ぐらりと傾く床。


    　ルディは無我夢中でナディーネとメイクさんの上に覆おおいかぶさる。


    　人間ひとりがクッションになったところで、どうにかなるとは思えないが、自分のできることを最後までやって終わりたい。ただそれだけだ。


    　凄すさまじい音と土煙がルディの視覚と聴覚を奪う。ルディが感じることができるのは絶えず続く揺れ。そして背中の激しい痛み。おそらく崩れた天井の一部が直撃したのだろう。


    　やがて揺れも、痛みも感じなくなる。


    　──無音と暗くら闇。


    　崩壊が止まったのか……それとも……意識が……。
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    「あれぇ？　こんなんだっけぇ、ちょっと違う気がするのさぁ」


    　ネネの相変わらずどこか間の抜けた声が響きわたる。


    「ちょっと、関係者の人もいるんだから、そんなこと言うの失礼でしょ」


    　すかさずヴォルフがたしなめる。その口調は以前と微妙に違っているようだ。


    　なんとなく友達同士というより、会社の同僚のような……。


    　文句を言うネネの視線の先にあるのは、コーポ勇者であった。


    「壁の色、こんなんだっけぇ？　紫だった気がするのさぁ」


    「そんなわけないでしょ。どんな記憶力してるんだよ」


    　いまの口調はちょっと以前のヴォルフっぽい。


    「再現するなら、ちゃんと再現しないとねぇ、特に私の部屋はちゃんとしてほしいのさぁ」


    　ネネとヴォルフの目の前にあるコーポ勇者は塗装によって古めかしさを演出しているものの、もちろん新築である。


    　そして新築のコーポ勇者は入居者を募集していない。


    　いまでは〝魔王事件〟と呼ばれるあの騒動のモニュメントとして再建築されたのだ。


    　ちなみに中に入るにはそこそこ高い入場料が必要である。学割もあるが、それもそこそこ高いのだ。


    「あれから、もう五年か……、ネネちゃんとヴォルフはつきあってるの？」


    　クリストフは相変わらずのへらへらとした笑みを浮かべながら言う。


    「まさか、マネージャーが所属の勇者に手を出すわけないでしょ！」


    　ヴォルフは魔王事件以降、勇者を引退し、所属事務所のマネージャーとなっていた。


    　アイドル勇者への愛情と情熱がいかんなく発揮され、チーフも狙ねらえるポジションらしい。


    　そのヴォルフをもってしてもネネはある一定以上には、どうしてもハネないらしいが……。


    「それに手を出すなら、もっと下の子に……チーフになってから、これからプッシュするかどうか迷ってる的な話をして、向こうから……」


    　ヴォルフの眼鏡がギラリギラリと何度も光る。


    　冗談とは思えない目、さすがのクリストフですら若干引いている。


    「ねえ、ねえ、みんなー、中に入らないのぉ？　外ばっか見ても面白くないのさぁ」


    「……自分の部屋に入るのにお金払いたくない」


    　アーニャは相変わらず眠そうな目をしている。


    「アーニャちゃん、お金持ちでしょ！　協会のなんだか偉い人になったんでしょぉ？」


    　ネネの言うなんだか偉い人とは勇者協会勇者イメージアップ特務室室長補佐のことである。


    　それまではそんなポジションはなかったが新会長の肝いりで新設されたらしい。


    　魔王事件は勇者協会にとって大きな失態となった。


    　しかし、協会も一枚岩ではない。会長の失脚を望む者も多く存在していたのだ。


    　そしてその者たちにとって、アーニャのネット配信は大いに評価されたのだ。


    　ドラゴンと魔王とおぼしき者の激闘。崩れ落ちる魔王城。そして命を省かえりみず人命救助のために魔王城の中に飛び込んでいく勇者。


    　その中継は熱狂を呼び、勇者業界のイメージアップに大きく貢献したのだ。


    　その結果、アーニャの卓越した情報発信力を今後は協会に入って発揮してほしい。そのような要請を受け、なんだか偉い人になったのである。


    　なにをしているのかは誰も知らないが、アーニャに務まるのだから、暇ひまな仕事には違いない。


    　どんなポジションになってもお金への執着は消えていないようで、断固として、再建されたコーポ勇者への入場を拒こばむ。


    「ナディちゃんは入りたいよねえ。アーニャちゃんにみんなの入場料、払うようにいってほしいのさぁ」


    　ネネはナディーネの袖そでをぐいぐい引っ張る。


    「……ネネちゃん、自分で払う選択肢はないのかな？」


    　ナディーネはちょっと困り顔で言う。


    「だってぇ、ナディちゃんも懐なつかしいでしょ。勇者時代の思い出さぁ！　キッチンとか見たくないのぉ？」


    　魔王事件から五年ということは、ナディーネが勇者を引退してからも五年になるということだ。ナディーネが勇者をやめてもネネとの仲は相変わらず。しょっちゅう一緒に遊んでいるらしい。


    「キッチンは仕事で毎日見ているから……」


    　ナディーネはいまでは飲食店での調理がメインの仕事。


    　アーニャの配信によって、真っ先に崩壊する魔王城に飛び込んだ勇気ある勇者として有名になったのだが、ナディーネにとってはむしろ勇者生活に見切りをつける、いいきっかけになったらしい。飛び込んではみたものの、自分の力では解決できなかったこと。なにより魔王に認定されて、ずっと注目され続けた日々にも疲れてしまったらしい。


    　結果、同じくらい好きな料理の道に進むことに。


    　将来的には自分の店を出すことが新しい夢らしい。


    「ナディーネちゃんもさ、もったいないことするよね。あのまま続けてたら、人気者になれたのにね」


    　クリストフは馴なれ馴なれしく、ナディーネと肩を組もうとして、そっと手を払いのけられている。この男だけは一切変化なし。本当に相変わらずの暮らしをしているらしい。


    「いいんですよ。注目されてみて、はじめてわかったんです。注目されるのって大変だって。料理も大好きだし、人を笑顔にするってことでは同じくらい楽しいんですよ」


    　ナディーネはそう言うと、なんとも嬉うれしそうに笑う。
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    　嘘うそ偽いつわりない本当の気持ち。それが伝わってくる。


    「まあ、出世とかお金に興味ないナディーネちゃんらしいね。それで、ルディくんとはつきあってるの？」


    「そんなっ！　なんで急にっ！」


    　ナディーネは顔を真っ赤にして否定する。


    　クリストフの指さす先にあるのはルディの姿。


    「ただの飲食店店員と常連客の関係だよ」


    　ルディも多少は照れながら言葉を返す。


    　ちらちらと横目でお互いを見る、ルディとナディーネ。


    　その雰囲気は見る者にただの友達同士を超えるなにかを感じさせるのだが……。


    「一方、コッチハ、順調ニ、入籍予定」


    　ふたりの間に割って入ったのはノリオだった。


    　そしてノリオの傍かたわらにはノリオそっくりのなにかが……。


    　ノリオに比べて、ちょっと華奢な身体からだ。おそらく雌のなにかだ。


    「なんでお前が入籍してんだよ！　生意気だぞ！」


    　ルディはノリオの頭を荒っぽくヘッドロックする。


    　ノリオに負けたなどと思っているわけではないのだが、なぜだか、ちょっとだけ悔しいのだ。


    　ノリオの嫁がちょっと美人のなにかっぽい気がするのも、また悔しい。


    　そして、美人嫁っぽいなにかの薬指っぽいなにかの上でキラリと光るなにかが……。


    　リング状の部分から変な枝が出ている……。あれは、以前、ノリオがソニアから奪い返していたなにか！　まさか婚約指輪っぽいなにかだったのか！


    「コレ、代々一族ニ伝ワル、ナニカ、新シク嫁ニナル者ニ、与エラレル物。ナニカ知ラナイガ」


    　──そんな大事なものなら、なんなのか知っとけよ！


    　しかし、ルディは自分の先を行っているノリオに対してツッコむ気が起きない。


    　ただただヘッドロックで頭部をグイグイと絞めつける。


    「ほらぁ、ルディとナディちゃんもノリオ見習ったらぁ？」


    　そんなルディの脇腹を小突いたのはネネだった。


    　ニヤニヤとからかうような笑みを浮かべている。


    「だから、そんなんじゃねーし、ノリオのことなんか見習いたくねーし！」


    「……この前、サインは書いてもらったけど」


    　ナディーネは恥ずかしそうに小声で言う。


    　ルディからすると、別に隠すことでもないと思うが……。


    「頼まれたから描いたけどさ、あんまり集客効果ないと思うぞ」


    「別にお客さんを呼ぼうとか、そういうことじゃ……」


    　ちらりとルディを見てはまた恥ずかしそうに目をそらす。


    「ルディは知名度なら抜群なんだけどね。マネタイズできてないよね。そこは事務所に入って、僕に任せてくれればいいと思うんだけど」


    　ヴォルフがルディに向かって言う。完全に仕事モードである。


    　──あの事件で崩壊した魔王城から、ナディーネとメイクさんを抱えて脱出したルディ。


    　その劇的なシーンは事件のフィナーレとして相応ふさわしいものであった。


    　まさに語り継つがれる伝説のひとつである。


    　その主人公であるルディは知名度抜群、若手勇者の中では群を抜いている。そんなルディが事務所にも所属せず、健康増進のための剣術ワークショップで食っているのはヴォルフからすると納得のいかない状況なのである。


    「これが性に合ってるんだろうな」


    　ルディはそう言うと、自じ嘲ちよう気味に苦笑する。


    　組織が苦手、忙しいのが苦手、計画的行動が苦手では伝説的勇者でもやれることは少ない。


    　いまのペースで十分幸せなのである。


    　なにより、営業だの、イベントだの、テレビ出演だのでスケジュールを埋められたら、いつ冒険に出かけたらいいのかわからない。


    　人類がまだ見ぬ新しい世界を発見する。そのための冒険に……。


    　魔王がいなくなった世界でも結局、勇者の冒険の種は消えてはいない。


    　いまルディが追っているビッグなクエストと言えば、大家とドラゴンの消息調査。


    　ドラゴンとその背にしがみついた大家はコーポ勇者の崩壊の中、空の彼方かなたへと消えていった。


    　その後どうなったのか……。それはいまでも世間の興味を引き続けている。


    　その居所を突き止めるのは、やはりルディでなければならないだろう。


    「それにしてもさ、あのすっごいクラッシュのなかでどうやって生き残ったの？　いい加減教えてくれてもよくない？」


    　クリストフがルディに尋ねる。これまでに何度もされた質問だ。


    　魔王城と化したコーポ勇者の崩壊。誰もが助からないと思っていた状況。


    　まさに瓦が礫れきによって潰つぶされるギリギリで城を支える歯車が止まり、ルディたちは助かった。


    　その原因は様々なテレビ番組で推測されたが、結局、結論は出なかった。


    「まあ、言えることは、事前に手を打っておくことだな。追いつめられてから、どうにかしようと思っても、なんにもできないしな」


    　懐なつかしそうに、崩壊する前のコーポ勇者の再建築を見つめるルディ。


    　その脳裏にはあの瞬間が思い出される。


    　崩れ落ちる天井。傾く床。ガラガラと逆回転する鉄の歯車。


    　もう終わりだと思った、その瞬間。


    　歯車の回転がピタリと止まった。


    　回転を止めたのは、ルディのエッチな秘蔵コレクションだった。以前、隠し場所に困って歯車の奥へとつめこんだあのコレクションが歯車が欠けた空間を埋め、ギリギリ崩壊を防いでいたのだ。


    　逃げるならいましかない。


    　ルディは怪け我が人にんとナディーネを担いで夢中になって外へと這はい出る。


    　その瞬間こそが伝説的なワンシーンとなったのだ。そしてその伝説が秘蔵コレクションのおかげだとは死んでも言えないのである。


    「本当さぁ。どんな手を使ったのさぁ、教えてよぉ」


    　ネネもルディの襟えり首くびをつかんで強引に吐かせようとするが……。


    「勇者って、結局は心だから」


    　しれっととぼけるルディ。


    　ルディにも守らねばならないイメージがある。


    　金銭的にはまだまだ駆け出し的な状況なものの、それなりに仕事は入るようになった。


    　昨日も隣村の村長の娘さんをオークの群れから救出するクエストの依頼が入った。


    　ぜひともルディにとのご指名。


    　娘さんを救出する勇者にとってさわやかさは非常に重要なのである。


    　決してエッチな本で命を救われた勇者ではいけないのだ。


    



    



    　──ルディ・シュミットは勇者である。


    



    



    


  


  
    　あとがき


    



    　どうも川かわ岸ぎし殴おう魚ぎよです。『勇者と勇者と勇者と勇者』、これにて終了でございます。


    　毎度毎度ふざけたあとがきを書いている僕ですが、最終巻ともなると、さすがに様々な想いが去来します。


    　いやー、去来するなー、様々な想い。あー、去来する。思ったより何倍も去来する。


    　シリーズ完結も三回目だから、去来しないかと思ったけど、結局、去来するなー。


    　せっかく去来したので、どのような想いが去来するか、箇条書きにしておくことにします。


    　他のラノベ作家さんも去来する想いはだいたい同じだと思うので、シリーズを終えるラノベ作家はこんなこと考えてるんだなぁ、と今後の参考にしていただければ幸いです。


    



    【最終巻のあとがきを書いているさ中、去来した様々な想い一覧！】


    ・読者の皆さまへの感謝の気持ち。


    ・書き切った達成感。


    ・将来への不安。


    ・関係各位への感謝の気持ち。


    ・次作へのモチベーション。


    ・飲酒への欲求。


    ・尿意。


    ・再び去来する読者への感謝。


    



    　……と、まあ、こんな感じになっております。


    　このように、いろんな感情が渦巻いたわけですが、さすがに箇条書きで済ますのもどうかと思いますので、もう少し詳しく振り返ってみたいと思います。


    　まずは読者の皆さまへの感謝の気持ち。


    　ずっとふざけている僕ですが、さすがに最初にこの気持ちが去来しました！


    　最後までおつきあいいただいた読者の方ですから、もう感謝の気持ちが湧き起こらざるを得ない！　本当にありがとうございました！　すごく嬉しく、同時に心強かったです。このシリーズはこれで終わりですが、ぜひまた別のシリーズを楽しんでいただければ、ぜひ面白い作品で恩返しがしたいです！


    　続いて書き切った達成感がやって来ました。


    　二年近くに渡って書いてきたわけですから、一応の達成感があります。……とりあえず、やるだけやった。いっぱい考えて、いっぱいボケた。五巻あわせて千二百とちょっとページ。とにかく書いたよー。頑張ったよー。などと思っていると……。


    　突如として、将来への不安が去来しました。


    　やべえ、終わっちゃった。次どうしよう……。このまま企画通らなかったら、餓が死しだぞ。


    　頑張ったよー、とかじゃなくて、これから本気で頑張らないと。とにかく企画が通るように、全力でやらないと……本気でヤバい。よし、とりあえず関係各位にペコペコしよう……。


    　ここで関係各位への感謝の気持ち。


    　担当編集の岩いわ浅あささん。いやー、うへへへ、本当にお世話になっております。おかげさまで無事にシリーズを完結に漕ぎつけることができました。完全に岩浅さんのおかげです。自然にペコリと頭が下がります。


    　イラストを担当していただいた、すまきさん。うへへへ。最高のイラスト、ありがとうございました。すまきさんのイラストあっての『勇者と勇者と勇者と勇者』です。なにか紹介いただける仕事などあれば……。


    　野の村むら編集長、うへへへ、相変わらずダンディで……。毎回、編集長ダンデイの広い懐の中で遊ばせていただいております。本当にありがたいです。


    　もう少しだけ、懐の一部をお借りして遊ばせていただければ幸いダンデイです。


    　そして次作へのモチベーションがついに湧き上がります。


    　いやいや、媚びを売ったところで、いい企画と原稿がないと、なんの意味もない、すごいのを書くぞ。どんなのか、まだわからないけど、とにかくすごいやつを……。


    　なんというか、こう、ばーっと、ぐわーっと……、すごいことが起こって、すごいかわいいキャラが出てきて、そんでもって、ばーっとなって…………。


    　このタイミングで飲酒への欲求が沸き上がったモチベーションをかき消します！


    　……うん、かなり次回作の構想も固まった気がする。一回ハイボールを飲んでリラックスするのもいいだろう。まだあとがきの途中だけど、一杯、二杯、というか五杯くらいまでならセーフとする。なにせシリーズ完結のあとがき、ラノベ作家の正月みたいなもんでしょ。お正月じゃないか。まあいいや、じゃあハロウィンね。ういー。印税くれないと、イタズラしちゃうぞー！　ういー！


    　必然的に訪れる尿意！


    　ういー、トイレに行きたいー。でももうちょっとであとがきも終わりだし、我慢、我慢。


    　さっさと書いて、本格的に飲もう。ういー。


    　再び去来する読者への感謝。


    　ういー……、お酒が飲めるのも、読者のおかげだな。美う味まいなあ。高級なお酒は買えないけど、それでも原稿を書いて、ちょっぴりお酒をいただけるなんて、ありがたい。いつまでライトノベル作家を続けられるかわかりませんが、今日を迎えられたことを読者のみなさまへ……。


    　強くなって再訪する尿意！


    　ういー、やっぱり限界。トイレ行く！　さようなら。またねー！　ありがとねー。

  


  
    川岸殴魚


    Ougyo Kawagishi


    



    ついに最終巻！　最後までおつきあいいただき、ありがとうございました！　というわけで、キーワードの発表です。五巻のキーワードは「き」。最終巻までのキーワードを書いて、僕にメールかツイッターのリプライなどで送ってくれたら、プレゼントを！　プレゼントの内容はキーワードそのもの。はたしてなにかな？
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